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建 築 と 社 会

1 9 6 0  8  日 本 建 築 協 会
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理 想 的 な
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特 長

O既設の建築物内に簡単に設置できます

Ｐ 優れた集墜効果・・・大気中に浮遊する ＰＮＱＯＧ までの塁 ｩｾ

・細菌を90私以上の高能率で除去することができます

O 簡単な取級と安全装置の完備

0 僅少な維持費・- 一消費電力は120W

0 広い用途・… 工業用・保健衛生用として、空気清浄に

威力を発揮致しますc

。 脂 綿 自 主 製 f開

TRADE 門ARK

地下鉄道、高架鉄道の如き激し

い震動箇所でも弊社製品は完壁

の防水効果を発揮して居ります

1 ' ) 録・見本 ・f ＱＺ 綴 ｉｴｾ

御報早 1.. 

s : r 7; I-: ' "貢 献

の補強秒浮↓ ＱｾＳＰ 余与の経 ￭ｾ 誇 Ｓ

却で，グE盟DJ l f A

ドッグ印 アスプ- ，' " } レトループ，ンゲ

ア ス フ ア ル ト フ ェ ル ト

が イ) Ml ル ー ノ ィ ン グ

"  fd、十l ル ー プ ィ ン グ

メノレタイトループィング

か キンマレアタイト (r: ;i 級涯行金麻布〉

H  ヘッジャンファプリック( 続行黄麻布)

コ ッ ト ン ブ ァ プ リ ック( 漉 15綿布)

"  (1 J隊 フ ァ プ リ ッ ク ( 漉 15苧麻布)

H  グ オ ン タ イ ト( 伸布日目地相心

株 式 会 紅 Z 英語土



米 国 u s ラ バ 一 社 と の

手支 Ｑ 桁主是ｾきによる

ビニールと 金 属 との積 層板

新 実 l }' ! ; . H.
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八幡エコンスチール株式会社

( 旧 社 名 中 之島製鋼株式会社)

本社 ・工場 大 阪 市 東 区 一 ー 天 日IJ 4  

111 代 (94) 5031・60 31

東京事務所 東京都中央区西八了掘4- 10

東 京 工 場 東京都足立区千住関屋田'J 38

電 (881) 6  1  4  1  - 4  

⑤ 八 幡 製 銀 株 式 会 社
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皆様の設計 と施工に東洋の床材

- 6  

イルリノ

1::ヲート'1' イル

ヌ市ンジシート

q  

東洋リノリユーム株式会社

本 社 工 場 兵 庫 県 伊 汁 市 伊 対 5 5 8

活 話 伊 丹 代 表3531 ・大阪⑬4490

東 京 都 中 央区銀座 4 三和ピノレ

直話 (561) 1  7  0  1 ・2 5  6  4  

大 阪 市 東 区 瓦 >>IJ 2  三 平 ｾ ｉ ピノレ

電 話 ( 23) 0  3  7  5  - 0  3  7  9  

< > ソフトな感触

<>優秀な耐久力

<>美 し い 色 彩

東 京 支 庖

大阪事務所

カ

タ

U

グ

進

日

正



近 代 人 の 感 覚 じ マ ッ チ す る

2 ・トピ? 叩

( 中心吊自由開型)

⑩ 
特 許

( ピポット・ヒンヂ持出し吊り型)

( カタログ御入用の節は御 申込下さ もつ

製 造 元

敷 島 金 物 株 式 会 社

布 施 市 横 沼 町 1 丁目 4 6 番 地 電 話 布 絡{72) 839・7713 番

東京都千代田区神国和泉町 1 ノ11 電話 東京(866) 羽田 - 2 番

鯵費節減527万円ρ

利益をｾも

司 ｾｊｉ ト ｍｐ ボイラ 女高性 能 • 語 射 型

女石 炭・オイル・刀ス焚

煙管式ボイラの「革命児. 現るノ

:.J - - - - .  女 1年間 (7200時間) の燃料節約額

大 阪 府 立 工 業 奨 励 館

汽 公 式 試 験 成 績

絶句iこて

考ミ 排刀ス 3lft J蔓 l QTC

7' x  30' ランカ ν ヤボイラと

比較して

5 2 7 万 円 益

立' J ) / 但し E. E .  2000kg/hr. ¥ 

シ:;:::.-- I  6000カロリ 一石炭6000円/ 屯 l

¥ 1 日241時間 1 月25日として /

平川 ~水管ボイラ 、平川 ~綴関車型ボイラ

寸営業科目 じ〉

平川 ~墜型ボイラ 、外ボイラ全般 ・輸送機械

株式前士平川欽工所 iiiij 諒恕，i:;(31
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尼崎新工場 8月より稼

動致します、ご期待下

さい。

オートメーション に依る ボ ン デ ラ イ ト を

錆 止 メ 塗 装 は 焼 付 塗 装 を

実 施 致 し ま し て 完 全 防 錆 を

期 し て い ま す 是非御採用の程願上ます

株 式 的 岩 往 鍾 宗 主 成

大 阪 市 西 淀 川 区 千 舟 東 二 丁目 三 一 番 地 電 話 淀 川 (47) 代表 5123 ・3000
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型 状 優 美

故 障 絶 無

日 ・ 米 ・ 英 ・ 独 、 各 国 特 許

且

B 本霊異製作所製造元 ' - 1/ ( " /工 業 謙 式 創

③ 

必函 色 品 ＨＭｱ ィ ｉｾ

藤 森 建

ー
(  1 ・5 事毛j享 )

4  

材 株 式
A

G

2

 

社

本 社 耳 ! 1;i 郎，'， !よ と 区 日 本 崎 通 l ノ 2 ( 大倉ピノレ)

電 話 東 京 (271) 6  4  3  2  - 5  

大阪出張所大阪市凶ｾ土佐沼 通 Ｑ ー Ｑ ( 大同生命 ピノレ内)

電 話 大 阪 ⑬ 9 4 1 7 - 3 ・3 4 6 1 - 4

Ｉｌ 州 ｉｕｾ 長所 間羽市楽涜大通 2 ー 71 電 話 福司 0 1945 ・⑤3473
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最 新 の 設 備

イ 憂 秀 な 製 品

三和EJ "..，司・
甲種・乙種防火シャッター

電動式・手動式・スプリング式

其 他 の シ ャ ッ タ ー 全 般

株式舎5t ｅ担 Ｚｊ ￞ｾ 司・製作用

三和;;'11'.:1苛・株式怠1ft

本 社 車 工 場 尼 崎 市 久 々 知 コ エ 2 3 番 地 穴 阪 (40 ) 代 表 5 3  4  I  

東 京 支 庖 東 京 都 新 宿 区 新 宿 I T 日6 0 暑 地 東 京 (3削 ) 2  4  7  8.  9  6 7 8  

札 桟 支 庖 札 幌 市 琴 似 町 琴 似 5 2 2 番 地 札 幌( 5  )6873 ( 3  ) 7428 

東 北 支 広 仙 古 市 土 樋 I 1  2 番 地 仙 台 ( " 3 ) 3 2 9  6  

金 沢 支 広 金 沢 市 上 胡 桃 町 3 6 金 沢( 2 )  I  3  8  7  

名古屋支唐 名古屋市中村区広井町2丁目 45八洲 ビJ レ 名古屋 (54 ) 2  8  4  6  

九 州 支 庖 福 岡 市 渡 辺 通 5 丁 目 9 2 番 地 福 岡( 5 )  5  I  8  I  

営 業' 所 全 国 主 要 都 市 に 在 円



驚異的近代感覚の吸音壁貼材料

新 製 品

調ヲ ｦｾ｡Ｍｸ
原紙に着色せる優秀製品
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タロース

東京営業所

東京都千代田区神田猿楽町2の7

T  E  L  (291)  9  3  7  5  

名 古 屋 ・広 島 ・福 岡

製 造 発 売 元

津 装 飾 株 式 会 社

大阪市北区堂島上ーノ 二四 T E L 大阪@1351- 3

河

本社 所張出
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経室、緩勾配屋根氏

軽快た道代建築枚

Ｘｾ ｊｩヌー ＢｏＭ ｪＧ ｉｾ ソイド
8j Jit ]・;"ILTンIL-7イ》タ

伸 縮 白 地 材 工 キ ヌ1¥0ンタイト

包 ロ タ イ ト

コーギンク率先 シール包〆ント

目 源 化 学 工 業 株 式 会 組

本 社 東 京 都 中 央 区 八 重 測1- 3

T E  L  (271) 70∞・ 5463- 5

営業所及東京工場 東京都荒川区尾久町 6- 101

T E  L  (807) 代表0161- 5

大阪営業所及大阪工場

大阪市東淀川区掘上通り 3 - 3 9

T  E  L  (39)0924- 5 ・2045 ・2079



の ｾＭｪ 生陶器ヒ付属金具
L - 9 2  ( こイモる

L - 2 2 0  

オ パ ー ル

ピル ・ア/ マートはもとより一般住宅

こも御採用頂けるよう寸法や価格の点では従来最もよ 〈

定 価

陶 器 ( 1級) L  220 ￥ 2 .750 

金 具 ( Q'l>" - μ 印)

立 水 位 T 2  0  5  Y  

@￥ 600 ( 2個) l.f 1，200 

止 水 位 T 4A Y

@￥ 670 ( 2 個) l.f 1，340 

排水金具 T 6P  l.f 1，210 

J ずy クハンガ

限付木ヰ ジT L  220D ￥ 200 

ｾ ｴ ￥ Ｖ ， ＷＰＰ＠

電コ句古おえl- 御 愛用頂いて い た製品 し- 9 2 を基準と して 考 慮いたしました 。

参 考 定 価

陶 器(並級 ) L  220 l.f 2，2∞ 

金 具 ( グ グ え 印)

東 洋 陶 器 株 式 会 社 立 水 位 K 2 0 5  Y  

@ ￥ 510  ( 2 f回) ￥ 1. 020

本 社 茅 ケ崎工場

小合市篠崎町 4 5 8 大阪営業所 大阪市東区j ( :'II'ut"古5 - 3 2 T E L ⑫ 4518  - 9 神奈川県茅 ヶ崎市

T E L ⑤ 2481- 5  各地営業所 東京・名古 尽 ・小 企 ・ 広島 ・ 高松・ 札中 叶 仙 台・ｾ ［山 ｔｅ し Ｒ Ｑ ＰＵＭ 8  

止 水 位 K 4A Y

@￥ 570 ( 2! 国) l.f 1，140  

明 る い

モダンリビングに

@ゾ フト なf謀主主

Ｎｊｪ＼Ｎ淡のｾ ＼慰金潟水

. 比類な春闘薬& 後

e  安 全 な 樹 望書ｾ 紡火位

。常宅、演翼で縫漬約

議努 J  叫

判

吋叫%減_.，. ; . : . :ム

同シリウム

品 質 随 ー と 定 評 あ る

丈 夫 な 塩 ピ 床 粥 材 で す

帽 品 叫 格

問J 火ij!築 ICは

網 入

( 通産大臣賞)

J宗光問 屋 恨

ｭｯ ゴよ主 主 業義援義社 ロシ Ｑｾ ・ト 叫法板平仮Ｉ お
本 社 工 場 22422gRZi1114;f Z主ロシ7ル ー ト ( トタン小波普及品〕

22; 開3351ffE号;! Ad 口シガラス 〈透明半透明平板〉

電 話 大 阪 (27) 4  3  5  8  - 仏

..，. ' . w' ，" ぷ偽凶器宮変緩撚f祭器i}抗

排水金具 K  6  P C ￥ 1，030  

口シタイル

あ ら ゆ る 山 に 7 ノ チ す る

品 質 最 高 の 王z し い フ ロ ア - 7 イル

惚" 回附

11I 9 6 伺

13. 17尺)

品 1 8 m

(  5坪 智}

堅色: ニ巴容量

J  ヲ '  包 歌

予ミ W

ホヰ

セ子ゲ

円

点ト E

簡 単 に 貼 れ て 水 拭 き 出 来 る

，の'

f晶も進んだ墜 ・槻目占村です 。

... 

r、
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高 野 山 納 涼 懇 親 会 と 見 学 の 会

本会和歌山支部では，例年高野山で掲題の会を開催いたしております

が，木年は本部と共催で下記により開催いたします。ど家族同伴を歓迎

いたしますから，お誘い合せの上多数会員のど参加をお願い 申します。

記

1. 主 催 木部と和歌山支部共催

1 . 日 時 8月20日( 土) - 21 日( 口)

1.  集会解散 20日3 時までに随意高野山かるかや堂( 浴厳院〉約合

Ic: . 集合。 21 日午前見学の後解散，自由行動。

1. 会 費 1 人 1，000円，ただし子供 800円

宿泊費 ( 2 食付〕拝観料その他。兄IJ に補助あり

なお1 宿舎までの交通貨は自弁のこと。

大阪一高野山電車1' 1-辺 320円

和歌山一高野山 11 260円

高野山パス賃 20円

ほかに橋本駅から高野山行パスもあり。

1  .  講 演 高野山に関する講演を20日夕食後宿舎において行な う

1. 見 学 先 金堂，大塔，奥の院，Z 宝館，大門， 多宝塔な ど。

1  .  申 込 16日までに木部 ・和歌山支部又は建材協会 lζ 願います



本 会 後 援

第 2 回 プレストレストコンクリート建築構造の

設 計 お よ び 施 工 講 習 会

(P. c 建築構造の原理から応用まで〉

日 時 l昭和W f'. 8月25 日( 木) ， 9月 1 日( 木) 2 日間

午前 ? 時~午後 5 11寺

場 所

講 師

..，.. 

てE

定

申

且

買

員

込

大阪建設会館 6 階集会室( 冷房完備)

京 大 名 誉 教 授 工 博 坂 官 ｾＮｴｲＮｬ ｦｾ 君

京 大 講 師 六車 熊沢

大 林 組 研 究 索 鈴木: 11夫新

500円( テキスト代を合む)

100名

日本建築学会近総支部( 点灰北浜 3 ) ③9649へ会費を添え

主 催 日本建築学会近畿支部

てお申込下さい。



会 告

臨 時 総 会 開 催

監 事 候 補 者 推 薦

監 事 伊 東 五 郎 君 逝 去

会 員 の 受 彰

-、

臨 時 総
4

2

 

開 催 通 知

監事補選のため臨時総会を定 ， ｾ第 ＳＴ 条第 Ｒ 項の規定 ｬζ 越いて ， 下Ｂ己 ｻζ

より開催いたします。

以上会告申し上げます。

昭和35年 8 月 1 日

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会

会 長 尾 崎 久 助

記

1. 総会の 目的事項 監事 1名補欠選挙の件

Ｈ￯ｩｈｾ 伊東五郎君逝去による補選Ｉ

1  . 日 時 昭和35fF. 8 月20 日〆切り

1 . 開 催 の 方 法 書面表決

( 本誌添付の用紙によりど投票下さい)

以 上

監 事 候 補 者 の 推 薦

乙のたびの監事 1:名7rH欠選挙1( ，当り，その候補者として下芯のとおり

推約申し上げます。

昭和35年 8 月

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会

会 員 有 志 一 同

記

早 川 文 夫 君 ( 住 宅 金 融 公 庫 大 阪 支 所 次 長 )

監 事 伊 東 五 郎 君 逝 去

監が伊東五郎君は， 7 月11 日，病のため急逝されましたので会告中し

上げます。

昭和35年 8 月 l 日

社 団 法 人 日 本 位 築 協 会

4

2

 

ｾ＠
3 ι  員 彰の

本年の国土建設週間 l乙| 然し，下d己会員諸氏は，多年にわたり建設関係

の向上発展に貢献した功労者として，建設大臣から表彰せられました。

乙乙に誌してその栄誉をお! i ! . ! び中し上げます。

石 原 巌: j J 遠 藤 議長:l l

小 協 和 雄 君 奥 井 忠 太 郎 i !

川 崎 盛 治 省 岸 川 成政. : a

久 米 保 衛 沼 竹 中 錬 - . : a

東 焔 謙 三 沼 森 幸 治 沼

吉 川 消 一 沼



催 |

ア サ ヒ ビ ー ル 吹 田 工 場 見 学 会

1. と き 8月17日( 水) 午後 1 J時30分( 集合) → 4 時( 解散)

1. 集 合 所 大阪駅西 口ノミス駐車場 ・本会名表示の京阪観光パス

1. 申 込 15 日までに電話でお申込みの乙と。ただし定員50名 lζ

達した時は〆切ります。

1. 会

"  

60円( 貸切パス代〕

1. 行 程 大阪駅西口発 1 J待30分→アサ ヒビーノレ吹田工場 2 時 10

分 工 場 見 学- 3 時30分発→大阪駅西口 4 時頃解散

日本住宅公団瓦屋町分譲施設付住宅見学会

1 と き

1  集 合 所

1. 申 込

建築概要

号i¥l<.凡

計

監 rm 

施 工

工 期

位 iQ 

構造 ・規模

延 面 積

敷地面積

< 大 阪 府 建築 士 会 と 共 催>

8月24日 (ノ' J < ) 午後 3 時30分( 集合) → 5 時( 解散)

向建物正面玄関( 松屋町筋 ・瓦屋町 2 番丁バス停留所

前)

20 日までに包話でお申込み下さい。

( ただし 150 名 K 達したH寺は〆切ります。

日本住宅公l卦大阪支所

株式会社 大 阪 建 築 事 務 所

日本住宅公凶大阪支所

株 式 会 社 鴻 池 組

昭和34年 5 月~昭和35年 8 月

大阪市南区瓦屋町 3 番了68悉地

鉄筋コンクリート造，地下 1 1特，地上 9 階，塔屋 2 階

住 宅
6 ，220 . 451m2  

庖 舗
5 ，425 . 030m2  

11 ，7494m2  

1，852. 210m2  

神 戸 の 明 治 建 築 見 学 会 開 催 通 知

と き 8月20日 ( 土) 1  I時半

集合場所 神戸市役所 2 階会議室( 生田区加納町 6 )

見学場所 神戸居留地 ( 江商神戸支庖)

北野町洋館 ( 北野妓 ・藤月荘)

講 自市 神戸市役 所 坂 本 勝 比 古 氏

〆 切
8 月 15 日までに事務局へ御申込下さい。 (定員20名に逮す

れば期目前』ζ 〆切ります)

昭 和 35 年 8 月

場工田吹
'

u

v

 

-

4

E

 

ピヒ

学

サア

見

瓦 屋 町 分 穏 施 設 付

住 宅 見 学 会

面積表 M"

| 住 宅 | 庖 舗 l 計

地階1 81. 1201  743 吋 脳 捌

1 判 %叫{討議矧 1. 5姉 崎

2 4  日判 1. 654 .  7681  1. 709 制

I  1  I  ( J 、りレ コ ニ -

3 階1 55.1861  1. 550. 5701台む)

I I  I 1. 710.690 

ｩ Ｔｾ Ｑ＠ 5・側 側 1 1  山 0.074

l函 1 43.2641  43 制

P' 1l1i l  20 叫 22 叫 43 お

P通 | ぉ 2271 5 吋 43 制

合計1 1.好協明 114弘矧ゐ;13i詳

公団融資面積 1. 254 .457坪

自己負担面積 386.615鐸

住宅専用面積友

A 型 仰 K ) I  45.50M2 (13 市 坪)

A '型 (3D K) I  56 州 2 (17 .203坪)

地 α D K) 1 お 臼M2 ( 8. 022坪)

C型 α D K) I  53. 04M2  (16. 045坪)

一 一 一 -D型 α D K) I  42.20M2  (12.766坪}

E 型 仰 向 I 39 均 M 2 ω ω7坪)

F 裂 仰 K ) I  38. 58M3  (11 印 刷
ｾ＠

神 戸 の 明 治 建 築 見 学 会

本催しは本会近代建築調査委員会

と日本建築学会近畿支部建築史研究

分科会と共催で行ないます。なお見

学現場へは専用パスを利用致しま

す。
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Z コE ロ

若 い 会 員 の 集 い

夏 の 懇 親 と 見 学 会

1.  高円山ロ ッジ新築工事概要

i I ! 築主三笠温泉土地株式会社

副 長 鎚 悶 忠三郎

場 所 奈 良 市 高 円 山 々 官I

設 計 大 日 本 土 木 株 式 会 社 大 阪 支 庖

路 工 司 上

エ 則 着 工 昭 和34年 9 月20日

峻工司 34年11月14日

砥辺策商政 1. 485m" 

概造規苅 木 造 2 階建及び平家建

他に野: 広場，管s. I ! l ] J l ! I 所，ガレー

ヂ等

1.  高円山ドライブウェイ新設工事

概要

郎主新若，' ，' ! 山自動車道株式会社

社 長 鍵 田 忠 三 郎

場 所 奈 良 市 高 円 山 々m

設 計 大 日 本 土 木 隊 式 会 制

施 工 同 上

工 期 着 工 昭 和34年 6 月

峻工 同 35年 3 月

鋭 校 4国民 6. 5m 2111線，延長 6 k m

昭和35年度第 1 回若い会員の集い夏の懇親と見学の会

阪奈・万葉ドライブウェイと新薬師寺・

高円山ロッジの見学とビールパーティ

本年度第 1回の若い会員の集いを下記により開催いたします。何卒お

誘い合せお早くお申込み下さし、。

1. と き 8月27日( 土) 午後 2 時( 集合) - 9 時( 解散〉

1. 集 合 所 大阪駅西口パス駐車場 ・本会名表示の京阪観光パス

1.  申 込 20日までに電話でお申込み下さい。

ただし定員50名に達した時は〆切ります。

1.  会 資 300 円( 懇親会費 ・別に補助があります。) 会 'l!l は当

日集合所でいただきます。 24日までに申込者で取消し

がなく当日欠席の場合は会費の負担を願います。

1.  コ ー ス 大阪駅西口発ー ( 14 .00) →阪奈有料道路→新薬師寺一

( 15 .20ー 16. 20) →春日奥山周遊道路 ・若草山ドライ

ブウェイ→高円山ドライブウェイ→高円山ロッジー

( 17 .20ー19 .30一見学と懇親会〉高円山ロ y ジ→奈良

市内→阪奈有料道路→大阪駅西口若21. 00 ( 解散)

1. 全コースは，大日本土木株式会社大阪支庖殿ど提供の貸切パスを利

用いたします。

1.  新薬師寺の現地解説は林野全孝氏( 大阪市立大学講師) にお願いし

ます。

万葉ドライブコースと高円山ロ ッジ・・・ ・…・奈良東山は北から若草

山，御蓋山. 春日山，高円山と述り，乙の山腹を縫うドライブコース

が. 新若草. 春日奥山田遊，高内山の 3 つのドライブウェイをつないで

万葉ドライブコ ースと総称、されている。南端の高円山は， 今から 1，200

年の昔大仏を建立された聖武天皇の離宮跡といわれ，万葉の歌lこも詠ま

れ，また弘法大師の日市僧正1 i J J操大徳の府坊石淵寺のt E ったととろと伝え

られており. 奈良盆地を眼下 lζ 南に畝傍，香久. 耳成の大和三山 . 凶lζ

信貴. 生駒その向うに六甲山，遠く淡路島まで望まれる. 眺望4在住の地

である。その山頂海抜 462m Iζ モテ l レを持つ高円山ロッジは昨年末に完

成した。同所は大阪市内よりは Ｗｾ ＭＸ 度も温度が低く，快適な気候と，

キジ，野うさぎの出没など，野魁を味う乙とが出来る。

新薬師寺- …・… ・・春日山を背に，寂然、と立つ小寺，乙れが東大寺要録

にいう 「十九年( 天平) ・- 立新薬師寺」の名残であろう。当時の遺構

としては，わずか本堂一字しかない。乙の堂は，当初から本堂であった

かどう か不明であるが， しかし簡素で力強い建築は胸を打つものがあ

る。他に鎌倉期の鐙楼 ・地蔵堂など見るべきものがある。本堂内陣の珍

らしい円座上の木造薬師如来( 平安) 。塑造十二神将 (天平) も見逃せ

ない味があるだろう。( 林野)
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「 若 い 会 員 の 集 い 」 ア ン ケ ー 卜 結 果 の 報 告 と

新 し い 事 業 活 動 の 企 画 に つ い て

若い会員の集いは，本会青年届会且の交流と親睦を図

る目的で，昭和32年 6 月に発足してより木年まで 17回の

集会を持って来ました。本年度よりは一層事業の活発化

と内容の充実を期するため，会員グノレーフ。 (51 グループ

1.300 名) を通じて事業企画，迩営についてアンケ ー ト

lζ より ，青年会員府の直接の芦を聞きましたと乙ろ，お

磁をもって多数会員のｊＧ ｕ 告などｾ見をいただけました。

厚くお礼申し上げます。次lζ 「アンケート集計報告」と

「芳「しい事業企画」をお知らせいたします。

ア ン ケ ー ト 集 計 報 告

砂1. 若い会員の集いについて知らなかった 31
96 

知っていたが出た ζ とがない 52%  

出席 した乙とがある 17%  

砂2. 出席したいが忙しくて出られなかった 38
96 

眼目 ・l時間の具合がわる くて出られなかった21%

その他の理由で出られなかった ＴＱ ｾ ぢ

砂3. 集会は土限の午後がよい 38Sぢ

夕方以降がよい 26;i杉

口H罷がよい 13
96 

その他 23
96 

砂4. 内容については次のような希望順位となりました

①見学と批評の会 1596 ①映画とスライドの会 12%

①講演会
10

96 ①外遊建築家の報告会 9句 ① 外

人建築家との交流 Ｙ ＹＶ ①先輩ｾ築家との交流 Ｘ ＹＶ

①雑談会 796 ③建築家以外のデザイナーとの交流

7%  ①技術研究会 796 ⑬座談会， 596 

⑪資料交換会 496 ⑫建築使用者との怠見の交換

4%  ⑪趣味の会 29ぢ @ その他 196 

砂5. 毎月 1 回の集会を希望する

隔月に 1回

3 カ月 1<: 1 回 H  

54
96 

20
96 

14
96 

その他 12q6 

以上のような結果でした。乙れらの資料を次回の企画

より充分保り入れて「特定の人でな く誰でも気;1墜に発言

できる会J i 義務拘束感を与えないような企画J i親し

みやすい会J i若い世代に意欲を感じさせる企画」 ー現

場の人も参加出来るような企画」以上のようなど希宅j こ

添うよう一周の努力を傾ける所存です。

新 し い 事 業 活 動 の 企 画

ζ んどは，毎月 1 回開催の予定として次のような新し

い事業を企画しました。

8 月互の懇親会於奈良高円山ロッジ

9 月交歓の会 10月見学と批評の会

11月映画とスライ ドの会 12月研究会

1 月新年懇親会 2 月交歓の会

3 月見学と批評の会 4 月研究会

5 月見学と批評の会 6 月交樹; の会

7 月映画とスライドの会

< 例> 交歓の会 ( 外遊建築家の報告会 ・外人建築家

との交流 ・先競建築家との交流 ・建

築家以外のデザイナーとの交流 ・雑

談会)

見学と批評の会( 青年建築家の作品など〕

映岡とスライドの会Ｈ内外の新ｾ築物 ・ 作業 工

程 Ｎ ｾ建材など〕

研究の会( 講演会 ・技術的な研究会 ・賂談会 ・

討論会)

以上の企画は皆様の協力を得て突を結び，より具体的

な青年府会日の交流と親睦が図られるものと考えます。

会合の案内は毎月の ζ の会告欄でお知らせしますから

気軽に若い建築の仲間をお誘い合せて，とにかく一度出

席してみて下さい。若い会員の集いは若いえ- 日の皆様の

ための集いです。

若い会員の集い小委員会主査松村慶三

"  
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第 4 回 現 場 実 務 講 習
4
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要 項

1.  目 的 学校を卒業し新i己採用された技術者を対象として学校教育における一般知識の不足を補い，現場実

務について直ち K 役立つ実際的知識を，各方面におけるそれぞれのエキスパー トによるー述の系統的講習に

よって会得せしめ，従来の長期を要した経験的知識の習得期間を短縮し，かつ確実に把握せ しめることによ

って，より有用な技術者を必成しようとするものである。

2.  対 象 本年および昨年学校を卒業した程度のもの。

3.  会 期 昭和35年 8 月 8 日- 8 月22日まで。日限日を除 く毎日。朝 8 時30分より 12時30分まで。

1 日 ・4 1時 間 延13口問 ( 50時間)

4.  会 場 大阪建設会 ｦｴ￮ｾ 6 断集会場 : 冷日完備 : ( 大阪市東灰京橋 3 丁 目 天神指南詰 ・大阪都政局向い)

5.  受講料 ￥ 1. 800 

6.  日時 ・科 目・ 講師

日 時 科 目 諮 師 (敏S革路)

8 日( 月) dl(t契築約工，事ー払のはれど工の事かjl J jら手竣続工を合まむ)C の業務総論 大阪市 i鴻度線係長 田 中 三 郎

8 日 ω 9 日( 火) I  労務管理と災害防止 r-) 郡 大 J 費 牧 野 素

9 日( 火) 10日( 水) I  仮設物と仮設材料 正 株 ) 雲 村 農 政 岡 基 次

10日 休 ) 11日( 木) I  機械恭兵と工具類 d株)J 中P E 楠 瀬 泰 雄

11日( 木) 材料の検収とその管理 d株) 積鴻 J 費 横 山 裕

12 日( 金) 現 場 製 図 4株 ら 善 良 費 篠 崎 一 郎

12日( 金) 13 日 ω | 施 工 計 画 安倍強も(委)dzE 松 岡 照 夫

13日( 土) 15 日( 月) I  土工事，基礎工事，排水工事 品株) 長日組EY噌 渡 辺
勇

15日( 月) 現場に関する諸法規とその手続 委居住生(霊)JE 大 久 保 3雰た. .  

16日( 火) 地 下 工 法 r J 中 毒 お 宮 北 山 二十三

16日( 火) 17 日 (水) I  鉄筋コンクリート工事，鉄' 門工事 22磁畦(華7E 鬼 頭 寿 郎

17日 ω 18 1=1 ( 木) I  木工事，屋線工事，金属工事 鋭吟E( 義 ) 設 岩 下 久 哉

18日 (木) 19 日 (金) I  石工事，タイル工事，プロック工事 p p木P E 矢 野 監 作

19 口( 金) 20 日 ω | 防水工事，左官工事，塗装工事 品株) 術銭 J 豊 七 尾 健 三

20日 ω 22 日 伺 ) I  設備工' j : i : r 年 寄 夜 宮 高 橋 誠 義

7.  現場見学 新住友ピ J レ地下工事場を予定しております。

砂 8 月 8 i l lζ は開講式 ・8 刀22口lζ は終諸式を挙行して終了託苫を受講者 にお渡します。

砂 講習時間 Ｇｾｾ ｊ は 受 諮お申込のｲｲ，ｾお渡しします。

砂テキスト( 講演の項目を記，1車したもの〉を各部義1 i j : にお渡しします。

主 催 社団法人 日 本 建 築 協 会

' 111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 111 11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 11 1111 11111111111111111 1111 11111111111111111111111 11 1111 1111 11 11 11111 11 

暑 中 お 見 舞 申 し あ げ ま す 昭和35年 度 盛夏 ( 追加分)

置

置

塩

塩

章

光

ア ス ニ ュ ー 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 南 区 限 谷 イ 中 之 町 47

電 大 阪 @ 2 0 1  3 ・7 2 1 5  

大阪市北区堂品上 1 丁目 2 新山本ビ J レ

置 塩 建 築 事 務 所 @ - 6  7  2  4  



暑 中 お 見 舞 申 し あ げ ま す 昭 和 35 年 盛 夏 ( 50音順)

青 木 友 一
- 石.....， 

崎 甚 太 fls 

大 阪 市 天 王 寺 区 大 道 3 ー 1 2 5 大 阪 市 東 区 京 橋 3 - 75

東 洋 洋 瓦 株 式 会 社 社 長 株 式 会 社 大 林 出且

j斐 海 正 雄 内 田 成 之

宝 塚 市 切 畑 字 長 尾 山 2 - 1 6 1
須 賀 工 業 株 式 会 社

安 藤 芳 雄 浦 辺 鎮 太 fl s  

岐 阜 市 長 住 町 2 丁 目

倉 敷 レ イ ヨ ン 株 式 会 社

大日本土木株式会社 ・専務取締役

猪 飼 幸 次 自H 大 林 芳 郎

大 阪 市 生 野 区 勝 山 通 9 丁目 7 2

株式会 社 大 林 車且

江東電気工業株式会社電 (716) 4 0 3 5 - 8

池 田
F邑畠 『

彦 岡 田 平 J a 

大 阪 市 西 区 京 町 堀 通 2 - 3  7  名古屋市西区西菊井町2ー 12 電@ 0121 ・2057

株 式 会 社 大 阪 建 築 事 務 所 岡田建材株式会社取締役社 長

石 )11 寛 岡 一
fl s  

一

大 阪 市 天 王 寺 区 茶 臼 山 町 1 11 大阪市北区堂山町89 電⑧2967 ・2984

石 }II 建 築 事 務 所 株 式 会 社 間 組 取 締 役 社 長

石 原 達 偉 尾 亀 清 四 fl s  

大阪市北区宗是町 1 大ビ J レ916 号室

株式会社石原建築設計事務所

株式会 社 三 晃 商 会 常 務 取 締 役

伊 丹 久
=ロt  

)  11 正

大 阪 市 東 区 両 替 町 1 - 1  3  大阪市北区堂島中 2 包 (312) 1251 

株 式 会 社 藤 木 工 務 居 専 務 取 締 役 株 式 会 社 竹 中 工 務 庖 設 計 部

伊 藤 長 太 fls 河 吉 之 助

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 三0 堂 ビ J レ 寝 屋 川 市 郡 1 1  0  0 の 3

日本耐火ボード株式会 社 取 締 役 社 長 大阪市南区瓦屋町4のB 小河建築設計事務所長

. d.  

キサ 騰 奥 キ守 太 平i  

大 阪 市 北 区 梅 ケ 校 町 25 大 阪 市 阿 倍 野 区 松 崎 町 1 - 51

中央電気工業株式会社取締役社長 株 式 会 社 奥 村 先週



暑 中 お 見 舞 申 し あ げ ま す 昭 和 35 年 盛 夏 ( 50音順)

尾
馬

崎 久 助 栗 林

大 阪 市 東 区 横 堀 2 - 38

日 建 設 計 工 務 株 式 会 社

社団法人日本建築協会和歌山支部 支部長

和歌山市4番丁4 屯①3338 品村建築事務所内

尾
田 政

崎 博 慶

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 38

旭 化 工 板 製 造 抹 式 会 社

大 阪 市 西 区 新 町 北 通 1- 4 0

日新工業株式会社大阪営業所

命 令

:rz: 原 梯 鴻 藤

ｾＮ￹Ｎ＠
，ロ .es  池

大阪府豊中市必江35 電@ 1109 ・1475

田島応用化工株式会社仮事務所

大 阪 市 此 花 区 伝 法 町 北 3 - 6  7  

株 式 会 社 鴻j也組 取 締 役社長

金

、
l

 

J

 
西 岬

光 .es  五

大 阪 市 凶 成 区 千 本 通 7 丁 目 11

万 年 ス レ ー ト 株 式 会 社

株 式 会 社 田 中:小西建築事務所

河
‘
、

-

E

a

a

e

 

J

 

林井 覚 弘 得 志

大阪市北区兎孜野町 18 電 ｾ ＳＳＳＹ ・ Ｓ ＳＳＰ

河 井 建 築 設 計 事 務 所

大阪市北区堂島北町20 ( 藤田ビ J レ)

小 林 ￭ｾ 志建築事務所

)11 口 哲 駒 一 級 建 築 士 事 務 所雄

尼 崎 市 南 竹 谷 町 2 - 89

田中工業隊式会社大阪出張所長

大阪市天王寺区椎寺町46 電@ 4419

河 之津 喜 藤 光 夫
助 斉

大 阪 市 北 区 堂 烏 上 1 - 24 

河 津 装 飾 株 式 会 社 社 長

株 式 会 社 三 晃 商 会 社 長

域
坂戸 太 内 幾 男良R七

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 2 - 2

清水建設株式会社大阪支庖 常務取締役支庖長

大 阪 市 西 淀 川 区 御 幣 島 中 1- 2

坂 内 建 築 設 計 事 務 所

久 幸 桜保 井 良徹

株 式 会 社 久 保 商 庖

大 阪 市 北 区 堂 品 北 町 9

大口本土木株式会社大阪支活取締役支庖長

栗 田 政 藤
=  
日 Ｊｾ＠佐次 .es  

大 阪 市 西 区 南 堀 江 1 番 町 1 4  

大阪朝 日滋育株式会社代表取締役

大阪市天王寺区上本町7 上六 ピル内

株 式 会 社 今 西 組 取 締 役 社 長
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暑 中 お 見 舞 申 し あ げ ま す 昭 和 35 年 盛 夏 ( 50苗順)

藤 四 tls 高 2頁 洪 一 tls 

名 古 屋 市 東 区 布 池 町 32

株 式 会 社 朝 日 工 業 社

佐 藤 四 郎 建 築 事 務 所

藤 太 高 橋 伸 光

大 阪 市 北 区 南 扇 町 12 大 阪 市 南 区 大 宝 寺 東 之 丁 41

近倣電気工 11 紘 式 会 社 社 長 大阪セメダイン商事株式会社取締- 役支配人

土亘 正 次 高 橋 慶 夫

大 阪 市 東 区 南 麗 橋 詰 町 2 1 - 2  大 阪 市 西 区 京 町 堀 通 2 - 37 - 2

株 式 会 社 明 正 社 株 式 会 社 大 阪 建 築 事 務 所

田 孝
ご，』ロA  

滝 手日 一

大 阪 市 大 正 区 南 恩 加 l込 町 l 大 阪 市 西 区 北 堀 江 通 1

株 式 会 社 片 山 鉄 工 所 代 友 取 締 役 栗 本 建 設 工 業 株 式 会 社

里子 勝 太 刀 Jl I  達 太 良日

大 阪 市 南 区 au 谷仲之! 日T 57  大阪市! ! . ! j 淀川区御幣島町中 3 - 4

不'.f!J J建設紘式会社取締役社長 不二サッシ工業株式会社大阪支庖 常局取締役支j苫民

キ長 嘉 日月 一
田 辺 信

神戸市東灘区本山町野谷宇山田 19- 1 株 式 会 社 大 林 組

谷
一 tls 田 キサ 説

一

株 式 会 社 大 阪 屯 気 商 会 大 阪 暖 房 商 会 fu j ド 株 式 メJ 回為、 ネ土

木 清 市 実日 見 義 夫

大 阪 市 東 淀 川 区 新 高 南通 1- 14 大阪市西区土佐堀i盛 大 同 ピ ル 7 1若

株式会社ケントク 取締役社た 株式会社斉磁省三商庖取締役大阪支庖長

高 輝 之 地 頭 政 人

大 阪 市 西 区 阿 波 陸 上 辺 3 - 2 大阪市北区若絵町30 電@1l 4825 ・9004

株式会社 主主商品且 取締役社以 株式会社小俣製作所大阪支庖

田 四 tls 千 原 大 五 tls 

大 阪 市 住 吉 区 7j 代 束 6 - 3 東京都港区赤坂溜池町30(溜池炭忽ピ 1レ)

関西俊民工業株式会社取締役社長 株式会社大阪建築事務所東京支所取締役所長

.  

.  
4  



暑 中 お 見 舞 申 し あ げ ま す 昭 和 35 年 盛 夏 ( 50音順)

塚 本 猛 ;欠 長 谷 JII 武 彦

大 阪 市 東 区 横 堀 2 - 3  8  大 阪 市 東 区 淡 路 町 5 - 2

日 建 設 計 工 務 株 式 会 社 株 式 会 社 長 谷川工務応取締役社長

徳 永 正 = ・宮 回 三 樹 夫 伴 秀 雄

座 建 2定 Iji: 務 所

大 阪 市 大 淀 区 中 津 南 通 2 - 51

株 式 会 社 西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庖

東 土田 謙
一

平 田 作 太 .f! s  一

一

大 阪 市 東 区 伏 見 町 5 - 1  9  

大株阪宅式市会京西社都市区平下阿京波 座 中 通 1 - 5
回 タ イ J レ

東 畑 建 築 事 務 所 自 区綾小路大' @; 東入

内 藤 資 忠 広 田 実

京 都 市 左 京 区 間 中 大 堰 11可1 3  大 阪 市 旭 区 大 宮 町 9 - 2  7  

内 藤 建 築 事 務 所 京阪興業株式会社取締役社長

長 井 策 一 .f! s  福 岡 圧 一 郎

大阪市阿倍野| 叉阿倍野筋 2- 33 滋賀県甲賀郡石部町大字石部 2 4 7 6

鹿島建設株式会社大阪支応 取締役支応長 日本スタッコ株式会社代表取締役

長 尾 正 大 福 永 薫

大阪市大淀灰天神橋筋6- 5 天六阪急ビ J レ 大阪市南区順陵町通4- 61 電⑧5189

円木エレベータ工業株式会社代表取締役 福永建築設計事務所 所 長

中 ;R 誠 一 .f! s  藤 井 徳 義

守口市滝井元町3- 27 中沢建築事務所 大 阪 市 北 区 絹 笠 町 16 大江ビ J レ

分室大阪市北区宮間町 12(富田町ビ‘ J レ1 新晃工業株式会社取締役社長

中 松 通 日月 藤 木 正 一

東洋陶器株式会社大阪営業所所長

大 阪 市 東 区 両 替 町 1 - 1 3  

株式会 社 藤木工 務 庖 取 締 役 社 長

中 本 正 日月 藤 原 巧

中 木 電 気 株 式 会 社

大 阪 市 東 区 今 橋 1ー 14 電③5539

株式会社増岡高且大阪支庖長

西 向島 徳 太 .f! s  藤 本 憲
I・ロA  

大 阪 ・東 京 ・名 古 屋 ・稲 岡 大 阪 市北区{ 梅田2 ( 第一生命ビノレ)

大 阪 建 築 事 務 所 小野田 セメント株式会社大阪支庖 取締役支庖長



暑 中 お 見 舞 申 し あ げ ま す 昭 和 35 年 盛 夏 ( 50音) 1慎〉

藤 本 之 助 谷 山 7]< 圧

大 阪 市 城 東 区 間 嶋 野 6 - 4 3  

株 式 会 社 工 凝 社 代 表 取締役

室

株 式会社室 谷 商 用ｾ (堂 ピJ レ内)

藤 次 健本 久

大 阪 市 生 野 区 猪 飼 野 It
11

- 5

株 式 会 社 藤 本 組 取 締 役 社長

i¥ +  島

株式会社 竹 中 工 務 応

自宅 商 宮 市 甲 子 国 2 - 2 4  

宝 El s  来 市佐

株 式 会 社 大 林 Ml 

株式会社 矢橋大理石商庖 大阪出張所

大阪市東灰高liIT橋 2 丁 目 野村 ビ)レ 5 附

牧 利 勝 田 支 次村

大阪市東区横堀2- - 70 屯 @ 代表5035

株 式 会 社 間 組 大 阪 支 庖 取 締 役 支庖長

町
:.14 

，口田 信

東洋 リノリュー ム 株 式 会 社

南 長

大 阪 市 南 灰 l願 鹿 町 通 1- 44

斉久工業株式会社大阪支応長

向 井 保 晴

Ｊｾヰ リノリュー ム株式会社

村
士

口石 秋

大 阪 市 浪 速 区 幸 IIIJ 通 3- 20

浪速合板株式会社代表取締役

村 上 El s  

大 阪 市 北 区 芝 In IIIJ ・ 3 5  

浅野スレート株式会社取締役支応l乏

村 上 El s  

大 阪 市 浪 辿 灰 北1 I * IIIJ 145

サンエス石百株式会社 大阪営業所 取締役所長

山

山

士

ロ

鷲

大 阪 市 西 l文 京 IUJ 堀 上 辺 1 - 7

山 田 工 業 株 式 会 社

中 茂

大阪市東灰高麗橋訂i1I1J 54 ｾ ｀ ＰＴＷＳ ・ ＴＹＳＶ

栄 興 m築 株 式 会 社

山 本 博

大阪 市 北 ｉ 文 中 之 ｊ ｾ ｪ 3  - 3  

朝陽電気株式会社 取締役社長

山 本 樹義

大 阪 市 阿 限 阿 波 座 上 )ffi 3 - 2

株式会社 銭 高 組

山 本 El s  太龍

大 阪 市 北 灰 西 郷 川 町 15

株式会社 ヤ 7 卜電気 商 会 取 締 役 社 長

田 信 武

大阪 府 大東 市 三官ｾ 1  1  40 

尾 健

大 阪 市 部品| 文京! I l f Ff1 III J  9  

大阪大学工学郎構築工学教雫



明 石 天 文 科 学 館

設 計 京 大 建 築 研 究 協 会

監 理 明 石 市 建 設 局

施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 J苫



広 島 県 立 図 書 館

段 計 広 島 県 営 繕

施 工 株 式 会 社 藤 田 組 広 島 支 底

10 

階 段 お よ び 2 階 玄 関

下 正 面 よ り み た 全 景

持 ｩｽｊＧ［［ 凶 Ｈｉ ｕＡ広Ａ［ｾ 議主 浅野公の別虫 ｡ で戦時 ￭ｪ は Ｑ ＱＨ ＡＧｦｾ ｴ ｊ ｊｪ［

と町されていた) 内 {ζ 主s雫 された当館は ，その同| 出を

俊雄な佐闘によってl出まれ， 凶. ! l 館 と しては 1U:.i 白山内

191というべく ， なおr J 本的な刊i趣 と 近代的処物の対聞

は， こζ にもる人々 の由止をう匹しませている。



、

)本 向 県 立 図 7!? 釘(

3 防のロビーを' うしたもので ，天 JHfr iのm光

灯は下 ｬ 古 ｬＧ レミバヰルを使用し ， Ｒ Ｐｗ Ｓ ｕｾｊ てパン

チングボード Ｔ 枚分と ｉ ，ｾじ大きさに拠 ＱＧＱ してい

る。珂i 込郎分で士rnの長さの不J ( 分を凋' 1 ¥' ; して

フＺｊ ｈｬｲｩ とのなじみはｾＱＧＱ［｜￯ ｣ qT く11 上勺ておる 。

2P . キ便所ストオール 砂

( 術生JjH柑)

電 気 設 備 工 事

日 本 電 設 工 事 株 式 会 社 広 島 支 庖

‘ Ｒ ｾ 寺ホール ・ ｲｅｬｫｩ レチＧスター

(1同開J型倒)

広ｽ［ｾ ｲｬ￭ こう Ｑ ノｾｲＮ 1  2  5  Hl 代.1<. 中 @2 2 8 5  

衛 生 暖 房 そ の 他 設 備 工 事

中 国 工 業 株 式
. 6.  

=  
ネ土

本 f I 只 i I i ，'i } j  iili 1  0  - 9  

文 Jr1i 11、，r; t， rli ，1.:; Ji{ IlI f  1  1  

代.1<' 取 締 役 山 町j 兆
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住 宅 美 素 工 事 の 創 始 者

。 ビ ル デ イ ン グ の 洗 浄 工 事

。 建 物 外 塗 サ ン ド プ ラ ス ト 工 事

。 建 物 外 壁 各 種 吹 付 工 事

。 建 物 外 壁 シ リ コ ー ン 防 水 工 事

。 月 極 め 清 掃 工 事

。 木 造 建 築 洗 浄 美 素 仕 上 工 事

所業工棄美
株 式 会 社

電話@4938 ・5888 ・@8050大阪市東区瓦町二丁目 ( 三和ピル)

テ パ ヤ シ 筒 広

東 郡 市 下 京 区 大 宮 通 四 条 下 ル 電 話

回 建 材 株 式 会 社

名 古 原 市 西 区 西 菊 井 町 2 ノ 1 2 慣1l 1i封書 0 1 2 1 ・2 0 5 7

株 式 会 社 名 建 商 会

名 古 鹿 市 中 区 宮 出 町 4 1 ノ 2 電 Z穏:li 1329・21師 ・2817

@  4 4 6 8  

タ

岡

株 式 会 社 木 下 謹 三 商 庖

大 阪 市 西 区 江 戸 嵐 陣I 通 5 ノ 3 5  

電 話 @  5 . 0 8 ・5 ・8 6

株 式 会 社 久 保 商 庖

大 阪 市 北 区 民 砂 町 5

電 話 @  0207- 8 ・岨36- 7

三 友 工 業 株 式 会 社 大 阪 営 業 所

大 阪 市 西 区 南 絹 江 上 過 1 ノ 3 5 電 日

社

電 話 ⑫ 6 1 7 6 - 9' 

電 路J ) 2 2 0 1 ・2 3 6 0

日 東 物 産 株 式 会

本 社・ 名 古 屋 中 区 東 瓦 町 3 9  

唖. . 出張所・ 枯 阜 市 竹 鹿 町 2 7  

@  6 1 6 1 - 4  

合 名 会 社 利 倉 孝 商 庖

大 阪 市 開 区 民 姻 楠 筋 2 ノ20(道 制 服m悼110)

電 話 ⑮ 刷71 - 2・回 71 @  76白

京 都 営 機 所 京都市中京区河田I町 痕111下ル 旬 航 ⑧ 3  2  7  7  

青 盛 建 材 株 式 会 社

本 社 ・広 島 市 鉄 砲 町 1 0  8 電 話 ② :12 8 1 - 4  

岡 山 ・ 岡 山 市 東 田 町 3 町 時 7 9 1 1 ・8 1 6 9

福 岡 ・ 羽 岡 市 万 行 寺 前 町 1 4 電 話 ③ 1 2 2 5 - 6

@  3 2 8 6  

泉 産 業 株 式 会 社

大 阪 市 南 区 日 本 傭 筋 2 ノ 3 6  111 ｉｾ＠
辛口

井 建 材 有 限 会 社

神 戸 市 兵 庫 区 荒 田 町 1

電 話 ③ 2  6  9  7 ・2 1  4 0  

関西三星タイル会員

石
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• ファ ンン ー ラ γ グ発売元一丸紅飯田( ほ)

も

建築内外部用塗料

ｾＺＮＮＮＮ圃曹

T '  .. i I A  

命、 TEJJ J Jr5了2

ビユ デラック スは当社の技術陣が久しく鋭意研究を続けて

完成した新 しい型の合成樹脂ラテックスペイジ トで， 仙 の

ラテ ック スペイントに比べて ，多くの優れた性能をもっ品

質優秀なアクリノレ系合成ゴムを主成分とする 塗料です。

ビニデラ ック スの用透は主 l乙コンクリ ー ト・モノレタノレ ・プ

ラスタ ー而などの塗装 に好適な塗料で，建築内外部用食料

として発売以来好評を博しております。

@  ピニデラックスの特徴

・ 作業性が非常 (C よい

ハケチ パキが刻常に軽く ， 乾士事 も普通のエ 7 ノレ ジョンペイ Y ト

より iili くて， 作業能率がよろしい 。

・ 耐久力がよく H やけ" がない

アクリノレ系合成ゴムを主成分 ι すゐた め，イ也の ラテックスペイ

1y トにみられる H やけ' がなく，耐久力 に優れて いま す。

園 田t水性 ・耐水洗性がよい

乾燥塗 膜 は非常に強靭で滋水性があるため耐水性がよく，特に

W1s.史が汚れだときには石総 7kで洗うと ，たやすくきれいになり

ます。

園 優雅な光沢ある仕上り

主食而はエマノレジ ョンベイ Y 卜に見られない優雅な光沢がありま

す。

・ 付 着 力 が よい

コテ仕上のよい平滑な主主面や ， ハ「ドプラスタ ー， 調合ペイン

h塗 而にもよく付 着 し， ν ート状 にはげることがありません。

・ 耐薬品性がよい

耐アリカリ性が強く ，平市部な酸にも耐え，又カビが生えません。

・ 色見本付カタログど希望の方は当社宣伝奴 Z 係 ま で お 申 付 け 下

さい。

東レカーペット発売元→ 昧 )辻田文平商庖( 大阪市住吉区南住吉町 4 の5 9 )

.. 
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- E盗置E 蚕_ . " . . _ 言司・

建 築 施 工 法 の 進 歩 岩 崎 甚 太 郎

戦後より今日までの建築施工法の進歩については ，いろいろと原闘はあろうが，荘、は次の 3

つに分け て述べ る乙ととする 。

第 1 K 日本は j欽戦の惨害から立ち上 って乙の 15年間，その当時全く予処l もせなかった裕制な

景気の上昇を来し ，上りつめた 32年の利l武景気の行き過ぎから ，急激な景気の後退があ ったが，

昨年来は立ち直りを見せ ，産業界は; 邑戸景気とはやされる木曽有の好況を呈して今日に到 って

いる 。 乙れによ って産業界の設備投資が活後 l乙行なわれ，また ，官公庁その他の公共関係工事，

財政投融資 ｬζ 基づく工事も相当笑 Ｑｦｬｬｩ されてまいり ， ｾ築 ｷ は娃だ多忙を極め ， いわゆる「娃築

ブーム」を出現した次第である 。今後も貿易の自由化や，米る 19641Y. 東京で開催される 11i:!Ji!オ

リンピック大会をめざして ，づｼ 続いてわがｾ築界は股山 ｕ ｒ を極める ζ とと思う

第 2 にかかる市況に当り ，建築工事の註文者はそれぞれ相当の計画と予算をも って，J;ri J1J 1  i品j

の完成を見込み，鉄'国ー鉄筋コ γ ク V - 1，) さの完全な ， しかも新しい ｉｬ ｾｦ 代 ｋｬｩｬ ｊ した機能と綴式を

備えた建築設計を袋求さるる乙とが多い 今日の投言 i . f i は進んで海外 !C Ｚ｜Ｇ，かけて，新しいｾ ｾ花

その他の見出iを拡めている人が多い とれらの設計おによ って，註火点の! 長!:::}::Iζ 添うたもので

あることはもちろん ， 新しい締位Ａの一卜 ｉ ｃ，新時代の機能とｾ築美をかねＨｊＡｩ ｩ えた｜ｺＺ ￬ ｊ ｦ＼なｾ築が［没

日| されて ，つぎっさと辿築されて行く

第 Ｓ は ｽｦｬｬｩ ｟ｌについてである 。 この辿築ブ ー ムと新しいｲＦ ｦｦ ＭｪＭ ｾζ よ っ て ， 1地i_L染者は大いなる ll!l j

激と影響 を 受け ， 競 っ て ｬｦｬｬｩ 工の合理化 ， 科学化を図り ， よりよく ， より ｩ 必く ， より Ｙｾ く，しか

も設計を生かして施工せんものと努力を豆ねている 。戦後の進駐軍工事，または 沖純軍工 事に

よって，重機械類の使用を修得し，とくに土木工ぶにおいては劃期的な施工能ギの増進を米た

している 。それ に外国の優秀な工事機械に ，卓魅した施_ L 方法や ，1地J工技術を取り入れ ，国内

でのこ れ らの改善向上と共κ ，今や施工法はめざましい進歩を来たしている 。

市街地のピノレデ ィング工事について例をと って見る 。交通の頻繁な場所でしかも狭い敷地，

また ，隣家ぎりぎりに建築するととが多い 。それに制限一杯の高脳挫築であり ，地下へは 3 階，

4 階， ついに地下 5 11皆の深層建築の笑現となった 。 今日では近隣や一般に迷惑をかける駁竹

や ， 振動は許されなくな っ た 。 杭打や ， 土留工事は Ｑｭ 音 ＱＡＡｾ 振動の工法でないと ， 工事を進める

ことができなくなる 。そのうち現在の鉄矢板に代る土留工法や，土留切梁なしの 」二法が， ー般

に実施されるととになる 。 今や各施工業者はわれ劣らじと ， 乙れらに対処する新工法を考案

し，それぞれに笑施中である 。次に鉄骨工事においても騒音は禁物， ，熔接がキとなり ， リベ ッ

ト打 ｬζ 代る ＱＡｾ 音の ハイテン乙ノ ョンボ ー ノレ ト締めが 多くなってきた 。

今日 コンクリ ート の打ち放しが愈々多くなり ，また ，新しい材料が盛に佼肘されており ，形

状寸法の正しく ，一般にいう「逃げ」のとれない，厳しい精度を要求される姥築が多くな った@

施工技術者は常 ｉｃ ｉ ｩＩｦｊｴＺ ｋ 励むのはもちろん ， 作業 Ｑ Ｍ Ｑ Ｑ はｼ隣 ＱＱ 寺 も指導監付をｕＺ ｾｩ かにできない紫似の

辿統で、あ って， その不断の努力 lζ より ， 分の| 涼もない立派な主主築がで‘ き上るものと信ずる

J最近の大手各地工業者は将来の発展と繁栄のために ，施 工 技 術 の &7
1
¥:  II' IJ L:.!ζ 格段の努力を打、

っている 。現に施工技術の研究において，俊れた }flli 設と人材をも って，I引先 l ζ ) J をi.t いでいる

会社の数多くあることは ，た のもしい限りである 。 また ，研究の発表，本rr _L法の紺介，あるい

は工事現場の見学など ，秘密主義をとらず開放的で ，心よく親切に説明下さる会社の多い ζ と

も，わが建築界の進歩発} J ( のために ，誠 l乙喜ぶべき乙とである 。

乙の |時 lζ 当り ， 1:: 1本1 - . k 築協会が鮒誌「辿築と社会」の 8 ) - J 号を提供して ，lflli _L! 乙闘する特先

日とし ，それ ぞれ災際の施工に関係しておらるる )j 々の口主な新工法の紺介や ，施工記録の発

ぷ等盛沢 山lζ 編集されたことは ，会μ のわれわれにと って誠に有話なことであ って，深く 1:2、謝

するけく!; nである 。 ( 札円本会理 'Jf ・大林制l<'liJi:J)
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明 石 天 文 科 学 館 政 富十 者 の こ と (;( 棚 橋 鯨

東 経 135度線は、日本の標準時子午線である 。 この位

置 に は 小 さ い 標 織 浴 が た っ て い た 。 人 丸 神 社 の 前 で あ

る。このま苔は地球儀をかたどったものに e 十二支の方向

を示 す文字がついた大変面白い形のもので. 古字 国 実先

生がデザインされたものと . 私は聞きおよんでいる。こ

の 東 経 135度線がかなり昔数百米ほどはなれた地点で測

定されたところから . 地上湖1) 量t によ って定められたので.

もう一度測量しようという 話が起り . ほとんど10年程も

前 か と 思 う が. 京大の天文学教室の方々 で人丸神社の境

内で再i J l l) された。再調1) の 結 果 は 今 ま で考 え ら れ た 位 置

より僅か東へ10米程の勝差があったのみであって. 昔の

測定がなかなか梢度を持ってい たことを立 征 したのであ

っ た。その当時学 賞 の拠金 によ って新しい標識浴をたて

ようという 話が起り . その計画にも参画したが. まだそ

の時の計画は小さいも.のであった。それが. 現丸尾明石

市長の雄大な天文科学館にまで生長し. その2宣言十にたづ

き わ る こ と の で き た こ と は 私 の 望 外 の 幸 福 であっ た。

135度線の位鑑 を明示 するような矯. それに南北の線を

明らかに表示するような形態を与えたいというのが，私

の当初からの構想であった。それがプラネタリウムと柑

ともなって 今 の 形 に成長したのである。



Z量E十

監理

施 工

位 置

面 積

起 工

強 工

監

財 団 法人

京 都 大 学 内 建 築 研 究 協 会

棚 相 奇 跡

高 原 過 失

山 口 敬 二

日月
石 市 i & I量 局

大 枝 豊 富 正

積 回 栄 一

中 西 隆

株 式 会 社 竹 中 工 務 腐

兵 . 県 明 石 市 人 丸 町 3 2  7  

東 経 1  3  5 )支

( 日 本 標 準 時 子 午 線 通 過 地 点)

北 線 34度38分48秒

敷 地 面 積 4 . 2 1 0 m'  

建 築 面 積 1. 0 6 0 m'  

建 築 延 商 積 3 . 2 6 0 m宮

内 訳

地 上 4 階 2 .  4  8  2  m'  

矯 上 12階 7  7  8  m'  

昭 利 3 4 年 4 月 1 0 日

昭 和 3 5 年 6 月 8 日

理 者 と し で の 』 と i孟

国 際 地 球 観 測 年 を 言己念して . わが国の標準時をきめ

る. 東 経 135度午子高泉上に天文科学館を建設することに

な ったが. この敷地は建物をつくるという点か らはー 立

地 条件のよくない人丸山の商傾斜地が選定されました。

このために . 数回にわたるポーリング地質卸l査によ って

量産地盤 層 を 測 定 し. 1語物をこれにじかにのせ る ( 経貨 の

都 合もあって杭打作業をせずに ) こ とにしま した。 立地

条件のこのような特殊性から 地質伊l笠および整地作業 に

2 ヶ月余りの日時と . 多額の質問が必裂でした。

一 方， この建築物は. 東にプラネタ リウムの円形 . 西

に塔 屋 の 円 形. それらの後続は. 各階とも . それぞれ遣

ったカーブで設計されており ， また，地銭高53米という

浴厘がす べ て鉄筋コ ンクリ ー ト 迭 で ( 日本であまり停1) が

明 石 市 . . 量 局 建 築 惚

なL 、) . しかも，浴頂に天体観測望遠鏡をおくために .

これに微振動をあたえないよう . 塔 屋 を 5 階 か ら 内 筒

( この中心部にエレベータ ー 1 台が上下している ) と 外

簡に分自証しております。これらの特殊性から . 型 枠 は 特

殊の現場づ〈りで. しかも 1 回使間だけ . 鉄筋力U工 組 立

も簡単ではなく . とくに 53米の足場建てには . 上 部 で.

車月似の咲いたように鉱げねば な らない と い う こ と か ら

( これがさらに厳冬期の作業 ) 施工 上. 相当の苦労があ

りました。しかし、 1 年有余の工事期間中. 一名の死傷

者もなく. 鰍穆に予定期間l どおり にま車工できま したのは.

工 事中京大棚橋線教授はじめ諸先生のご熱心なるご指鴻

と. 純工者竹中工務底の周到 なる工 事 計画と良心的な施

工 によるもので. 心から 感 謝 しております 。
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? .. ? 申m

‘ 1" 平 田 園

1 . 餓 .  2. 電気織繍箪 3. 職 員 控 室 4. 広 間 5. 受 付

6. 切符売絹 7. 事 濁 宣 8. 館 長 室 9. 宿 直 室 10. 倉 庫

11. 手 洗

... 2  . . 平 圃 聞

1 . プラネタリウム 2 広 間 3. 解悦貝. ! I ! 4. 腹示室 5. 図. 室

6. 手 洗 7. パ ル コ ユ ー

ペト 4托

‘ 3  . . 平 田 園

1 . プ ラ 本 タ リ ウ ム 上 甑 2. 展示室 3 . 予備室 4. シーロ^ : ? .， ト

5. 字 決 6. ドライエリ 7

設 計 棚 橋 綜 ・ 他

監 理 明 石 市 建 設 局

施 工 K  K 竹 中 工 務 庖

‘S  

‘・ 4 . . 平 園 田

20 

1 . プラ卓タリウムドーム 2.  . 土展望台 3.  ; " ーロスタ ッ ト・ドーム

4. 食 盆 5. 厨 房 6. 兜 庖 7. 従量1.. 8. 人丸山連絡階段



プラネタリウム内宮島

HI Tホー' .

ｾｉ［ 杵 Ｇ ｊｾ ，)， 'f; 乃 日11

t苔展郷 2 展望室

明宥実文科学館断圃園

1 . 電気機械室

2. 嫁 盆

3. ホ ー ル

4. 館 長 室

5. 展 示 室

6. 広 間

7. プ ラ 卓 タ リ ウ ム

8. 食 堂

9.  111 展 望 室

10.  112 展 望 室

11. エレベータ機械室

12. 観 測 量

13. エレベータシ・ヤヲト

. 1P. . a ・2pm
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鉄 骨. 鉄 筋 コ ン ク リー ト進

地 下 1 階 地 上 8 階 浴 屋 2 階

1. 286m'  (389. 5舟)

11， 214 m'  (3. 398. 0坪)

37. 250m 

昭 和 34 年 1 月 27 日

昭 和 35 年 2 月 29 日

工

工

着

竣

織

建 築 面 積

延 面 積

最 高 高 さ

工 期

規

基礎: 既製鉄筋コンクリ ー ト位 2 本

継 (22. 0- 28! Om)  . 鉄筋コ

ンクリー卜造マット基磁

船体・鉄骨鉄筋コンクリー卜構造

鉄 骨570屯. 鉄 筋659屯. セメ

ント 3. 050屯

3 丁 掛 タ イ ル 貼 . ア ル ミ サ ッ シ . 吸

熱 性 ガ ラ ス

: リノタイル . アスタイル目占

: モルタル塗. プ ラ ス タ ー 溢.

ペ ン キ 仕 上

玄 関 2 階 廊 下 : 大理石. テ ラ ゾ ー プ ロ ッ ク

貼

天 井 . 吸 音 性 ア ル ミ 製 タ イ ル お よ び

石 綿 ス レ ー ト 貼. ペン キ 欧 付

け 仕 上。

••••• •••••• ••••••••• •••••••• •••••••• 
........ー
..園田・・・・・

園田園回園田・園田・

床

鐙

精 進

外 装

内 袋

:.・回・・

回・・・・

E

-
一

由

・

7







• • • • 

鎗 階 平 面 図

-

壷

.

・

岨

・

• •••• 

1. 平 面 図

2 階 平 面 図

3 階 平 面 図

Z主 計 監 理 中 国 電 力 株 式 会 社

土 木 部 建 築 課

施 工 建 物 本 工 事

松 本 建 霞 検 式 会 社

鉄 骨 製 作

日 本 総 梁 株 式 会 社

暖 冷 房. 換 気 設 備工 事

東 洋 キ ャ リ ア 工 業K K

8 信 平 面 図

Z厄主l. 辿 信 設 備 工 邸

中 国 活 気工 事 株 式 会 社

給 排 ' * 衛 生 設 備 工 事

株 式 会 社 大 方 工 業 所

エ レ ベ ー タ ー 設 備 工 事

株 式 会 社 日 立 製 作 所
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外ｽ ｾ モルタルItll J二G'iI エ" 7 ｊｾ リ シン 欧付

1 際 柱 型. 此 端 : 人 進 七.洗出. 1 部腰 2 T H十 世 イ ル悩

2.  3 R¥' I制点I(II Ｚルーパ ＭｾｈＮ モルタルぬりｉｴｬｬ ｊ 毛 ｉｪ I  ｾ エ Ｗ

ル リシン l次付。納 リ プ 鋭、 プレキ守ストコ

ンヲ 1) ー ト 製. ア 7. リ樹1mペン キぬり

量量 計 者 の こ と ( ; t " 広 ぬ 県 営 繕 謀 長 生 四 五 郎

敷地が文化財指定地名勝縦i爺 闘 に 隣t暑い その庭園肉

よ り 直 除虫 記される の で. い かに し て こ の 名 闘 の 最 観 を

似 つ け な い よ う に . またいかに 7 ツ チ さ せ る か と い う こ

とであった。

開 ら ん室 の 保 光. 泌j札 吸 沓 に つ い て も 充 分 考 届 置 を tl 、

い . 探光 に つい ては限l らん者のl Wの疲労 を 防 ぐため西 H

除 け に ル ー パ ー を 設け. 務 着い た務 囲 気 を か も す た め .

窓 削 械 を 制 限 す る た ど 光 線 の 調 整 に 苦心 し た。

半[ 副司|幽では 1 階 に管理量系統の祐三主と 移 動 図{li館 を 設

け . 2.  3 際に| 量l りん峯をとり . I剣らん者 専HI の玄 関 を

中 央 展 外 階 段 を 通 じ て 直 持 2 階 に 設 け . 管 理系 統 と |量l ら

ん者の』削 j，をII)J Miに区分し. IJ! I らん者出 入の騒也ーを 建 物

内に人れないよう均品位している 。



テ レス 鉄、l主{:i . 怖をY七弘主りあ・よぴ姫J正組へ. 干抱

イ七制ープ ロ ッ ク 繍 み

w 似 ア スフア ル ト 防 水 8 商事 シン ダーコ ンク リー

ト才 ｉ モ ｊｾ 賀ル 塗

圃回目・，

， 

路 上 よ りテ レ ス ・中 央h ! 外F別 立をA る

広 島 県 立 悶 . 館 儀 襲

位 置 広 島 市 上淀川町甲のω

エ 悶 着 工 昭 和 初 年 3 丹羽田

鍛 工 昭 和34年 11月15日

暢這錫健

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 進 3 階 建

一 部地 階

愈 勉 面 積 4. 407. 4ω 圃 2

電 鑓 碩 積
778. 何 回ヨ

冠 面 積 地 階 144. 伺 田 宮

1 階 “国8. 仰 が

2 階 “ 6 .却 が

3 階 “ 6 .却 が

塵 階 29. 16 m
2  

言十 2. 074. 14m
2  

他自ニピロテ h 車 庫ホ ー ム 害事

170. ω 田 宮

一 般 軒 高

庫部軒高

値 高 都 高 き

1l . 600m 

13. 。似) m

16. 2創) m
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配 置 図

各 階 高 ( 主要部)

l 隣 3. 7  0  0  m 

(  ｬ ｾｩ ｩＭｬ ，尚 様相 ｇＮ L '  5∞)  

2 附 3. 7  0  0  m 

3 附 3. 7  0  0  m 

I再 I ; { 2. 8  0  0  m 

一般事f /.":j 開 削G. L + l 1. 6∞m 

書 庫 部 階 高

1 1M 2. 2  5  0  m 

(  l lMH、 川 牒 巾 G. L  ' 500)  

2 府 2. 2  5  0  m 

3 刷 2. 9  0  0  m 

4 刷 2. 2  5  0  m 

5 桝 2. 8  5  0  m 

書 庫 部 軒 高 1  3. 0 0 0  m 

最 高 郡 高 さ 1  6.  2  0  0  m 

(，IH札 機 械 室 制 川 )

階

3 階 平 面 図

l ホ ー ル

2 成 人 K

3.  ;'f  W 

4. VJ 下 似 191

5. k 子 似 所

6. 特 別 研 究 主

7. 学 生 野

8. 廊 下

... ::1 

階

2 階 平 面 図

L ホ ー ル

Ｒ Ｎ 小ＧＱＧ・Ｇ［ｾ 1:.市

3. ，!f  W 

4. 9J 子品目 J折

5.  !I: 子 悦 191

6. 参 巧 栴 { 上不

7. 1m 匁 宅

8. 廊 下

1 陪 平 面 図

1 玄 関

2 総 t草 木

3 館 長 官

4. 1ft  ｊｾＡ＠ ，1' P， 

5. ，j ま 11: ，i'n 

6. 製 本 当f

7.  ;肖 11 ; 可4

8. 占 1・11

9. 使 191

10. 浴 市

11. 小 使 本

12. Ｂｦ ｾ￬ 自主

13. m ;ii5 ヰィ

14 廊 干

Ｑ ＵＮ 関 ｾＧ ｉ ｩ ホーム

地 階 平 面 図 砂

1. H. i 主 [ 五

2. 機 械 市

3. t主 主

4. ド ラ イ エ リ ヤ

ｐｾ＠ 1pm 
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オーディトリウムとカメラ

0 0会館 x x ホーノレ， ムム公会堂，一一素H青らしい

デヂイ γ 。華やかなオ ーデ ィトリクムの空前のブーム。

ほぼ満足すべき演奏効果をもたらせた室内音響i1設計 。戦

後の建築技術の腕かしい進歩の一而。だが，まだ一度も

ｬ 援冷房ダ クト の騒音を全く ｉｾ じないホ ー ノレにはお自にか

からない。その] : l J l 白は何如 ?

「経済力の貧困」 予算が不足という口実。

「計 画能力の貧困J パラジスのとれた予算配分乙そ正

しい計画であるはず。

「技術の貧困」 予算があ っても建築綜合請負は設備業

者Iζ ，設備業者は断熱工事屋に責任施工をおしつけ，か

くて技術を持たぬ技術屋が，i'I 任の持てぬ責任施工を行

なう乙とになる 。

カメラのレ γ ズをいくら Ｚ［＿Ｍｾ ｉｉＢｊ らしいものに しても ， 孔

のあいたボディで光がもれてはカメラになりません。

乙れは技術以前の，子供でも知 ってる常識。

(ZM)  

建 築 士 と 技 術 士

建築士の人々はいろいろ理由もあるが，技術土につい

てあまり関心がないようだし，知らないようだ 。 もっと

も技術士自体もその組絡がは っきりせず，その方向 lζ 種

々の志、見があるから ，技術士lζ 関係のない外部からでは

分りにくいのも無理はない。 しかし建築士 と技術士とは

分担する部門が異るだけで，その 閏的は大体同じなので

ある 。そして両者の協力が求められるべきなのである 。

現在異っていると思われる大きなぷは建築士は医師と同

じく職業独占であり，資絡であるが，現在の技術土は名

称独占だけで義務のみあ って権利のないものである 。 し

かし ζ れは最初の低姿勢で建築士などのあり方をいろい

ろ研究した上の乙とであるから ，各種の技術土の努力と

協調に よって，技術者 一般のたえなる念願を果すことが

できるであろう 。建築士はわれわれの先達が長いととか

かってや っとかな った念願である 。 しかし現在の建築土

は後輩の技術士のあり方をよく見て，その技術の分野を

はっきり世聞に明示する親切と謙譲があ ってもよさそう

だ。 ( MD)

年 間 1 兆 5 千 億

経済企画庁が発表した20年後のわが国経済の長期展望

の中で，住宅建設に投下すべき資金は，用地質をのぞい

て ＲＷｾＲＹ 兆円 ， 年間平均約 ｬ 兆 Ｕ 千億 ， しかも乙れだけ

の越大な投資を最も有効適切に行な ってよ うやく経済発

展K 対する生活水準の遅れを取民すととができるといわ

れている 。乙の際 目先きの利害のみにとらわれて，都市

計画的混乱や低劣住宅の大 ;ii 生産など，安物買いの銭失

いにならないよう，たえず社会の啓袋と ，自己の研さん

に采すべき建築家の責任は誠に大きい。年間 1 兆 5 千億

といえば，そ の設計監既報酬を 5 96として 750 億，佼Iζ

数万の建築家を養 うK 足る 。

ミ建築家と相会 ミは，け っして派手な - : t ' . / モスピノレや

記念 ホーノレを通してではなく ，住宅建設や都市計画を通

してとそ太く強く結ばれねる 。官公庁や住宅公団で，あ

るいは j也カの小都市で，派下ーな建築ブームの蔭にかくれ

て， Jj出 l床な住宅設計Iζ 材j f : i j を重ねておられる諸兄 tc ，心

からの声援を送りたい。 (1M)

巨 匠 時 代 去 る ?

今日の建築は， 一個人の力で設計できるものではな

く，数多くの人々の綜合的チ ームから生み出されるもの

である 。

昔の建築は機能，機構が比較的簡単であり，常識lζ 宮

んだ一人の巨匠の手でほとんどの問題が解決できたであ

ろうが，今日では ，設備，機械，屯気，構造25の専門家

の力をどうしても必要とするし ，また次第にその方の重

要性が増大してくる傾向 K ある 。

「建築とは建物の外観を作る乙と」でないならば ，["設

計者0 0先生」という 言葉の也、l沫が次第K j>ff.くな ってい

くような気がしてならない。

船や自動車や飛行機lζ 特定の設計者がいないように ，

Ａ￭ＮＺｉｬ ｾ 高の設計も巨匠の手から離れて ， チ ー ムの手 ｴ｣ 移 っ て

行くような気が してな らない。

ただし商標としての巨匠の名前は絞るだろうが。

(OK)  



新 阪 急 ビ ル の 竹 中 式 深 礎 工 法

最近，市街地での騒音と i反動防止

の声は一段と高まりつつあり，大阪

市では 自動車の沓笛を:li IJ限し，乙の

ため交通予故が平干しく減少したと Illl

いている。

騒音の防止について，建設事業が

その例外でない乙とは当然で，とく

に法礎工 Ｇ ｊｾ 中 の杭 打， 鉄矢板 打 込等ー

による騒背と iぷ{j J Jで，一船社会K 随

分 迷 惑 を 掛 け ているにもかかわら

ず，いまだに同じ工法が繰返さ れ，

乙れに基因す る苦悩処理が，工事但

当者にとって大き な負担となり， ま

た ζ の 補償 ｦｃＮ多古 ｾ ｪ の Ｑｾ 用を要してい

るのが現況である。

特Jr ，竹中式深! 礎工法は E 乙の幣

害をなくし「無音，無震動で，安 全

かつ安価に，敷地を有効に利用し，

深い地下室ができたら … ー」との四

位lから ，当社取締役支配人中出定夫

が7k
1
j ' . の経験より考案したものであ

る。

'"・

木
首li)-

匡司
優

新阪急ピルは乙の第一若手として

大阪駅前，御堂筋 IC面した繁華街の

中心 IC ，わが国初めての総地下 5 断

(GL - 22 .00 m)  の建築として，ま

た極めてl怜かな工事場としてuumの

注目を浴びながら ， 目下{ i - と々 J也下

品iii l'l IJを進めている。

:lfr 阪急ピルが地下 51桁に決定した

J'l¥IJ Iは，

① 砂l際! 日の近くまで掘削すること

により芯礎杭が節約できること。

駒 田| 対近の高j苗建築は，そのほと

んどが GL - 25 .00m ｾ付近の砂ｻ派層に

基礎杭を打込み， 乙れに建物の荷主

を支持させ ているが， ζ の砂l前回|術

近まで郷削すれば， 杭 の 必 裂 が な

く，その 'El 用を深礎工事' l ' . ( K 充当で

きる。

① 地下室の使用目的

近 く祈工さ れ る船田地下街との辿

絡上， B  1， B  2  1階をi ! cIl J日よj l C，JliJ n  

Ii I約 100 台を収容するためのモータ

祖国 宝 筋

図 1 胤 辺 正II 物 状 況 図

ープールとして B 3 ， B  4  1併の泌を

充当し， B  4  ，惜の よぎ と B 5  1桝を設

備機械室，および貸倉庫 とすれば地

下 Ｕ 階が必ｾーである乙と。

以上のJ ' J l 山で建築主より地下 5 附

の深礎工τ' J Cが可能かど弓か， 研究す

るようど指示があり，たまたま竹 '11

式深悦工法が ｬｾ もこのご ｦｵＺ ＱＱＮ Ｑ ζ ｪ 自作

しているので行手の& びに至ったも

のである。

竹中式深礎工法をｾ約すれば，上

旬鉄矢板の代りに竹 l↓ : 式オ ーガーパ

イルを使うことと ，地下の船体会 l立

接J'. 留支( 尽工として不IJmすることに

ある。

以下」二法の概裂をili ベる。

( 1 ) 事 前 調 査

(A ) 周辺建物，埋設管の状況

図 Ｑ のごとく ，地下 鉄は敷 地 ｾ ｾ￹ｬｉ ｊ

を凶抗して 5 カーブを聞き M間以に

入っており，ての至近距般は敷地境

E  

ーーーー- ーーーーー。ーーー ーーーー。

cご
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色
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「

11-より 2. 50m にあり，かつ主主綴ほ

Tiii の深さは GLー11 . 00mであって新

ｼ波立 ｬ ビノレは乙 ｾ Ｇｌよりさらに Ｑ ＱＮ ＰＰ m 

郷町lする乙と lζ なる。

また上下水道，ガス ，屯気，電話

件線も地下鉄と敷地聞の僅かな|笥隙

に輔較して埋設されている。さら

に，凶側隣家は終戦時のバラック建

築で，その壁面線と土留鋼むとの距

自!Eは0 .85mである。

( 8 ) 地 質 調 査

|芸12 のどとく敷地内 6 ケ処 lζ ボー

リンクを行なった。結果は大阪駅前

附近とほとんど変りなく， 図 3の土

質柱状図のどとく表土および砂層GL

- 4. 60m まで( 標準地盤をOP+ 2. 39

mとす) ，砂賀、ンノレト - 6. 10 mまで，

シJ レトおよび粘土 - 6. 1Om- 2 4 .  70m 

砂i深層 24.  70m- 36.  40m となって

いる。 図 4のごとく砂採胞は全般に

南側でやや浅く，とくに点雨| 判 ( No

5 ボーリング) では GL- 21. 600m



ｾ 盛 主

Nol  (OP・2236 No3(OP' ，U6)  
I/ o5( OP11.7< I  

凶 4 地 周 断 固 凶

から砂層となっている。

上旬鋼管の長さは， ｴｾｊｉｻ 幣民入試験

J丁準回数80附近，かっ砂{ 旅回への口

入品 4. 00m として，東北隅 ( No 2  

ボーリング) で GL- 30. 00m南側で

GL- 27 .00m ま で 押 込 む 乙 と に し

た。

( C ) 地下水の調査

地質柱状| 主1によれば， LI 由7l<uli は

GL- 2. 00m の地表J.kと GL- 5. 00m

附近の砂j凶lぶ郎に ，また被圧水 liI iは

GL- 25 . 00m の砂[ 徐胞にある。

Ufi 遊底I国が砂際居附近に達するた

め，被圧水を放置しておくと乙の水 1 .1A 

圧により， ) 底部粘土居にボイリング

現象を起すおれそがある。

昨年 6 月より 4 月上旬までの被圧

水位凋ｾの結果は， 図 Ｕ のどと く ，

U' } : は冷房川水の汲上 lこよ り GL-

28 .  10m (OP- 25 .700 m) まで下って

期 支 1" ・6

亀"'

7 1  a  1  • -1 ｉｾ＠ 1  11 1  12 -1"‘ 1  1  2  J  1  • 
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図 5 地 下 水 位 観 測 1A 臼附34年6月 当 附35年4凡
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写真一1

』 可 抑守
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いるが， 9 )J "1:) 何より 徐々 に上昇し

12月末には GL- 19. 10m (OPー 16. 70

m) まで上 り 4 月末までほとんど

変っていな L 、。

乙の表より最終品l I !Jl jが 9 ) j 上旬に

終ればその必咲はないが，工程の都

、

、:.

ゅ6

• 

写真一2

凶 6 土凶れよぴ支持川オ- 1j ーパイル配ぼ図

合で桜伐の完了が12月末となる予定

なので，協7] <. による被圧水位の低下

を図らねばならない。なお，昨年の

7 月末，京大村山朔郎先生をわずら

わして， H;'j J ! < 試験を行ない，砂1深層

の透水係数等: 0 重なデーターを1!}

た。

(  2コ施 工 要 領

(A) 鋼管杭による土留の構成

新阪急ビ l レでは ，鉄矢板の代りに

建物の周囲( 延長 249. 00m) !ζ 土留

用オ ーガーパイル( 鋼管直径 0. 587

m 厚み ，4. 5
11
); ;，- 6協) 373 本を ，砂

1関西 lζ 4. 00- 5. 00m1'1入 させ土簡を

椛成 した。 f上; j ミのjJ 矢板では土圧 lこ

耐え符ないし，また iえさ 30. 00m も

の矢板を砂l所Jt' i' こ打込む乙とは極め

て困難である。土ff_{ オープj ーノマ イJ レ

の 構成は まず ｾｾＱｪ Ｇ を 所 ｲｾ の 深 さまで

引j I ; るみ，スク リュー で管内の土砂を

jJ jq徐し，鉄筋を挿入の上コンク リー

トを充填する。

図 Ｖ は土千百川釧ＺｉＢｾＺおよび支持川

(i釦ζ 述べる) オーガパイノレの配也

|立|である。

(  1  ) 鋼管の押込み

オーガパイノレの押込みf f J l後械とし

ては ，図 7の①~①および写真 1，

2 のごとくデノレ 7 グ型附l乙リードを

つけ竪型ギヤー ドモーター ( 50jf' ， 

主主16t  ) を装着ーする。 乙れに制 jJl j

用スクリューと鋼管を取 りつけ， ス

クリューをH折 l'方向に 1 分間 15回転

岡崎に鏑管もその逆方向に 1分間0. 9

回転させ，摩擦抵抗をなくし穿孔し

ながら押込むので GL- 27. 00 m -

30 . 00 m の砂礁周まで容易に貫入す

ることができる。( 必EEならばさら

に深く 11入も可能。) 杭の深 さはボ

ー リング表より GL- 27' 0 0 m- 30.  00 

m となるが表土掘削を GL - 2. 15m

まで行ない，こ の 位 置 が 作 業 問 と

なるので鋼管の実長は 25m- 28m で

よい。鏑 ｾ Ｚ Ｑ 節分の長さは ， 櫓の高

さおよび工場よりの輸送の関係で 3

本継ぎとし，;!J;r11主長を 9. 00mとし，

:bU乏の修正は上杭で行なう。各節の
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写真 3  

技続は継手上* : 制ζ ノミンド金物をつけ

ζ れ に上部の鋼管を挿入して電気熔

接する。

オーガーノマイ ｊ レの￭｜ￏ Ｇ Ｑ 在 ｉｾ は予想以

上 lζ 正確で，鋼管の間隔を 7cm とし

ても， 長さ 28 .00m にわたり全然隣

接杭 に接触しない。

杭の押込能準は ｾ込 ， 熔接手間，

スク リュ ーの引抜を合め 3 11寺間であ

る。

(  2  ) 管内コンクリートの打込み

図 7①~①

鋼管の抑込が終ると，直ちにスク

リュー を 1 節毎に引抜く。管内の土

はシノレ卜居までは ， ( 写真 3) スク

リュ ーの回転ととも に自然に上部! C.

排 除Eされ るが，粘土肥はスクリュー

の引抜きと同時に引き上げら れ竹内

は空洞となる。( 写真 4)

なおスク リューの先端部は ，被 圧

水のため若干の砂際が終下し管 内 lζ

残るので，ベイラー ( さく井 lζ 使用

する土深2*に) よっ て排 /1' ，す る。

乙のj広燦えが終れば， U'I ちにほ訪

コンク リー トを水中ノミケットで‘ 深さ

約 60cm 打込み，硬化を待って竹内

36 

写真 4  

の7 1 < を排除し，鉄i i J j を挿入 の上 コン

ク リートを流し込み杭は完成す る。

(  3  ) 止水鉄板の打込み

GL- 5. 00m 附近の砂層とシノレ ト質

細砂 との境界 l乙滞水する自 由水は，

ウエ ノレポイン トだけでは完全に排水

できず杭の間隙より砂が流動するお

それがあり ，止水処理が 必 EE で あ

る。

図 8のごとく鋼竹の外側にフラン

ヂを熔接しておき，鋼 ｹＯｾ Ｚ の止りを対

象位置に規正し，杭の押込完了後 ，

止水鉄板を打込み， 71<%; 性を{ 来たせ

る。なお 当現場では地下鉄関係者の

要望もあり，鋼管の外仮I j ( 乙末日経21

cm，長 10. 00cm の木杭を 2 本継と

し， GL- 22. 00m まで逮せ しめ粘土

居の安定を図った。

( 8 ) 支 保 工

(  1  ) 土留支保工 図10- 14

jjij 述の どとく仮設切! 震を使わず，

建物躯休を直接土問支保工 lこ使用す

る。従って地下室編休は逆打工法と

なる。

( 2) 支nt 'L 閃 7 および 9，10 

新阪急ピノレの煩辺プI } liiJ の I! I ( 士，約

50. 00m あり ， m物のr . !.I:R:l".i 1は， jfIH  

l'l IJ 中構造休の 1'1重( 柱 1 木当り 250

t ) で挑みを生ずる。

これを防ぐため，柱の両似IJ ( 鉄' 円・

の架格を考慮して対角線方向) !こ 2

本宛，支持杭( 支持力 200 け を 打

ち，支持杭と躯休とは地下 1 階床上

lζ 支持梁を造り 1 休となし地下室

重量を支える。

(C) 堀 削

(  1  ) 表土鋤取( 第一次級伐) 図 9

オーガ、パイノレの打込みを容易にす

るため， まず表土を GL- 2. 15mまで

鋤取り，地表障害物を除去する。乙

の土留は自立 I 型鋼，竪矢板工法に

よる。

( 2 ) 釘 2 次以伐 図10，11 

土留および支持杭の打込みが終れ

ば，地下 1 1併:ji Y; 成のため GL- 7. 00m

まで婦さくする。乙の場合周囲は

30
0

の法勾配を残す。中央部の婦さ

くが終れば周間前1は法の上 郎l乙仮ベ

ースを ，I!"火は支持杭上に欽' 円受を

i位り B 1 および F 1 の鉄什を架航

する。

ｪｬｪＨＧ 円と ニ ト約杭 とは ｉｾ 弘 ＺＱＵ と ｦｩ ｩｬｅｾｾコン
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汁

H

H

H

1

U

汁

H

H

M

H

U

図 11 第 2 次 周 辺 部 残 土 綬 伐

周 辺 鉄 骨 接 続

地 下 1 階 コ ン デ リ ー ト 打

点 持 mコ ン ク リ ー ト 打

凶 10 第 2 次 綬 伐

地ド1階鉄骨lffi 方周辺臥燦 コンクリート 打
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クリートで連結し，乙のコンクリー 第 3 次よりは掘さく，鉄' 符の架構 3 . 43m
3
/mi n となる。

トが硬化すれば F 1  ｊ［ｊミ祭が切 ｾＱ とし コンク リー 卜打込の順序で繰返 し， 砂胞のt) 1水処置としては ， ウエル

て働らく。次lζ 残った法部を廊さく 各階構造体を土留支保工K 兼用しな ポイントを使用する。

し，残余の鉄骨を組み B 1 続いて がら掘さくし，最後に悲礎底面 GL 0 ，第一段ウエ J レポイント

F  1 床コンク リー卜を打込む。 - 22. 00m の位胞に活磁l授を構成し 土問杭の外nllJ! こ;泣iE，ポイン 卜

以上で地下 1 1続編体の桃 2誌を 終 地下室は完成する。 深さ GL- 8 .50 m 間隔 1.00m，ポ

る。
なお支持杭および支持史は地下室 イント数252木。

なお周辺に掘さくが進めば，直 lζ 完成後胤去する。 b，第二段ウエノレポイント

鋼管とその隙間 lζ 厚さ 5c m のシヨ (D) 排 水 周囲より第一スパンの中央に設

ツトクリート( 図15のどとく 9 務世 地下水の配水処置としては ( 1  J  置，ポイ ントの深さ GL- 12. 00m

を 45cm 間隔に熔接し，乙れに 14 普 ｾ＠ ( C ) に述べたように，水位観測 間隔2. 00m，ポイン ト数 112木。

2 " 目熔接金網を張り下地を造る) 地質調査およひttc} 71 < 試験の結 l引 ι 11; ( 2 ) 被圧許i?ノ'I <W! の封1:/1<

を行ない土の安定を図ると同H

外倒側IJ の型ド枠Fと，外w防] 水をヨ兼1長Eね る 。 ( 1り) ＮｬＱ刈地」占 Ｑ 表 ｈ滞 ｩ日ｾＷＮ水 Ｇ Ｑ＼く ｷ￬ 何 ｩ の ｴｊ扮 ＩＱ ノ水 ｫ 閃 9 とし，t傷易釦/木k五益Eは1川0. 5m川3/向mi nとな る。

Ｈ Ｓ吋 Ｉ穿釘ｾ 3 次~釘 7 次板伐 上部E砂砂長少、賠の透y水k係数を 1 X  10一- 2 乙の担掛排|ド0;水k処置 としては， 主と して型撃書

Ｈ 図 ＱＲ ｾＱＴ Ｉ cm/ sec と予想し，乙れより似水誌は 井にて水位を低下せしめ，予備的に

安ｾ 3 段ウエノレポイントの設住を考え

ている。

。，重量井

図一16のどとく敷地周辺に 7 ケ

所の さく 井を設け ，7}く中ポンプで

揚水する。 さく井経 300m/ m，深

さ35 .00m 水中ポンプ円筏 125/ mm

m水量 1. 5m
3
/ mi n。

b， ｾＱ Ｓ 段ウエ ノレポイント

さく 井のtb' i 7!<結果を見て必E κ

応じ設置する。
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「大阪府公害防 1  

11匹守 II J: fo騒音 l

k基準{畳間) ノ

工農地域

準工業南京地J!.;

4主底地主主

図 17 鋼欠似および? 汗耐ii. 打騒音の距般による減

( 3 ) 竹 中 式 深 礎 工 法 の 特 徴

(A) 騒音 と振動の追放

木工法は 山留にオーガーパイルを

使用するため，鋼矢板の打込みによ

る打撃音も反動も な く，極めて静か

に作業を行 なう 乙と ができる。

例えば新阪急ピ J レで，隣接飲食街

より 僅か 85cm 離れた位置に鋼管を

押込んだが，夜間作業でもなんら苦

情が出ず，またモ J レタル塗りの隣家

外墜にも全然、他裂を生じていない。

当社研究室で現場測定したオーガ

ーパイルと ，各極杭打機の騒音 とm

lfiI Jの実測値は次の通 りである。

( 0 ) 無騒音

表- 1および図17(( 示すよ うに竹

中式オーガーパイルによる杭打騒音

は他と比較して極めて低い値を示し

ている。 r無音」とは苛を騒音防止

条令の7T誌基準以下にするか，市街
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鋼長松及各種杭Ｑｊ工 ｾ ｭ 種別
'掠 ?用 が よ，U ) i e 雌

工事場名

掠 漁 10 I  20 I  30 I  4. 0  I  50  

l  竹中式オ-tf- If.イル |損胃忽評慮 35  15  5  3  3  2  

新阪 急

工法 Ｑ ＮｴＸ＼ Ｂ， ， ｾ悼 2.5  2.1  1. 3  /.3 1.3 1.3 

31 7，可1レマ?' 0 - 12

"  

70  30 18  

"  
日$梯石両手

ラＧ ト ｎ イ ル ｾｲ
"  

70 18  15  55 

5 13ラ〉キー式々 デJ. 9
.  120  15  日間日基礎

ｊ レ Ｔ 九ｾＺＨ斜 打Ｉ .  
600 15 

( 豊中)

る ぺデスヲル杭ね

ー， 4- 50 15  
ホj H.且‘

"  
4- 5  15 

日吐鞠修所

， 1200 (15m) 35  12 東洋基礎

"  

100 (15111) 14- 4  制厚星錦

ず Ｎ ｾＯｶ 司 ｲ 0 - 5  .  1400 300  90  25 

? 1L 711→ 制I .. 130 25 95 85 

量量或畠島晶

表- 2 鏑 矢 仮 お よ び 各 lffi 杭 打 仮 動 の 比 較

/; 卯

/000 

100 

① 竹中，

③ 子・イlレ

巴{J '7T号予〉' ;  

ド記

@ ヂ々，

¥ ③ ぺず.

' ¥，- .!!J) 

@ 干てイIレ

τ、、
』 ベ且

"¥. ' 0 吐き之、 .(i) 、

ん、
ご¥

、

(J5l' 除、 w マミ
、

‘ー.

、

ト~ー

許容でき る値

オ-tJ ._/，' イ/レ

マゲ、 D- 12 うシートN イlレ革、

一式;

'v杭 省 側 却

J レ杭有

Jレ杭J J "

グD- >  : 1/ ? リートヰ乱訂

(

句

目

h

u

d

賢

明

足

/0  

10 20 30  <<J 50 

4長i魚からの te般 向 〉

図 18 鏑矢板お よび各五li 抗打の仮動加i車1! r の距離による減点

( 水平地表面ij)

騒背の域まで下 げ近隣に不快感を与

えない乙 とである。乙の意味で竹中

式オーガ- " 7 シンの騒音は音語jl の極

く近くを除けば「無音J ということ

ができる。

( b ) 無援動

表- 2および図18のjill り，仮到に

おいても 竹中式オー ガーパイル工法

はー汗るしく低い{砲を示してい る。 図

- 19は郁々の研究一行の結論より求め

た 仮 動 感 党 の 脊 痛限界を示すもの

で，オー ガーパ イノレの仮i J i IJはほぼ知1

'1'.1: 1波' N111. j i!1にあり ，1u{ 振動といい得

図 19 仮 動 感 覚 の 苦 情 限 界 る。

40 

( B ) 経済的，合理的な山留

「地下 5 階も掘さくすれば随分高

くつくだろう」とは誰しも考える 乙

とである が，現在当社で施工中の高

間ビ J レ (25 ，000m
2

以上) と比絞して

延平方米当りの躯体工事政( 仮設を

含む) はかえっ て若干安 くなってお

り，貴重な敷地を
3 階分も余計に利

用できるだけ有利な結果が出てい

る。

また土留用 オーガーパイルは ，基

礎杭として兼用できるとともに ，土

圧と掘さく深 さに応じて，打由
lζ 強

度と長さを調節で き，かつ外壁の一

部 として働くため躯体外壁の鉄筋を

軽減する乙 とも可能である。さらに

仮設支保土を要しないことは仮設コ

ストの低下K 役立ち ，合理的な 山留

工法と いえる。

( C ) 工事の安全性

竹中式オー ガーパイルはその特性

上打撃を与えず， 111留を+1/ ; 成する乙

とができるので，隣接地盤を撹乱 し

Jjむ弱化する心配がな い。

また強度の高い椛造体を直接支保

工 とするので土留めの絞み，変形な

ども な く， 安全 lζ 作業を進める乙と

ができ，軟弱地盤でも土問)vi J1.iに よ

る先発事故の1I¥:'( れがな い。

以上竹中式深礎工法の説明と工' JC

J I'画の概要を述べたが， 何分にも，

全館地下 5 昨今，基礎の深さ G L-

22. 00m の述築は日木でもi i } 初のこ

とであり ，土圧等未知1の部分も多く

木工事によ りi皇室な体験を行 るもの

と考えている。当工事場では地 Ｑｾ

地 5 階外壁に ，計10問の TK 式計iI 斤一

土庄; i-と，砂際居附近 6 ケ所に ペゾ

メーターを取付け，土JT水fE測定を

行なう予定である。十} い無事工事が

完 了 し，また機会を仰れば 乙の Ｊ， ｨｲ ｬ ｾ

を発表したいと 思 っている。

{ 市者 K Kl' fl l' てf hl WC'Jl l' I O



日 本 生 命 日 比 谷 ビ ル の

ニ ュ ー マ テ ィ ッ ク ケ ー ソ ン 工 法 に つ い て

清 浦 直 明 ・ 福 岡 邦 雄

1  .  日本 生命日比谷ピ) 1 ，. . の概 要

当ピノレは日比谷公園』ζ 商 l 帝国ホ

テルf C . 隣接して建設されるもので，

その概要は下記のとお りであ る。

。 施 主 日 本 生 命 保 険 相 互 会

社

b  設計監理 村野 ・森建築事務所

C.  施 工 株 式会社大林組

d. 施 工 局 所 東 京 都 千代田区有楽

町1の12

e. 工 JUJ (l IIH和34年 12月 4 仁!

f. 而 t'i

敷地面前

至昭和38年 3 ) j 末 11

3 .753. 06m'  (約 1. 137昨)

m忠商私

3. 549.  13m
2  

(約 1. 072坪)

延 面 紡

42 .878. 78m
2  

(約 12 .949坪)

目。 m物i碕および深さ

'1汗高 31 .00m 地上 8 階

最高 43 .00m 塔 屋 3 階

深さ 23 .00m 地下 5 断

h  椛造および仕上

ｒｾ 磁鉄筋 コン ク リート

(周 Pfh料開 121ま， 内部深!日古49誌)

主 体 欽 行 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト

2. 周 辺 お よ び 地 盤

ι  周囲の状況

当ピル周辺の状況は図- 1 (己不す

谷公園側電車通りであり， ' 1' f 函は東

宝劇場，左側面は三井ピ J レに接 して

おり ，右側面は道路をはさんで帝国

ホテルlζ 面しているが，その道路下

には地下鉄が走ってい る。

b. 地 盤

当敷地はいわゆる日比谷地区の軟

弱地盤中 に位し，上部 - 5 m [!H近ま

では接地および雑物混入の砂交 りシ

ノレ ト， 以下 - 20m前後までは貝殺混

りシノレ トであっ て， .e'.'!準R 入試験で

ｎ 値 ＰｾＱｾＲ 程度の軟弱 胞 であ

図ー1 近 隣 見 取 図

砂 ｉ 深胞となり，以下巾砂な らびに ｋｾ Ｑｉ

砂の十分締った東京砂疋iとなる。

る。 - 20m以下 1- . 2m は逐次粘土交 当ビノレは敷地境界いっぱいに地下

りl抄礁周で深部[ 乙至るにつれ硬質化 外壁を有する地下 5 昨今であって，附

し， - 22m以下にいたってようやく 高の関係上 - 23. 00m まで掘削する

支持屈 として考慮し得る厚さ数 mの 乙ととなる。 ζ の深さでの地ifiHカは

とおり である。すなわち正面は 11比 写真一1 工 市 現 場 金 政

41 



東宝劇場は地上 7 階地下 1 階の

ヒ‘ ノレで松杭基礎である。乙の基礎

杭は施工の関係で砂礁屈を深く買

いているとは考えられず，おそら

く杭先端の深さは- Ｒ Ｑ ｭｾ Ｍ ＲＲｭ＠

程度と想像さ れ る。したがって当

ビノレの方が Ｑ ｾＲｭ 深いわけであ

る 。 ( 図- 5参照)

.1，‘ 
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題はない。ただ乙の道路の下! [ . 地

下鉄の路道が走っており ，その底

面はー 11 m程度であるので， ζ れ

を沈下せしめないことが肝要であ

る。地下鉄隠道と当ヒソレとの関係

は図- 3に示す。

iii ) 三井ビ、ノレs¥l 1

三井ピノレは地上 9 階地下 4 階の

ど J レであるが，当 ビソレ』ζ 隣接す る

部分の地下構造は 図- 4のとおり

で，深際の底面の深さは平均 一

22. 00m である。 したがって当ビ

ルの i奈さは 23 .00m であるから

1  mi? f i し、乙ととなる。

吋 東宝庫11場。111

N 値より 60l / m2 が期待された。な

お土質柱状図およひ. 土質試験結果は

図- 2および表ー 11[. 示すとおりで

ある。

4  周辺構造物の基礎

周辺桃造物の基礎について述べる

と

i ) 日比谷公園側

道路に面しているため建物はな

い。 5 m ほと、離れて下水管，水道

管，屯綴などの埋設物があるが，

大した問題はなし、。

ii ) 帝岡ホテノレ側

帝同ホテノレは基礎は浅いが道路

をへだてて 17 m離れているので問
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ンカットがかなりできる。

c・ 1宋l従工法により躯休欽'FJ' を山惚

支{呆』ζ 利用でき，仮設切梁材が不

安であり経済的である。

d. 計画をよくすれば地上，地下の

工事を同 ｉｉＮＡ￝ に施工 できて工 ｊ ｾｉ が縮

められる。

e.  以上を合めて絶対安全確実な工

法である。

4.  地 下 工法の )1頂序

決定された地下工法の )1J n: 序を説明

する。( 図- 6参照)

。) 敷地外周lζ 沿って12誌のニュー

マティックケーソンを - 23.00m

まで洗設する。乙のケーソンの外

などの商でそれぞれ不適当であり，

最も有効な工法として ( ト) のニュ

ーマテ ィッ クウォ- ) レケ ーソ ン，深

l礎工法を採用することとした。その

利点とすると乙ろは

。. ニュー 7 ティックケーソンを利

用するので，周開地般の沈下およ

び隣桜桃造物K 対する影響を完全

!C防止し得る。

中央部は土工機械によるオ ープ

などであるが， ( イ) - ( へ) まで

は詳論する乙とをはぶく が，いずれ

も

工事の安全

周囲に与える影響

工j切

d. 経済性

。

b  

b  

C.  

3.  地 下 工法の選定

上述のどとき境界条件で総地下 5

階- 23mまでの垂直掘り を行なうの

であるから，乙れに適した工法を採

用しなければな らない。乙の工法!C

っき考え得ると乙 ろを列記す ると

( イ) 矢板打水平切梁工法

( ロ) 矢板打法土支持，中央部根伐

先行，斜または水平切梁工法

( ハ) i深磁，深層工法

( ニ) 全館オーフ。ンケーソン工法

( ホ) 全館ニューマティックケーソ

ン工法

( へ) 分割lニューマテ ィックケ ーソ

ン工法

( ト) ニューマティックウオールケ

ーソン深礎工法

|P9-11  P9→ |  

| P  1  P  1  

|02 J L L  d  

ロ司 玄71 -

12.78  1αω |  

| 1  1  

1 1  1  

| 1  1  

| 1  1  

| - 1  76 1  

| - 1  40 1  

1  - 1  36 1  

|59-115ト 2159-315ト 4159-5 159→15ト 7159-81

| u  1  u  1  u  1  u  1  u  1  u  1  u  1  u  1  

Ｑ ＷｔＷＸＰ Ｑ ＱｴｩＱＳ Ｔ Ｑ と Ｒｊ と ｩｪｯ ｊ と 虫 ＶｊＵＱＱＵ ｼ ｉｅ 虫 ＶＰ Ｑ 匂 ｾＮｯｯ ｬ
194.3 1  103 1 即 1 118 1  116 1  118 1  113  1  103 1  

|2.67 1  2臼 12.62 1  2.57 1  2臼 |ω 12.63 1  2.58 1  

度 判 (ν mり 11.47 1  1.45  1  1. 41 1  1. 40 I  1お 11.38 1  1. 40 1  1. 42 1  

密 度 刊 ( t/ m

3

) 1  0苅 10市 10ω 1  0ω 1  0. 644 1  0印 10側 10叩|

自然/ / 1 1 隙 比 e 1  2.51  1  2.71 1  2邸 12鈎 13.12 1  3.08 1  3∞1  2.69 1  

飽 和 広 S 情 ) 1  1∞1  1∞1  99 1  100 1 ω 1  99 1 ω 1  99.5 1  

界 LL 情 ) 1 84 1 71 1 76 1 総 1 97 1  104 1  114  1  111 1  

界 PL 倒 1 51 1  44 1  42 1  51 1 日1 57 1  56 1 日|

1  33 1  7  1  34 1  37 1  41 1  47 1  58 1  55 1  

※ U 不自E古L拭料 P :  III 乱試料
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土 質 試 験 結 果 一 覧 表 (Bore Hol e N09)  
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壁は地下室の永久外壁として利用

される。 内壁は仮肢である。

b) ケーソン・沈設後，上土鍋削を行

なう 。乙の深さはケ ーソン自立の

限度までで約 5m と考えら れる。

c) 上土掘削終了後各柱の深礎工法

を実施する。 49;1i!;

d) 深礎工法が終ればケーソン上お

よび深礎内より鉄骨柱組上げが，

同時に 1 階および地下 1 階の梁鉄

骨を架檎し，各ケーソンの上部を

繋ぐ。

e) 以後 1 階ずつ鉄骨を組みながら

掘削を行ない，基礎盤』ζ 至る。

5  - ニューマティ ックケーソン

以上で当ビル地下工事の概要を説

明した。以後ケーソン工事につき記

述する。

その前lζ 蛇足かもしれないが，ニ

ューマティクケーソン( 圧気潜悶〉

につき簡単に説明する。ニュ ーマテ

t y  



イツクケーソン工法とは図- 7 1c示 U*I 乙は大正の関東震災後K 技術導 構造で，断面の形はいずれも相似

すように，ケーソンを沈設するに当 入されたもので，けっして目新しい であるので，その 1 つを図- 9で

り，圧搾空気を送って地下水を排除 ものではなし土木界においては広 示した。ケーソン水平断面は土庄

し，人力掘削により土砂を認1 ' 1 1 ' . する く採用されているものである。 に対して耐え得るように水平筋を

工法である。作業員が掘削する湯所 主筋としているが，外壁は将来ヒ

を作業室と 11手び，乙れと外界とを欽 J レの永久壁となるため，その縦主

製のシャフトおよびロックで繋ぐ。 当工事 のケーソン計 画 般jをあらかじめケーソン壁に組立

ロックには二重扉があり，圧搾空気 。目
ケーソンの数は 121主として，各 て て お し ま た ζ の永久墜に将来

の漏失を| 幼ぐ。作業員および土砂パ
ケーソンの大きさはビルの柱位置 取りついてくる梁，床版，柱など

ケットはシャフ卜ロックを通じて行
に影響されてまちまちであるが， の鉄筋はあらかじめ埋め込んでお

なうものである。 大体 20mx 6 m 内外である。沈設 く。

作業室はケーソン沈設後コンク引 梁はいずれも 23m である。( 図ー ケーソンと建築構造との1 & 合関

ートで閉迭する。乙の工法は欧米で 8参照) 係は図 101ζ 示すとおりである。

は19世紀の中禁より行なわれており b  各ケーソンは鉄筋コンクリー卜 c  工事数量はつぎのとおり。

一

ー十

司

V

柄
州
側

一一
一

弘

岬

昌

司

対

司

J

N

耳

対

・
1

1

主

義

誌

協

@

一

れ

討

対

/

「

b

③

J

i

h

自

P
ド

ト

F
E

A

診

抱

w

吋

刈

川

刈

w-

図-9

45 



3

0
ラ

ト

c  

j レ

ト

1予

軍

空
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図ー10

i M函断i師および! i J ! 築椛進取合図

写真一2 コ ン プ レ ツ サ 一 室 内 部

写ょ ｾＭ Ｓ 細 目IJ 機

4q 

潜函掘削工 28 ，000m
8  

潜函躯体 コンク リー ト工

9，200m
3  

閉塞コンク リート 工 1，800m
3  

鉄筋工 990τ 

7.  ケ ー ソ ン 工 事 設 備

(図- 8，図ー11参J¥({)

12; 1 正のケーソーは l つ飛び1(， 6 基

あて 2 固に分けて施工することとし

た。工事設備については，

。. 圧搾空気は 6 基のケーソンの大

きさ ，および作業員の数より 5 0 m
3

Imin の空気E を必要とし，計 535

IPのコンプレッサ ーを設備した。

また隣接地域乙とに帝国ホテノレへ

の騒音および振動を考慮し，地下

室を設け，乙の 中』ζ 収めた。また

当現場地域は排水系統が惑し豪

雨時には容易に浸水す るため， 乙

のコンプレッサーを保殺するため

半地下式 とし，その上床版上 にレ

シーパー倉! 払その他の仮設備を

設置した。

b  エアーロッ クはケーソンの大き

さによ り，ケーソン 1 基に対して

1 つないし 2 つ使用した。 6 基の

ケーソン K 対して 8 つの エアーロ

ックを設備した。

C.  封|気音の騒音防止のため排気

ホースの先に特殊のマフラーを取

りつけ，乙れK より完全 lζ 騒音を

消すことがで きた。また信号ーにつ

いては ，i車内外の電話を用いたか

ったが，適当なものがないので従

来の笛を用い，乙れを低音になる

よう改良した。

d.  1仏関I Di 111]! ζ は写真一 3 fζ示す よ

うな掘削除を用いた。乙れは三脚

デリックを使用すると場内が狭院

となり ，場内はトラックの通行' が

不可能と なる ためである。 乙の抑

J' jlJ 機は非常に辺転能率 がよく ，工

事の進捗に寄与するところ大であ

った。掘削機は 3 基設備し 2 基

は首'¥'11寺掘削し 1 基は移動の予備

としたq

e  ロ y ク餓装，掘円l) j 幾の移動，取

りつけのためK は トラッククレー

ン ( P&H) を利用し，またケ ーソ

ン型枠もメタノレフォームを大型ノマ

ネノレに組立て P&H κ より取りつ

け取外しを行なった。

8. ケ ー ソ ン 工事 の 施 工

。 第 1 回のケーソン 6 誌はH討和34

年 12月 4 日着手し 35年 3 月末日

終了 ，引続き第 2 回の 6 ti.U(. 着手

し， 7 月 3 日完了した。乙の聞の

所要期間はちょ うど 7 ヵ月 である

なお準備工事として，コ ンプレッ

サー設備および後述の帝国ホテノレ

側欽矢板打は，ケーソン 若手前 lζ

施工 して置いた。 ( なおケー ソン

工事は大林組の直営で ある〕

b. ケーソンを沈設する乙と円身は

別 lζ 捌かしい乙とではない。高気

庄中で郷削するのである から ，そ

れに伴 なう安全および潜函病など

特殊の問題があ るが，それ らは適

当な設備と労務管Pll で防止する乙

とができる。そのむl床で。当ケーソ

ン工事の最も特殊な点は①隣接構

造物の沈下防止および① ケーソン

の傾斜，偏位のJえである。

c  帝国ホテ ノレ側には地下鉄IVJ 訟の

ため欽矢板を打った。

i) 本来はニュー 7 テ ィッ クケ ー

ソン工法であれば無防護でよいので

ある が，当敷地は昔江戸城の法跡で

あっ て， ちょうど潜函位置に泌石が

埋没しており，また旧建物の基総な

どの障碍物が地下一 7. 00m ぐらいま

で予想され，実lii!if 乙当っても果して

騒々の障問物が存在したのであるが

乙れを函内で撤去する際にはどうし

ても掘越し，あるいは刃口外ま での

掘削を必要とする。従ってこの泌さ

まではど うして も多少の隣接j也拡へ

の影響は止め得なし、。

ii ) 乙の影響を遠 くまでおよぼさ

ないために鉄矢板壁を設けた。ただ

し，鉄矢板壁の長さについては-

17 ，5 0 m までとした。 乙のl A由は，



障碍物の厨を過ぎればケーソン外の 内に呼び込まないように掘削し 越しによる周図沈下は，ケーソン

土砂を函内 l ζ 呼び込まないよう に捌 た。乙れには刃 口下の掘越しをせ より約 Ｔｭ 離れた歩道縁石で Ｑｾ

越しをせずに洗下掘削せしめる。 主幹 ず自然沈下せしめればよい。しか 2cm 税度であった。

いに - 21mからの砂層には水がな い し障1刃物が刃ロにあたる場合は乙 g  ケーソンの外壁はヒ勺lノの永久野-

のでその影響でー 16 . 00m あたりか れを除去するためにはいたし方な となりまた各階の梁床l坂が取りつ

ら地下水圧が降ってくるので， 自然 いし，またケーソンの傾斜を直す いてくるため，その偏位が問題 と

洗下の状態で沈設して行 く乙と がで ためには高いブJ をいくらか掘越す なる。ケ ー ソン底面の偏位2 はケ

きる。したが ってケーソン 断面 と等 結果 となる。 ただiiiJ 述 したように 一ソンの水平偏位と ｩｦｾ 匹傾斜を合

断面積の土砂のみを掘削す るζ とに 主主' いな乙とに深い砂J ¥! i は長年のj.tJ 成したものであって，乙の最終誤

なる故， 鉄矢叙壁は ー17 .00m 程度 水で ，J也下水が渇れており，乙の 差を最大 ＺＺＡＺ ＲＰ｣ｭ と 仕様 ｾ ｉｌ 規 定

でよ いと考え られるか らであ る。 影響がその 上 部 ＴｾＵ m まで及ん された。

d.  三井 ビJ レ側および東宝劇場。IIJ は でいて，ー 15mから次第に地下水 h. ケーソンの平面移動はほとんど

それぞれ建物誌磁が - 21 .00m程 圧が降り ，最終的には 0 となるた 考えられないし，結果的κ も刃 口

度の支持層まで迷しているので， め揚昇力が少なく，通常のケーソ 据付地盤における偏位はほとんど

とくに防護設備を行なわなかった ン工事において必要とされる激し なか ったから ，問題は専 らケー ソ

ただケーソン外壁と乙れら建物の い排気枕下を要せず，最後まで自 ンの傾斜である。ケ ー ソンの深さ

間隔は最小の施工空間75cmしかな 然i沈下を行ない得る乙とである。 は 23m であるから ，詐 され る傾

し かっケーソ ンは乙の建物基礎 乙の点を十分施工管理し，所期の 斜 は 水 平 偏 位 がないとしたとき

よりなお Ｑ ｾＲｭ 深く沈設するの 目的を迷する乙とができた。 1/ 115 である。

で，乙の聞に影響を与えないよう 以上の結果隣接建物および地下 当ケーソンは内壁は仮壁で将来

にしなければな らない。 欽にはなんら障問は現われなかっ 撤去するものであるから ，努めて

e  
以上のどとき ZF'Wで， i笹函掘 IJIJ た。浅い屈の陣仰物撤去および修i 部くしてあるので，ケーソン墜の

lζ 当つては極力潜函外の土砂を関 斜矯正のためやむを得なかった銅 厚みが! I ' J 1愛で異なり ，平副主心が

図ー11 泌 磁 工 事 談 位 図
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ーソンの内外壁面 lζ 一定の深度間制

で土圧; 11および間以水圧計を取りつ

けた。この測定は将来も引きつづい

て行なう予定であるが，結果がまと

まれば他日発表される乙ととなろ

っ。

以上簡単に当現場のケーソン工事

につき記述した。ただ一般ケーソン

工事の細い内容については，大方は

十分ど存じであろうし，また騒々の

審物 lζ 記されていると乙ろであるの

で省略させていただし、た。

、
、

I

1

f

J

レピ谷
ル
匂

l

 

n
任

生

主

日

総

M

刷

所

任

休

必

E

大

耶

木

K

事

土

K

工

同

油

田

消

稲
者

昨

日H

aA

S

 

/

t

F

h

t

、
、

矯正できで，1士i隊書l乙規定された

範囲内に止めるととができた。

k. tt 設終了高の誤差はほとんど問

題ないものである。施工を慎重に

すれば，完全に正しい深度に沈下

終了せしめる乙とができる。乙の

誤差は 1cm 以内である。

9. 土庄の測定

ケーソンの沈下には直接関係ない

のであるが，沈下中の土圧およびケ

ー ソン終 了 後 ，中 央 部 招 ｬｾｴｬ の際の土

庄の変化などを知る乙とは興味の深

い問題である。 ζ のなl沫で 1 誌のケ

- ) jl ζ 制している。乙れは傾斜l乙

惑いと考えら れるので，鋼境をケ

ーソン内部K おき重心を合せた。

ただしケーソンが10m程度沈めば

その必要もないと考えられるので

その深さまでの重心を合せたわけ

である。 6 tまのケ ーソン lζ 姿した

剣塊の品は約 600 トンである。

ト 各ケーソン全部 lζ 地下障碍物が

多く， ζ の撤去のため ー7. 00m程

度まではケ ーソン傾斜が相当起っ

た。乙れを種々の方法でそれ以後

の沈下に当って矯正して行ったわ

けであるが，キいいずれもうまく

11 11 1111111 11 11111111 11 1111111111111111111111111111111I11111111111111111I1111111 11111111 1I1 11 11111111111111111111111 11111111111 11111111 111 1111 11 11111 1111 11111 1111 1111 111 11 111111111111 111111 111 11111 1111 111111111111111111111111111111 11 11111 1111 111  

名

ダイケン防火 9 イルボー ド

ダイケン防火ヒ ル" ，- ド

ダイケン防火吸 u 似

ダイケン防火プラ ン世

ゴールテ' ン防火イ J シユ

レーユノヨンボード

ゴールデン防火アコーヌ

W 1，防 火 吸 音 叡

一 一←寸

大量lt ウールボード工業 K K

ぷγ

"  

1I"f，: ハードボー ド工業 K K

K K*I 下繊維化学工業所

人 1  r作似の円本山林組梢」ドl' 聖母燃合板の規定1 1 : 迎合するもの

最 I  ! り本山林規約による「田t燃合敏J のぷかを行U う予定で

' 目。。

ノン叡| 住 友 ベ ー クライト K K 1 デ コ ラ

ラ化 1 K KD 立 製 作 所 | ヒツクーライト

E粧 | 総 下 旬 工 K K  1 パ ヰ ラ イ ト

網ピ 1 JII u ゴ 九 工 業 K K

合 ｾｉ 防浜ゴム 製法 ｋｋ
貰ル| グ

ｾｾｾ＠ I 長 浜 樹 附 K K  

副 担 1 ｴｾ 水化学 ｣ ｾ＠ K K  

化 I  i i 本 md云ムE業 K K

口 栄 化 学 工 業 K K

ア サ ヒ 合 成 工 業K K

大 品 応 用 化 学 工 業 K K

大 日 本 硝 子 工 業 K K

日 瓜 紡 紅1 K  K  

日 本 ポ リ エ ステルK K

万官ポリエステル" [ ; ! 1K K

K KII 立 製 作 所

l! U  liJ f 合 成 樹 附 K K

ｾ ｉ 士ポリエステノレ ｋｋ
日 商 化 成 K K  

中 仏 木 材 産 業 K K

浪 速 レ ヂ ン 工 芸 所

日 本 政 策 K K  

九 州 化 IJX. K  K  

稲 以 K K  

口 栄 化 学 工 業 K K

mJi i 特 妹 化 工 K K

日 本 無 償 繊 維 工 業K K

ｾ設省告示 Ｒ Ｕ ＴＳ 号にもとづく 可熱試験に合格した準不燃材料および難燃材料一覧表
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強
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似
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刻

材

( 注) 以上の一覧表は7月1日現在までは判った品ので， その後合絡した材料はずi干ふえる見込。

。司自不燃材料，，量燃材料の防火; 鼠験 lよつぎの 7 つの政験機関で行4よっている。

1. 建設省建研節 2 研究部 3.  東京邸建築材料検査所 5  京大生産銀術研究所星野研究室

2. J ; 巨大工学部浜田研究室 4.  W京消防庁予防部 6. 通産省梨京工業以験所

事 | タ キ ロ ン 化 学 K K 1 タ キ ロ ン 行 Y ド

製 | 筒 中 プラスチ Y ク工業 K K I サ ン メ タ ル

ス

ド

タ

ド

ス

ス

一

ド

ッ

ド

9

0

ポ

一

テ

一

一

y

ツ

隔

世

火

ポ

火

ポ

テ

テ

音

防

火

防

市

火

マ

北

股

カ

防

紫

防

ト

京

ン

ツ

林

の

X

研

火

燃

イ

ニ

北

味

V

股

防

鯵

バ

l良林省体III占験場

占「野石干' f K  K  1 、日本工業規絡 A 6901l C適合

日 東 石 青 K K 11 するもので，! ! I I 燃処理! をし

日 本 耐 火 ボ ー ド K K ＱＱ た厚ｾ 9 ミリメートル以上

*  洋 代 板 K K  11 のもの，または両而の紙を

下 代 凹 処 材 工 業 K K 1  ￬ 熊燃処加した ｪ 予ｾ 6  ，リメ

サ ン エ ス 石 1 ' f K K  11 ートル以上の bのでオガm

同右1:; プサムボード K K 11 混入率109匹以下のもの。

東北吉野石ｾ K K  1  J  

日木工業規桁 A 4509 ( 木ちセメ ント仮) K 迎合するもの

( l e官下J也川のものを 除く) で!宮古 12 ミリメートル以上の

色の。

羽山: f I i 販中の木J i ' セメント板( ドリゾール) はl手きが30 ミ

リメートル 以上ある のですべて骸当するとみて差支えない

木

燃| を

'" 

M 比一

燃材料でおおった木毛セメン l 板または石'寓ボード

料 Ｑ Ｗｴｾ空 ｮ 本耐火 ボード ＱＵＱＵ I  

ピル I  hil 和 :'; 7 サムボード K K I  

防 火 ラ イト工業 K K I  m火ライトイ市1似

ちセメ ノ ト桜またはイヲ 'ff" ' - ド( 僧不燃材料に該当する

のを除< 0  )  

内 ベ ニ ヤKI く | 防 火 イ コ ー プ ラ イ

治 合 組1 防 火 イ ワ 世ラホモゲン

"  1 防 火 ユ ー コ ー ホ モ ゲ ン

"  1  防 火 ピ ヲ ト リ ー ホ モ ゲ ン

J ヒホモ，" ード 工業 K K 1 防 火 ホ モ ゲ J ホノレ y

"  1 防 火 ホ モ ト ー ン

グ 1 m火 ラ イ ン ボ ー ド

古 ! i 1 木 材KK 1  ｾｊ￭ 火ナゴヤボード
"  1  防 火 ナ ゴ ヤ ボードリ ー プ

|防…-1<7 ，-
防 火 ノ ポ パ ン

天 竜 ボ ー ド

井 木 材 K K  1 防火三井ハードボード

"  1  防火三井股nボード

悶 木 材 K K アキモヲ防火ボード

本 ハ ー ド ボ ー ド K K 1  ゴールデン防火ハードボード 1

JL;; 二12二PEEKK|グ?23談 窓 ; 二 ど ド ボ ー ド!I 料

7  

燃

日 本 化 学 製 叡 K K

北 海 道 林 業K K

味 の 紫K K

3 ヤ J マ ナ イ ト K K

K K  ｾ量産加工研究所
苫 小 牧 林 産 加 工:K K

w北テックス工業K K

東 泌 ボ ー ドK K
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伊東の(

タイ ｾｉ

カタログ送呈

タイルマ ー ク

。>

@  

設計 ・市営繕課

路工 ・大成建設

納品 ・C C 130 

ｾ邸 ＧｬＷ - 7  

良 質 と 量 産 を 誇 る

f  t J 、 許可番号第 ＶｾＲＸ 号

、、 ，. - ・E ・-・圃・・-・E ・-

正F 衛生陶器は J I S 表示の伊奈の製 品を

伊奈製陶械式曾紅

本社及工 場 愛 知 県 常 滑 市 扇 面 新 国 電 ( 代) 7 0 0  

東 京 事 務 所 東 京都中央区西八丁堀2- 8 m( 551)5261ー 2・5921



、，

J  1- S 規格合 格 I171

@  

-
酷酸ビニール合成樹脂防水防湿剤 E

用 途

0 一 般 ! 鐘 屋 根 防 水

O シャーレンドームII綴紡水

0 絵 盤 屋 根 防 水

0 一 般 外 壁 防 水

O  ブロッテ 、ドリゾーIレ紡氷

o  ri I 格、便所タイル下地防水

o  ｉｴ ヲスブロァクｾｬｴＡＡ紡水

o  t' レシ、パイプ廻 り防水

0  亀 裂 補 修

0 打 継 z ジョイント補強

0 其の他防水工事会般

. 一-.. 伊v  

.  

11' 野田( i l

8 * 2二ロン株式会お

東京営業所

大阪事務所

本社、工場

東 京 都 中 央 区 銀 座 凶 三 ノ ー 建 築 会 館

小野田セメ ン ト四号室 T E L 京縮 (561)4411 ・4331

大 阪 市 北 区 梅 岡 町 二 第 一 生 命 ビ ル

小野田セメ ン ト大阪支府内 T  E  L  (36)  1261  (代表)

東京都江東区深川堀崎町一 T E L 東京 (641) 0992 

営 集 品 目

ユ ニ ロ ン A  

ユ ニ ロ ン B  

ユ ニ ロ ン ・溶 剤

ユニロン防水フィルム

ユ ニ ロ ン M 

ユニロンコーキング

ユ ニ ロ ン 愈 結 剤

汁' J I ンヲ) . ，克砂川製造株式会組

本 社 並 工 場

東京支庖並工場

支 庖. 出 所 張

兵 陪 県 尼 崎 市 長 州 下 稲 川 新 旧 田r 44 I{! 認 ( 48) 4  9  4  7  

埼 玉 県 厳 司i 大 下 寝 起 1 6  2  0  ¥fi 活 版

i郡山 ・八 幡 ・名 古 庄 ・ 川崎 ・岩 国 ・宇 部 ・延 岡 ・敦 賀 ・三 以 ・徳



日本ド ｆ ーテ ｉｉ Ａｉｾ製油株式会・ ｴ崎両 副r ＮＮＮＮＺ，調 ｉｊ￦ ｦｊ司ｾＺｅ、冨侃

本 社 工 場

事E 工 場

東 京 支 底

福 岡 出 減 所

・名 古 屋 出 世E所

_ ' ; 霊園阻E 詞 圃

取 締 役 社 長 出 向 井 啓 蔵

支援 221召 町 3ZZ  L; ? ?  t E 支E52?ぺ6 6 J - ;

大型吸音板

?  

吸音性

コ
- ｾ＠ : J  

，+: [ 板と多. f L11Ji，(.i利i板をt ' il l' iし、 十事 (i 剖11ζ2戸公的を・51t

けて駁ｾＢの吸収 を が ｊ 泉的にしており 、さ ら に防火性 、

耐水f山ζ 富んだ吸音奴です。

施工の簡易 、仕上りの美感 ・

60 x  182cm・90x 182cmの大型板で美しく仕上り 、

しかも工期が短縮されるので経済的です。

用
途 工場、映画館、絡納J i l I の内壁、天井野

地板兼用材として恐! 忽的です。

規 格 I?: . 2 0協 ・3 0協

11l. 60 1'. - 1  0 01'. 

長 1  8  21'. - 2  0  01'. (説明書送呈)

アコニオン吸音率 Ｈア コ ニオ ｙ ＲＰｭｭ Ｋｾ 宝 ｕ 白 Ｓ Ｐｭｭ Ｋ 鋼体 Ｉ

l…) 1 州 400 1 仰 い側 1

2叫 側 |側

l

⑥ 旭 化 工 板 製 造 株 式 会 社

問中Ｈ労 ｾ Ｒ 1  76 1  86 1  67 I 市 1 62 1  Ｕ ｾｉ＠
大 阪 営 業 所 大 阪 市 北 区 茶 屍 町 3 8  T E L 大 阪 は7)代表 6555 - 7  

5在日出 張 所 東京冊中央区日 革協人 形町2町 2(大 林 ビ ル ) T  E L  東京 (671) 9  8  6  6  

平 社 工 場 尼 崎 市 下 収 部 久 々 知 的 2 3 5 T E L 大阪 (48) 3  0  8  2  



画 輔 崎 藤 蕪 咽 置 園 田 園 醐 圃 圃 園 田 園 田 園 田園 田 園 田 明 無 野 明 圃 園 田E 咽園田盟国園田園E・E ・ 園
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1， ま え が き

II ({ 和2 8年明から何とか;) 1ー桁山切で

ない工法がないものかと計画研究に

お丁ーした。当初は継手が剛であるリ

ングj彰式から逃み出したが変形のノた

さな地盤に対しては 何とも納得がい

かない。また j杉も リングでは，fJ:!，I; IJ り

が羽IJJ返して適用組聞が扶くなってし

まう。

結局j診をリンクに拘わらない，継

手は剛にしないでピン形式とする仙

下部分の移動および材料縮みはヂヤ

ッキ加圧で逃げる乙とにした。

いろいろの都合で模型的な進め方

から実施計画に移したのはH丹羽132of

名古屋東海テレビ山留工事である。

4 : 実胞工法での不{ l 1 ! i を汀正し改良

したのがIIH和33年東京浅草橋大和銀

行山留工事である。

II({ 稿] 344 ' 東京丸の内商工会議所で

は各工法を検討して最も大腕絞な本

jJ. Wf 工法をi薗mした。詳細な測定を

行い本山留工事も無難に終了したと

ころである。

J-.!. 角， I 型と尺角 1 型紅lみ材と

各砲の材料を使用しその使いブi もど

うやら解りかけてきたように思う。

本稿は ζ のよ うな迫持型式山留と

土との関係の考え方を主に述べたい

と考える次第ですからど参考になれ

ば幸甚です。 写真一1 大和銀行浅草支応山留Ｈ昭和 ＳＳｾ Ｓ Ｔ 年 Ｉ

志 岐 武

2， 迫 持 型 山 留 基 本 概要

1)  一般的な特質

山留工法は矢板，腹起しを介して

.fR伐側面土圧を切突でバランスさせ

るので材料変形，イ士口変形などは避

けられない。変形1(.1、loい Ul も児常

となり巧! 以外の τ]11&を必J包するとと

もある。

i制限の上: a ，性状にもよるけれど

も，予め主働および受依l J l 庄の関係

を考慮して、適当なカを加えておけ

ば予想外の土圧先生を| 坊ぎ} . ' ，J 辺tt

エ二 3去

司

下，惑変形なども予想計画内 に納め

ることができるはずである。

乙れらの τｆｾ 裂を有効 ｬζ 利川しよ う

として迫持山切工法を考えたのであ

る。

2) 架 橋

Ｋｈ 伐周辺ｼ判 ｾ｜ｩｬ ｬｌ Y(t ｾ＠ ， 11' ｗｾ＠ tll材 l乙て

桃成した火 ｮｾｾ 的 ｬ￺ 作品日柿をｾ設す

る。 I撃材の各節点からの切裂でj血起

しを支える。土庄は} j 友起しを泊して

切架より弦材に伝わり，弦材からま

た切架へと伝わり ，土圧とバランス
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2m- 2 商 工 会 議 所 似 伐 お よ び 山 町 工 ! jJ Ｈ昭和 ＳｾＭＳＵ ｦｦＮＩ

する。弦材 lζ 伝わったカは長終始iで

支持する。

3)  架橋の節点

梨椛を構成する時1材lよピン! l i i .r.' l で

述結し迫持ちを椛成する。乙のよう

ｬ こす れば各市 Ｎ 材 および ｪ ｭｾｦ ち当日梢 の

いづれにも 1111げを1' 1:わず州ノJ のみと

なる 。 各創 ｜ｬ ｩｊ 士 Ｑ ＭＭ 圧 ｬζ 平 ｾｩ するため

に移動す る。 上下の移動はf 1I l ! 杭にて

受ける乙とができる。この似合品目柿

ｾＩｽ＠

首i 1 図 迫 持 応 1J 伝 達 凶
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のみを取り 出して考えると水平而に

おいては全くの不 安 定 構 造 物 とな

る。宣i ' i 点がJ)<平移動を しても 内fi[ IJ に

凹まない11J } j [ にて安定すれば，始め

て乙の品QflYi( 立安定構造物となる。

移動して安定する限度の角度およ

び不平衡ノ1が旅l川端 であり 似伐 j，';j 辺

ておけ ばその11日圧) ] は外郎主{ O} 土圧

とパランスするまで節点は外l乙移動

をし安定する lこいたる。

常に 施 工途 ｮｾｦ にお いても節点移動

量 だ けを調ｾ ｉｩｩ ｊ し 符るヂヤ ｹ キなどを

投ければ常 l乙安定当日椛と なる上に周

辺の不測の沈下な どを避ける乙とが

の|付。ll J移動を(' ] <うことに なる。 できる。

あらかじめ' 立働上庄の範011内で不 4) 特 徴

平衡 力 に 相 当する力を娘 梢 ｾＺｉ ， ｗＺＭ 加 え

P なる外力が作用 した場合の応力

の伝達ーをl究l示する。 P は弦材 EF，F G 

に各分) J を伝える。 FG の応力は jjt(

接的i部 lこて支持される。 E F の応力

は節点 E にて， DE と切架の方的! に

，ｾ働力をｾ Ｍ ずる 。 ｄｅ は順次 C D，

BC， AB と伝わり ，各l i ' i i l!-に おいて

はそれぞれ切梁方向に受働力を' 1 : じ

て伝達 され節点移動を生 じて平衡す

る。各節点の作用力について以上の

とを当 て依め，各部応力を合成す

る乙とによっ て設JI 応力を求める。

本 工 法によ れ ば 中 央 ｾｾｓｾ こ は切匁や

支保柵杭などのない大きな空間が残

るので，土工機械による郷削が可能

となり ，掘休工事 も進行が容易 とな

る。

また山留材の泣も少量と なり経済

的である。山留のl j { ; l 設而政が少ない

乙とから杭打ちその他の工事も イ)1行

でき ，爾後の駄目 工事も 減じ， 従来

の切然の存在による板伏期間および

躯休工事の工程を大巾に短縮する乙

とができる。

なお少数のヂヤッキ加圧によ り線



伐周辺障害は極度』ζ 減ずる。

本工法の最大の特徴は桜伐周辺障

害防止 と工j切の短縮とである。

3， 迫 持 山 留 工 法 の 適 合 性

本工法の採用 l乙当っては敷地条件

建物形状， ｭｾ および精進， 二 ｬ 二 賀 状

況などのいかんによ りtlt Iむこ決定し

なければな らない。

3- 1) 敷地の形状

敷地のj彰によっては本工法を適用

1 てら不利な場介 もある。しかしイ工

来1・法( - 比 して[l1l o異形の赦 j 也に対

してはかえって 白利な場合 さ え あ

る。

第 2図』ζ 示す実Jj在例の迎り，工 'Ji

敷地形状 によ り工法計画が異なる。

図③，⑮，@ いづれも実施例でIct 物

柱床な どを避けて迫持梁を計l回した

もので辿持計画lζ なんらの困難を感

ぜずに実施できた。とくに③，⑮悶

のような場合，在来山留ではかえっ

て切ｾを入れるのに難しいように思

える。

fiX地が細長い切合にはあまり効果

がないように感じている。

なおj Q持山留の方が周辺沈下が少

ないので隣家が街集している場合 l

は都合がよい。

敷地lζ 高底差がある場合 f( は一般

山留 に 比してバラ ンスを取 り刻ＨＺ ｾ、か

ら避けた方がよい。

建物別校は板{ 文部: ti'j 500m
2

以上か

ら 2500m
2

ぐらいの と乙 ろが一般 山

切に比して効果がある。それより広

いと ζ
ろになる とj) I]f ( アイランド工

法と 比較 しなければな らないので明

確 I( は解らない。

』良伐深さすなわち切梁段数である

が⑤の湯合のように 4 段で もなんら

支防ーはないし綴伐の工程が短縮され

る傾向 にある。

3- 2) 土 質

商工会議所は丸の内 にあ り棋準且

入 値 0 であった。本土質は液性限界

を超過したシノレ卜でヴアキュームデ

ープウエ ルを使用して液性限界内{

合 J J<:Ii1を落した。山'K{全段の水平移

動は lOcm位の移動で止った と乙 ろ

を見る と，な んらかの方法を併用す

れば大した支防とはならなし、。

ただヂヤッヰ立;Mを 上で支える ，ij'uni

にした場 合 ( !:!¥2 閃③参照) 叫i移動

は困るから 一|分笠間な支持体を工作

しなければなら なL、。

変革IJ が多い上質ではヂヤッキの働

きを長くするとか，紋下は変形が大

きく採れるように始めから :niifii して

おかない と，七質変形について行け

ない迫持となって終う。

ト.fl 変形が大であっても， iu拘lよ

らゃんとつ iいていって. 常! ( プレ

卜レ スをJ -.I ζ ' = . i えているようにした

い。

4， 迫 持 山 留 の 実 施 形 状 お よ び

詳細

1) 架構の形状

必ずしも希望する形に奴Hli を設内

でき ない場合もあるけれども，形状

はできるだけ整形とした方がよい。

でき れば完全円孤線上 に采せるの

が良いわけである。すなわち解析が

単純で各部応力も ー織に伝わり，局

部的』ζ 線開を生ずる ことも ない。ま

た不平 ｾｩ 荷重も 小 で日 ｼ し、てはヂヤ ｹ

キ加1圧力 も少な くてすみ ，材料，資

材 も節約できるからである。

施工に際してはよ思出しその他許符

移動fJ: も平均化す るので適宜に処医

する ζ とができる。

弧の IlllEt¥はでき るだけ小さくする

整形でない場合 も同様である。一つ

の弧で小さくできない場合ではいく

つかを組合せてもよいのであって商

工会議所の場合は四つの弧を組合せ

たものである。

また矢板 市!こ弧の一郎が直接に接

するようにしたりして，安定& を13

める大和銀行の場合のような 山千百法

も巧ーえられる。

( 2  ) 節 点

架構は不定形で切梁方向もまちま

ちとな らざるを得な い上 l乙土圧も一

- 5πL 

③耳i 櫛 テレビ一段( 1悶32)

隣 接 家 股

⑥大和銀行一段( 悶33)

。 ｍｕ［ ｾｻ 商て会議 ｩ￬￭ (矧34)

ｭ Ｒ 図ヲｾ h 1 I i 形状

定ではない。乙れらをバランスさせ

るには端部ヂヤッキで押すのであ

る。端部の圧力は順次に節点移動を

ｦｬ ｾ いながら力を伝達するのであるか

ら，節点( ま水平面にピンであるか，

または少くとも部材同'1皮より低い節

点| 制度である方が郎会がよい。

もし節点が悶11であるとカの配分が

うまく行かず，矢板壁に平均 lこ力が

加わる ζ とができ な くな ると 同H寺に

部 材f( 大きな山げが働 らく 乙と I( な
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第 3図 迎 物 地 下 平 1日 お よ び 迫 持 形 状 図

り，変な二次応力を生じ部材rc土か

らの不均勾な主働力を作用 させる結

果になるこ とさえある。

iiilluζ 掛ける切梁は一本がよいが

千年通は 2 本でも差支えは なさそうで

ある。 3 水であると不静定次数が憎

して静定として取扱えな くなる。

節点移動は水平移動のみを許し上

下方向は杭lζ て支える。 上下方向の

節点移動を許すと安定がJJi jれ危険で

ある。

写n- 3 大 和 山 留 継 手

I 型lζ 0. 8' P与を抱かした部材 で

鉄骨 I 型のみを継手と考えである。

継手には強度 360kg/ c m

2

のコンクリ

ー トを充填する。本工事終了までに

継手コンク リー トにはなんらの支障

を認めなかった。

弧材は I 型の組み令せで，部材 k;M

部継手全部を鉄板枠に入れrt に強度

360kg/ c m
2

のコンクリートを充填し

である。

52 

節点、' i : ; } くて] z 移動を起しでもよいよ

うに考えるので，災イ、l けなどでは街

活[が怒く二次変形を起しがちであ

る。コンク リー トを充JJI するのは簡

単であ るけれども耐力を幾分下げて

考えねばな らぬ。それでも十分JJ を

伝達させねば ならないので高張良:

( 400 kg/cm
2  

) のコンクリートを使

用したい ものである。

鉄骨ピンだと il..ll ii 命的には完全に力

を伝迷し得る ように考えられ るが，

写真- 4 商 工 会 活 所 山 留 紙 手

施工 '1'本継手水平移動は 20 m m -

80 mm 位であったが，部材は外凸 lζ

1  Omm / 6000mm ( 部材長) 位の変形を

伴って，継手コンクリート ( c はなん

らの亀裂を認められなかった。

数百 ton のオーダーのカを伝達させ

るにはなかなか大げさ なヂ ョイン ト

となるから避けた方が 経 済 で あ ろ

う。ピボッ トピンみ たい lζ 考えると

了皮よいのでは なかろうか。

3) 端 部

せり ｦｦｦ 全 体の ｾｉ iiljj にもよるが端部

をいかに取扱うかは一つのポイン ト

である。

)1ffij i部は継手と 同様』ζ 上下移動1i 許

せない。端部 !c て集中的 にヂヤッキ

を掛けるのであるから ，ヂヤッ キ民

は不動点である方が好ましい。

しかしながら不動点にする乙 とは

なかなか大変な工作作業を要すると

思わなければならない。

土lこ直接端部を支持させる乙と は

土のそ働力の関係、内の変位を十分考

えてからでない と難 しい。 二Lの受働

耐力をWiJ JI l させ変1立を小さくするた

めには薬液またはセメン ト注入をし

て |二を固めたりシー トパイルまたは

I 型で十分に補強しなければならな

し、o

0l 物 lζ 支持する場合には一般には

地階のう誌と梁の 中Ifl j! c支持立:fii がくる

ので建物の部分的強度をチェックし

たりまたは 上下 地ｼ松 Ｇｌｾ［［ ， ｬ 部がくるよ

うに補強する必EEを生じ る。

写ti - 5 大 和 山 留 端 部

ヂヤッキ 10010n 封ii i涼は上 lζ I 1'1

を 2ill に打ち込んで受働力を附加さ

せてある。 ヂヤッキ加圧 50 10n で変

位 3 - 5 mm 程度であった。ヂヤッキ

が故障した場合をｾ えてヂ ヤッキ向

。IIHこ布hをu: ¥し，袖端と部材尻とにフ

イラーを 入れ ておき Ｇｩ［ＧｾＮ ｾ ζ フイラーを

別して行くようにした。ヂヤッキ倒J

き長 15cm であって最大 80mm まで

働 l 、たのである。
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5) 測 定

木 工 法を実施するに当っては↑ ｩｾ ｬｬｩＺ

! と検討してれ抑当行の同訟をねたも

のであったが実際はし、かなる予忽し

得ない状況になるかは解らなかっ

た。ともあれよ圧および切架応力の

官i山

状況を紺|かく測定する必要を沼めて

次のような試験測定を行なった。

もちろん乙れらの方法は当分木工

法実}j在するに当り測定するつもりで

いる。

ワイヤーストレンゲージによる

部材応力測定

コンタクトメークーによる H  

土灯二 Ｚｾ ｉ による上 ｊｦＮ 応、Ｉ ｝の測定

シートパイ J レの寄りのI ) J .IJ 定

各節J b移動の法IJ ，と

各測定値を験討して施工を. i i J j め安

全に管理する乙とができるわけであ

所

務し一定の圧を保つようにした。

4) 弦 材

弦材は力を伝える主要部材である

所ｾの耐ノりを干 ｉ しなお街喰などにも

耐える安全なものでないといけな

い。一般には最大応) J の郎材になら

いて与材とする。 I 型と ｦｊｊｾ オ， J I¥1の

組み合せなどとあり規模，応) ] に合

せていづれの] 杉を採るか決定する。

弦材の各長さは座屈，切ばりl i ¥J附

などより考えると同時に取扱いの前l

払化を考 lむして 6 m ぐらいがよい

と判断した。

8  m であると除よーするときに切断

を放ーする場合もある。日立材 ｬ 立。 Ｇｬｾｨｪ｝ の

みで Jljilij できるように巧えても指名手

の抜いブ ｪ により Ｇｬｾｨｪｊ の外に似心制 ｨＩ ｊ

による 1111げを幾分J5政しなけれはな

らない。この立味においては弦糾は

四戸J断面より 巾広 l折田としたブJ が合

恕的であるし安全でもある。

商工会議所の湯合』こは I 型rmlC.コ

ンクリー 卜を充燥したと乙ろもあ

..iII 
A  

"" 

ヱ商五llU 白1¥4 凶

せり ｪＡｦｾ Ｚ Ｑ，ｩ郎同志でお 五 ｉ ｣ｪｦ ｝ｬ し合う

ヂヤッキの伎い方は商工会談所山仰

にて災胞している。 2 0 0 ton ヂヤッ

キを使用した。

ヂヤッキは両弧材を同H与に押すも

ので弧材 ［Ｑｾｨｪ ｊ とし てはヂヤッキｲｆーは

合力となる。移動は最大 1 2 0 mm で

あり 4 ケ所各々迫っていた。ヂヤッ

キJ f 180t on { : 立を有効と考えていた

が能力一杯の 2 0 0 ton まで jl J 1した。

乙の山留を除去するときヂヤッキ陀

を旅して見たが支持端を取りつけた

十文字梁の絡みが 15 mm 位あったの

で，絶対変形畳は 135 mm 位あった

と考えられる。ヂヤッキ圧は fljc 11 溺

る。測定値は毎 n 3 回採り毎日チェ

ックをして*11 i 強その他の方訟を検討

するのである。
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理論的 lζ 解明 して行 きつつある。

山留工法はより短期l 1aに，より経

済的 lζ ，より邪魔でな く，より後) ¥

付け に便利で，より安全でなければ

ならないのは巾すまでもありません

が，幾分でもそれに近づ くよう に努

力しているものであり，本工法もそ

のーっと考えていただきたい。

幸いに 関係 された ｌＱ ｾ設計工務 ，

三菱地所会社などの ど好:立によ り実

施の機会を得て，担当各位の昼夜に

分たぬ努力により， 一歩一歩前進し

得た乙とを心よりＡ必 Ｎｾｬ する次第で

す。読者各位の ど批;i'Iと どj写tl ';を深

刻L、た します。

111 所

2占木( (-j -I : . ' l ' i 工学的進歩が未完成で

あるので上圧の特牲を |分欄まずに

本工法のようなバランス的な地彼の

線伐工法を実胞する には，当初J すえ

た以上に詳細11な実験および測定を実

施しなければならなかった。それに

つれて旭当各位に多大の ど骨折りを

強いた結泉，大した支附E もな く大怖

の工法概念、を得たように思う。郎分

ｦ 内 に はなおも改ｾＮの余地を銭しては

いるが，現在の知識と経験により木

工法は卜分消化し得るのである から

今後もどしど し採用して行きた l 、。

なお加II: 下の士圧，変形後の上IJ.

などの分野については当会社研究所

lこて以WJ の実験および試験を行ない

よE

，、.

t 込ヨ:日百Ji( 

*  

m5 図

本測定値の中で長も稲: から しいの

はワイヤーストレンゲージであって

他の測定探材はなかなかうまくいき

かねる ようである。測定値の中でヂ

ヤッキ加死後数 II/1¥Jは必ず上圧が下

がる傾向にある。このこt.FF低下を低

下した状態[ こ保てば， より少ない L

庄で施工がで きるかも知lれないと考ー

えら ｾｌ る。

乙の特徴を明確にするため Ir . 実験

室で試験を行なっている から詳細lは

いづれ何 らかの方法で発表する機会

を得た いも のである。

( ' M'i' 大l占星l ¥投K K技術研究部)びすむ
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欧 米 の 基 礎 工 法 を 視 察 し て

庄 聖子

私は昨年口木生産性木部派遣による欧州基礎工学専門

視察問の- t l として，約 2 ヵ刀 にわたり欧州 8 ヵ閃 と米

同を訓告案して 11月中旬帰国いたしました。

しかし全く弥次喜多的研足旅行でありましたので，取

J' r. ててど報告1 ' 1'1上げるようなおりE話はどざいません。

ただ直感(f. Jな各地での感想と Fro胞 の Benot o 工法， ド

イツの V ibro- Fl ototi on，イタリ ーの Bentoni te 工訟の槻時

をrt 上け. てみたいと思います。

団員の構成は私を除けば実K 一流の engineer ぞろいで

京都大学の村山 博士を団長 IL ，ダイハツ工業の伊瀬常

務，京阪神急行電鉄の鈴木常務，関欽の百. 味局長，八幌

製鉄の若柳基礎設仰ii. ! l ! 長と私の 6 人で， 9 ) J 13 EI  Ai r-

ｆ ｲｯｮ｣ ･ 機で羽間空港をＯＱ Ｇ， 発し，北 ｦｾ 廻りで途 中 ａｮ ｣ｨｯ ｲ ｯｧ･

で休疋! し， 14 n  ( 地方1I !f) !ι F問 問e ＡＨ到 ｊｾＧ ￍＢいたしまし

た。( 写真 1 )  

まず荘、も外閏に着いて最初にだれもが一度は味う強度

な欲求不満痕と，タク シーやボーイのチップlこ似まされ

て お Ｎ ｾの計算がなんとなくわか ら な く なり，早発性痴呆

症をE しました。いまカ、ら考えると不思議に思えるほど

気短く なって，いろいろな珍芸を演 じたものですが，な

かでも hotel の bot h-r∞m IL何気なくたれ下っている

麻紐を 叩 伊 町 sign ( 危急信号) とは知らず，洗濯物を

ぶら 下げてみたり ，思い切り引っ張ってみたりして hotel

の支配人をひ' っくりさ せたのは痛快なものでした。

しかし元来土木屋というのは土やぶという簡単にみえ

て， 突は千変万化す る化物 と取り組んでおりますせいか

変化に対する心臓はいたって頑世 ｾ ｉｌ でき て おります。い

ろいろ見せら れた工法や研究施設にいたしましても， :fl、

なりの勝手な判断を絞り込みまして，どうもお聞き背し

い点があろうかと存じますが，以下 2，3 ど報告さ せて

いただきます。

まず仮 /1¥しの地 Fr町田 で知られている悲磁工法の 1つ

Benoto 工法について申上げます。

乙の工法は段近日本でも多 く使用されるようになって

おりますので，われわれもとくに興味を持って凋をして

みました。( 写真 2 )

勝

みなさまもすでにど承知のよう κ Benot o 工法と rt し

ますのは ，:gl .t，;;j打 conc附 e pil e を造るための coslng- p'pe

を水平捻りによって sk in-f rk ti on をv，& じ，co引 ng p'pe の

lt を grob-bucket で航! っ て行二 く方法に特徴があります。

1)  Fr ancc の位陀性本町iを訪れた - 1I . I "j って ，( iから 三人口

が』、 ｦｉｊ ｉ ｉｾｉｑＮ

2)  Benot o 工法。( フランス)
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この工法はまず hommer grob で土を掘削し，かつ，つ

かみ出し tubi ng- orm を介して cosing tube をつかみ ，こ

れに円周 方向の往復運動を与える。この往復巡 ifi )J は川周

上でわずか 1500 程度のものでありますが， ζ れで c 0 5，ng

tube と土とのj苧擦 を断ち 切る乙とができるのでありま

す。

cosing  tube はi ' I 宜で沈下し，また cosing  tube は掘 lJ IJ

にとも ない沈下していく。沈下するに従って上へ上へと

新 らしい tube を紺; ぎ足して行く。揃内IJ が完了したなら

ば，この cosing tube r t  (こ conC' rete を打ちながら cosing

t ube を引抜いて行くのであります。

乙の特徴あるカ JI 陀式のいろいろな機構はj ; : によくでき

たもので感心いたしました。

しかし ｆ ｲｯ ｮ｣･ で恋いと ｾｊ［ され る 地 ｬｬＺｴ でも，わ れわれか

らみますと J¥常に予任悦 ( pre-consol idot ion) のよくでき

たj也縦であります。従って乙の機械をそのまま 11 本に輸

入いたしましでも Fronce の hord cl oy とは迎い，予J T : 街

があ まりでさ てお らず， しかも介水比の )¥o'i;¥'，こ11い軟弱

な品，Ij土， silt Wi では{ 府内IJ の 0 問 roti on にかなりj ' : j f' ，I ねがあ

ると思います。

ちょうどー絡に行きま した同欽の冗 l沫FJj 口よりその点

につきまして質問苫を提出いたしましたが，その解答議

論の内科は針業上の秘情で' あるとして解答がれ} られず残

念、でありました。

しか しなが らよく考えてみますと ， ζ れは質問する方

に1! ! ( J 1J l がございまして Benoto の機械波間は Fro町 e 人が

その上質に適するごとく考案したものであって，必ずし

も日本の 1:'el4. 'H' J まで汚肢に入れ る必i Jf はなか ったはず

であります。

私見といたしましては Fronce のi' ¥' 政府は 11 本のそれ

と 比較してｼ 二質 椛成 の年 代が全 然 ｊｾ なるので ， われわれ

が ζ の， ｜ Ｇ ｾｦｬｬｬ ほ特許 機械を 買入れても， ｩ 立主な外貨を 多く

払う' ，1;1]1[ ， ＱＱ 木の ｩ ｴ｜Ｇｦ ｩｾ ｊ｛Ａ ｈζ は不 適当な問題が いろいろあ

ると思われますので，買入れ る場介 Ij ) ; : い( - 研究しなけ

ればならない と思いました。

次に Fronce から London に渡りました。

London は山発前に ，非常にサービスが，悪 く税関には

3)  騎 円 相I 兵 のうど 代 儀 式
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戦争中シン ガポールで捕虜になった 旧軍人がいて，日 本

人にはと くに厳 しいと聞いておりましたので，乙わどわ

Ai 叩 0 け に降り i l. ちました。 しかし乙乙で私どもは ，ま

た愉快な珍主を演じ ，X に気梨にこの|主! 門を通過しまし

Tこ。

一口! こr J l しますと nO・comment syst酬 とでも 申し ます

か，な にを聞かれでも " no" で頑張るのであります。

われわれ Il 本人は英活を訴す場合 " yes" と “同" の判

別に Ｚｬ￹ も ＡＮｪ ｾ ￮ｬＱ を持っております。

“何 々を作っておられないでしょうね"

と質問されると

・・はい， もっ ておりません H

と答えます。 ｾｾ ｮ では乙の湯 合

0 ・いいえ， 作 っておりませ んH

ということが必1 } f で，すなわち “ no" が税関ではほ とん

どの場作必i Jf なんですが，ついわれわれは " yes" を使い

まして，大変ないじ恋をやらさ れる乙 とに なります。

そ乙で私どもはあらかじめ相談して H 同" 以外の 11
1
，訴

は全くし ゃべらないことにしよ うという乙とで，それぞ

れ参りました。

H ど乙から来たのか" " no"  

H 何のr I 的で来たか" " no"  

H 何 1111¥]11' 1るのか" " no" 

といったあんぱいでやりま したと乙ろ，おのおの手ぐす

ね引いた税関の述1 ' ¥1 も，会くあきれてものがいえないと

いった総子で全然荷物にふれる乙となく ，全日熊本通過

させてくれました。会 く乙ちらもあきれでものがいえな

かった次第であり吉す。

さて London の市内見物で以も 印象に残っているもの

を紹介いたします と，パ y キンガノ、山殿のi将兵交代であ

ります。

バッキンガム7;; 殿では1IJ 11 午前 10川、ドIr . 術只交代をし

11 11寺には附 II;; Wi 只の交代儀式が軍楽隊の行進に合せて行

なわれているのであります。しかも乙の術兵はrfuでも

熊の皮で作った相子をかむり1 ' 1赤な布で作った忍千存 しそ

うな' i Efl lIをおて観光旅のための d師 onstrati on のような儀

式を行なっている乙とであります。( 写j . ' . ] ; 3，3' )  

1 1 1  

3' )  ロンド ンのパツ キンガム宮殿の衛兵交代



乙のあたり英国は何か意地になって古いものを固執し

ている といった/ [ < ; じを受けました。あの古めかしい異綾

な服装も 当初は最尖端のモダ ン調であったと思いま す。

つぎに 申上げたい乙とは Wi ndsor 械から Tharnes ) 11を

渡って左岸の北方約 1 km にある，英悶でも有名 な Et an

Cal l ege  ( 1440 年創立) の学生についてであります。 こ

の大学は小学校から大学までを備えた総合大学でありま

す。私が ζ 乙で縫いたことは， ζ の学校の桁IJ n&がエンビ

JlI l で 8 才 ぐらいの小学生が，乙のエンビ )]11を者て歩いて

いるかっ乙うを後から見ますと，ちょうどペン ギンが歩

いているよう なかっ乙うであります。

従 ってパス や屯車 に釆 りましでも Et an 大学の学生は

jj' j ちにわかるのであります。そうして，乙の Et an 大学

の学'1:. は突によく紳士教育ができ ているのであ ります。

例えばパスやそ の他の釆物 lζ 来 っても女の人 とか老人

が来って くると必ず席を ゆづり， ｉｉｦｊ を歩 い てい るｾも 全

く紳士的な歩き方をしている乙とであります。

永い伝統をヘTった騎士道教育の徹底振りは敬服のほか

ありません。しかしなが ら私と しましては正直なと乙ろ

小さい子供がエンヒ ｾｮｵ を者てペンギンのようなｾで澗歩

している様子は，どうもお族趣味的でピントの合わない

ものでございま した。

つぎに 5t 民 khol m，Copenhagen を視察して ，欧州で最

もJIJH;¥していました西独に入りました。

PliH¥には 2il 昼間あまり討ilイEしてド イツの七質工学会の

案内で土木建設局 ，Hamburg 港，地下鉄 Wi l hel m Wel l er  

C o などを視察訪問いたしました。乙 ζ ではドイツの土

質t 学会の会長である Dr . Lohmey er 氏と同長の村山先

'1 が忽志、であり ， しかもちょうど ト・ィッ κ 伺学1: 1]の京都

大乍のJ j ; J I:先/ トーにお UI 言fーになって方々を悦終する乙と が

できま した。

ドイツでと くに 印象に残っている ζ とは， ドイツ人特

有の backbone であ ります。フラン ス人 K も大いに似た

と乙ろはありましたが， われわれ 11 本人と少し変った一

例を rj j し上げます。

私ども 研究所，会宇|などを 1' 1動iIi . で訪問す る場合，外

mに来って行 くと必ず守衛にH千び止め られ氏名，行先，

川nなどを*fJ l待iに; 刷べら れる。しかしドイツの国産車1(.

乗って行くと 守衛も敬礼して通してくれる。と乙ろが日

本では，乙れと全く逆なのではないかと思います。

私ども が日本国内でお得意先へ同住の小型 [ζ 乗って行

きますと ，厳重な Jl l < . 調べを受けるが，大型の外1[>.1ζ 采っ

て行くと，守衛さんも最敬礼してていねいに通してくれ

る。どうも口本では大型外ml Iドが守術計百rr free pass の

要件のようです。いかに舶来好みの日本人とは L、え，乙

の辺でわれわれも一考を要するときではないでしょう

か。

つぎl乙， ドイツが世界的に最も進んでいると思われ る

1

i

l
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-
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'1，) Vi bro- Fl at at ion 工法( 原子力泊目所の現場。ドイツ)

ｖｩ｢ ｲｯＭｆ ｬ ｯ ｴ｡ｴｩ ｯ ｮ 工 ￬ｴ について概時を 乙Ｇ 説 ｉｾ｝ｲｪｬ し上げます。

Vi bro- Fl otal ion は 11 本でも )t;(近J I:.' :引によく佼われてお り

ますのでど及知の乙とと思いますが，砂地 ｾｉＺｴ 締問め工法

の一つで振動， ; ) <締め， compact ion  pil e などの特徴を兼

ねた工法であります。

乙の工法の作業は V ibro・Fl ot を地盤上κ }f，自 lこj J_ て，

先端ジェットを ｉｾ￭ か せ同 ｼ時 ｩ こ ＱＱ ，， Ｑ 心荷重を 回転させて

Vi bro・Flot を仮 !IYJ させる。振動とノJ< ジェットの作 JTJ で

Vi bro・Fl otはI ' I t I l によって出佐内に入り ，ついて・先端ジェ

ットを ゆるめH/j ll氏Y ェットをぜtかせる。乙のときモータ

ーを流れ る屯流を説むなどの方法によっ て作業を control

し，屯流が次第に上って最大 lζ 達 した乙ろ， Vi bro- Flot を

少しずつ上げる。 ζ のような操作を繰返しなが ら Vi bro・

Fl ot を完全に抜き終る まで就ける。 ζ の場合てん充材お

よび原地位の砂は桃l政ジェッ卜 lこより水で飽和さ れ，さ

らに振動によって抗体化され，下 lこ慌につまる。同H寺lζ

側方』ζ 押し iJ '， し，てん充材を施工点において柱とする砂

質地銀の締固め安定工法であります。( 写J ' L 4 )  

私が直接みました原子力研究所の建設現場は ， ドイツ

特有の Fine sand ( 乙れは洪積層末期 [ζ 風によって巡ばれ

たといわれる深さ 100m- 2 0 0m に達する丹. い庖) で原子

炉を造る盤機工事に使用しておりましたが，乙のi也継は

地耐力約 20t / m
2

で，乙れを乙の V ibro・Fl otat i on によって

80t / m
2

にま で改造させるとの ζ
とでありました。しかも

ζ
の現場で使用していま した機械は，非常に小型な直径

約 400mぐらいの振動機で 501P の原動機により横仮! f jh中
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5)  ヴ ア イ プ ロ ・ コ ン ポ ー ザ ー

5' )  ヅアイプロ ・コンポーザーの届仮憾と砂投入該自
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せており，乙の小型機械でも約 30mの深さまで改造可能

であると 申しておりました。現在日木ではまだ 1 5 Wぐら

いで深さは 10mを越えておらないと記憶しますから，非

常』ζ すばらしい機械であります。

なお乙の機械を52ってくれないかと申し込んでみまし

たが「口木に持ち帰ってもとの機械は使えないのではな

いか」との乙とです。と，11 しますのは，かれらはすでに

11木の土質をよく研究して知っており，円本のように軟

弱な粘土疋iが多いと乙ろでは使えないというのでありま

す。

実際私どもも乙の機械をそのまま輸入しましても. [ i

段使える現協は少ないのではないかと思いました。

C 四l V! l ercial !ζ なってはなはだ恐縮でどざいますが，私

どもでも，ちょうど私が;1'，発する前lζ 当団長の村山博士

のど指苦手で数I ，ri i i jから研究していました V i bra- Campazer 

という振動式の砂杭打機を完成いたしまして，写真なら

びに資料を持参し比較検討してまいったのであります。

私どもの Vi bro-Campazer と巾しますのは，従来私ど

もが施工してまいりました C ampazer 工法と効果は同様

でありますが， 適応地質によっては振動締固めが強調を

れて効果が大となります。しかも Vi b昨 Fl ol al i on は粘質

軟弱地盤には不向きでありますが，私どもの Vi bro・C o-

叩 ozer は*，1; p 1 軟弱地盤にも適するのであります。( 写

真 5 )

乙の Vi bro-C ampazerの施工方法は特殊な振動機にてpi pe

を1'1入させ (liiJ.! い地lt'!i 継のある場合は campressed air jet 

をイJI :mし1' l 入をれ易 lこする) pi pe が所定の深さまでfi 入

する と上部 hopper より pi 陣 内に砂を投入し. p. pe を規

定日さまで引上げながら jel ・0 げにより 砂を穿孔部 l口氏入

する。それが終ると再び pi pe を振動させながら貫入し

砂を周間地位 lこ振動圧入し pi pe 内の砂を適11柑 n給し，

上記のoJiI Jfl ' を繰返して Vi bro- Campazer pi pe ( 振動締固め

式砂杭) を地上まで仕上げる方法であります。( 現在の

一一一一一 欧 米 の 基 礎 工 法 を 視 察 し て一て二て:

一 一 一

一 一

一



と乙ろ N 値 40 程度まで仕上げる機械が完成しておりま

す) 。

乙の工法は砂質地銀はもちろん粘土， sil ↑ などを互屈

に含んだ変化の多い口本の沖積胞の土質改良lζ 非常に役

立つものであり ，R岡引水ながら，決して外国 lζ 劣らぬ

工法な りと確信いたしております。

つぎに Berl in，Dusseldorf ， Holland，んnSlerda.ll ，Zuri ch， 

Geneve を観察して Mila同 lζ 者きました。

Mi l a聞 では 1951- 1961 年までの計画で門下地下鉄工

事を行なっておりますが， ご示知のように Mi l a同 はii

い自rsであるため，道路巾がせまく 両側IJ の91物に障宮を与

えることが多いのであります。そ乙で I.C. O. S の pal enl

による Benl ani ↑e 工法が採用されておりました。

乙の工法では地下鉄の両flllJ の略を築造するに際し，土

砂の侃円IWi l C Benl ani l e 循磁波を使ってDJIinlJ 壁の Jj)Jf哀を

|りJ くととも iζ 七砂を泥水 とともに釧11¥し，完了後l直接ト

レミーコンクリート打を行なってコンクリート壁を完成

させるものであります。( 写真 6 )

乙の工法 (Cよりますと従来の sheel pil e の打込などに

よる騒lJ もなく， ∞sl も非常; IC安くつくとの乙とです。

乙れは将来わが国でも研究する価値のあるものではな

いかと仔じます。と ql しますのは最近のように都市の騒

音とか振動というような問題で施工が困難なH寺代になり

ますと， iY['かlζ ， しかも道路の制限を段少限にするとい

うζ とはわれわれの図的にも適した工法ではないかと存

じます。

私どもでも乙の工法につきましては団長の村山先生の

特殊な ど研究がどぎいまして，ただ l 、ま，その機械も完

成いたしましたので，いずれ近々皆織に引場その他κ つ

いてど凡学願ってど倹討いただきたいと思 って お り ま

す。( : ey. 点 7 )  

以上で私たちは欧州での全日程を終り 10月26 日 Roma

で解問式を行ない，それぞれ別行動となりました。

- - 一二二二二二二庄 野 勝

6)  l. C. O. S.  It よって施工されている Bent oni t e 工法

( ，ラ ノの地下鉄工明現場)

7) 虫 水 細 目11 工 法 会 景
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欧米の基礎工法を視察 して 11

8' )  A uger  I30r i ng Mac hi ne  

庄 野

60  

夜、はその後約 3 週間米国を訪問して 11 月 lt 旬 lζ 帰国し

たわけであります。

* 閃では別段新らしいものは見当りませんでした。た

だ Monoluoo引 l司 と Auger Boring pi  le を五ると ζ ろでもL:

汀j しているのをみかけました。乙の Auger Boring  pi le を

もと川しますと非常に少人数で， しかも簡単lこ胞工ができ

ます。しかし米同のように地下水の少ない地盤では効果

的でありますが，わが肉のように合水 比 の ， ｦ ｾ ｾＧｴｎ ｬＧ Ｎ ｦｯｉ次 ｾｾｊ

地位では佼rn不可能だと思います。( 写真 8 )

つぎに 11 1上げたい乙とは N旧日aro FolI s の近くて発

屯所のm以を悦築いたしましたが，その到以のどこを探

しても l限人月! の飯場が凡つからないので， i どうしてい

るのか」と聞きましたと乙ろ「職人もみな !' I家灯lI1i で通

劫している」とのととであります。乙 れには私も驚きま

したが， ｾするにかれらは Ｑ ＱＱ 訓泊 Ｘ S ないし10 S の賃

金を取っておりますので，乙のような生活ができるので

あります。わが国でも ，，)i 働問題がいずれ0 l 設業の政大

の部組となる ｈ 剖りＡが，月 Ｍｾｾｬ に参るのではないかと思いま

す。

最後に 111上げたい ζ とは ，今度の旅行でi ' I 分は口木人

であってよかったと痛感いたしましたことであ ります。

と111しますのは欧米の家庭ではあまりにも l ody first が

行きすぎているため，家庭での主人は奥さんのサー ビス

l乙頭を痛めている状態であります。 従 ってかれらは FI木

を全くうらやましく思っているのであります。 i l] 木の

婦人ほど美しく ，心のやさしい，愛'11'i の乙まやかな婦人

はほかにはない」との乙とであります。

程、は帰路 ｌ ｯｳＭ ａｮ ｧ･ ｬ ･ｳ で ｉｊｾ 人の三世で，米国の工科

大学をl l ¥て池設会社の技術をしておられるブ']1ζ 車を提供

されて現場の案内をされましたが，乙の青年が非常にう

れしそうな顔をしているので「なにがそんなにうれしい

のか」と聞きましたと乙ろ「実は私，先 般結婚したん

だ」との乙と ， i 結帰したのがそんなにう れしいのか，

米国人はむしろ結婚を大変おそれているのではないか」

と質問しましたと乙ろ ， i それが実は 内j也からj j ' : (輸入の

l 川、人の花嫁さんをもらったんだ。そのおかげで，私は

乙の同の可作がいまもっとも残念がっているml 洗いや家

庭サービスの繁雑さから全く解放され，同僚その他の青

年からうらやましがられている」と1 ' 1位そうに話 してく

れました。このように欧米で、は 11 ，1主婦人にあ乙がれてお

りわ ｾ Ｎ ｵ ノ れ ＱＱ 本の男性をうらやましがって い るのをはじ

めて知ったのであります。

そこで私も改めて1 ' 1分の古女房を見なおし，i ' l 分はrI

" j ，人であったことをつくづく! 惑謝した次加であります。

以上J収りとめもないお話を申し上げましたが， ζ れは

五三初 le qJ し上げました早発性痴呆症の故とど寛容下さい

ますようお願い申し上げます。

( 筆者不動k l ! ; 役K K取締役社長)



原 田

1  . ま え カt き

ｕ｜ｾ工 Ｇ ｊ￧ 関係の機械としては，住宅問 ｪ 也あるいは大 工

以敷地などの上地造成問の一般仁工川機械から，ビルデ

イングあるいは大工場の ｗｩ 品工 Ｇｊｾｭ 機械 ， さらには ｬ 立俊

雄築物のエレクション! T i の機械，あるいはコンク リー ト

打投川の機械とその絶問もきわめて広しそれぞれκ 専

用の機械あるいは数種 [ζ イJI:mされる機械などその機種も

また多数にのぼっているが，]1.註近のすf しい機械を けi心に

して紹介する。なお一部のものについては ，到イE試作ま

たは試j 日中のものもある乙とをお ζ とわりしておく。

2. 土 工 用 機 械

( 1  )  トラク タ一系機械

:政j也造成をはじめとして似伐などに i;f; U?il するのが，ブ

ルドーザやショベノレ系fftil l1lJ j 畿である。ブルドーサ‘ は問lヰニ

で32，I : i . 級のものが完成した。すなわち，三表 11 本ill 工の

B  H  ｾ盟および 小 紙製作所の ｄＲ Ｕ Ｐ 型がこれである。乙れ

は従来のブルドーサ、よりも一回り大きく ，その大きな機

関，'1' ，) ) と車体重量によって，強1 ) ] な j届削ノJ ，大量の迎搬

能力 ，経済的なプ y シュ作業，能率的なけん引作業，大

きなてん圧効果などがj切待される。 ji 1ii 1 ' i ' ともトルクコン

パークイ、! と直接駆動式の 2 種があり ，主 な 仕 織 は 表

1  ( 乙示すとおりである。 なお 写真一 1は小絵製作所の

D250型ブ J レドーサ¥ 写真- 2は三菱[ I...t: ill 工の D H 型ブ

ノレド ーザである。

乙の超大型に対して超小型トラクター と して最近試作

勲

1;. - 1  32 屯 ブ ル ド ー ザ 仕 様

製 造 会 社 |

型 式

三菱 日 本 軍 ヱ |  小 船 盟 作 所

会 談 1mm;i，t k g  

ノ、

::' E  

ノ、

」ユ

11: m m  

l [l m m  

会 内 n、m

股llf"I' 心距聞t 111m 

股 板 r [ J m m  

接 地 lミ m m

fil 低 地 上 7，'5 m m  

走行迷l ! l : k mハ1

段 関 型 式

定 絡 回 転 数

定 栴 11.1 力

作 ｊ 臣 ｬｉ ｾｲ ｩＱ ｫｩｬ｜ＱＩ

土工l U r[ IX il"ii m l11 

B H  

32. 5∞ 

7.140  

4. 780  

3.350  

2. 280  

685 

3. 295 

505 

0 トルコン付

前進 Ｓ 述 。 ｾ Ｑ ＲＮ Ｑ

後進 Ｓ 述 。 ｾ Ｑ Ｒ ＮＶ
Olfl 接f l ( 動式

三菱 DE 24C型

1250r. p.m 

265PS  

300PS  

4.780x 1. 250 

， 

、

写以一1 D  2501型 プ ル ド ー ザ

D 250 

31. 6∞ 

6.820  

4.680 

3. 370  

2. 200 

6お

3. 190 

480  

0 トルコン付

前進3i!!l Ｐ ｾ Ｑｬ＠

後進 Ｒ 述 。 ｾ Ｑｬ

0 直接駆動式

1) 日後進共

Ｒ Ｎ ＸＲ ｾ ＱＰＮＵＷ＠

小総 S6D155型

1300r. p.m 

265PS  

300PS  

4. 680x 1. 200 
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2J n- 2  B H 型 プ ル ド ー ザ

写ｊＧ ｾＭ Ｓ ショベル ＷＱＱ ツチ メ ントを装 備 した ｂｃ ｾ トラクタ

写真一4 NT K  6 型 プ ル ド ー ザ

写真-5 T ω A 型 ブ ル ド ー サ
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発表されたものに三菱日本重工の B C 型トラクターがあ

るd 非常に狭いと乙ろで作業ができ，また核地圧が小さ

いので比較的秋いと乙ろでも走行ができる。各種作業用

のアク y チメン トの装備によって広い用途がある。 写真

一3はれ11圧式ショベ J レ ( 0 . 05 m
3

) アタッチメ ン トを装備

した B C 型トラクターである。 B C 型 トラクターの主な

仕様は次のとおりである。

全 装備虫.ii ¥ 1. 600kg 走行速度 前進4段 2. 6- S. Skmf h  

J 九包

E主 2. 390m m  後進1段 4 k mf h  

:1、- rlJ 1. 3S0 mm 綴 関 三菱X F!I'! デーゼル

ｾ＠ 高 1. 6∞m m  

作業時限大山 J J

2Spsf2. 500r.p.m 

接 地 圧 O. 26k gfc m
2

土 工 板 1. 7∞x 550 mm 

乙の超大型と超小型の聞に大小紋々のフソレドーザがあ

るが，そのうちで最近発表された新型機について説明す

る。

まづ 1-1 制令属工法の NTK 6 型フソレドーサ. がある。こ

の機械には j乙回り装前にテーパーローラベアリングを佼

JTJ し，給油l甘j隔を 1.000 1l NI 日! と している外悦縦波 ia( 乙集

中給油)j 式を保JTJ した il1J L正ブル ドーザで主弘{ 上級lよ次の

とお りである。また写真- 4が NTK 6  1盟ブ J レドーザで

ある。

全装備訟最 . 11. 2∞kg ! 走行速度 前進5段 2. 7- 10km/h  

会 長 5. 010nun 後進5段 3. 5- 13km/h  

会 rll 3. 610mm 機 凶 いすず DHl ∞PE型 デー ゼル

全 両 2. 400mm 総排気量1 10.17e 

土 工 桜 3. 610x S50 mm 定絡回転数 1. 6∞r. p. m 

述総定杭tl l J J 961' 5  

ｦＧ Ｑ［ｾＱＱ 告 ｦｴｬ 大Ｚｉ ｜ｊｊ 110PS 

次に n立製作所の T 0 9 A 型フルドーザがある。本機

の機関はi 1 l 設機械専用デーゼ J レ機関として同社が新設計

した B- 40型で，ヤクラッチには湿式複似クラッチを採

j 日している。主な仕織は次のとおりで，写真一 5 が問機‘

である。

全装unmlit 11. 900kg :走行速度 前進5段 2. 7- 11 目1k m/h

全 長 4. 966mm 後進5段 ＳＮＲｾＹＮＷｫｭ Ｏ ｨ＠

全 11I 3.607mm ぬ 凶 日立B- 40型デーゼル

全 両 2. 401mm J宅約: J ¥J J お PS/1. 5∞r. p. m

また三災 11 - - 1 、主工の発表した BA型フツレドーザがある。

問機lこはフソレドーザでは珍らしい空冷デーゼ J レ機関が採

用されているので，冷却水の泌結 2 秋水の入手なと、の心

配がな L、。 写真- 6が同機で，主な仕線は次のとおりで

ある。

会談Ui imM 6. 700kg 走行速度 前進4段 ＲＮＷ ｾ ＹＮＵｫｭ Ｏ ｨ＠

jζ へS二 t主 3.865m m  後進4段 3- 10. 8k m/h  

ニ ｾ、ｾ ‘  け1 2.900mm 型車 関 三菱 4HA10C型空冷デーゼル

全 高 2.4∞m m  定格回転数 1. 8∞r.p. m 

作業H普段大山力 65PS  



池築関係としては敷地造成を除いては一般に狭隆弘J ; j

所が多いので，中型か ら小型の フりレドーザの活躍が主と

なるため乙れら最近 lζ 誕生 した中，小型フV レドーザは一

応注目 l乙値 しよう。

一 方ｬ￭ＡｬＡ土 ｾや 秋岩な どの ｖ ｩｬｬ Ｉｾ ｉｊ ｦｉｊ には 故近 フりレ ド ー ザ に

リッパを装備した，いわゆ る11lirl リッ パ付ブル ドーザが

嫌んに使われはじめてい る。 小型. のものでは小総製作所

の D50型フV レドーザ lζ 油圧リツパを装u1 l i したもの，大型

のものでは三菱口本重工の B E 型フツレドーザ，小絵製作

所の D1 20型プルドーザ， n!持金属工業の NT K 12 :!1担フ勺レ

ドーザ と各23屯フソレ ドーザにそれぞれ計11庄リ y パを装備

したものがある。 写真一 7はその一つである。

トラ クターをベース に した砧込機械としてトラ クター

ショベル， ショベノレローダな ども段近盛んに活用されて

きた機械である。

( 2  ) ショベル系堀削機

ショベ J レ系! I i i 1削機はパワー ショベ J レ， ドラ グショベノレ

の外一般に場所の狭小な関係上クラム シェルなどとして

使用される場合が多い。 ζ の和織械で新しいものとして

は最近石川μ コー リングが 205 型シ司ベルをベースにし

た 205 型スターパーという新型積込機を発表した。パケ

ットは土砂，石炭ffl ( [ リハンドリングパケット，岩石m

k ロックバケット および一般 j刊にゼ ネラノレパーパスパケ

7 トの 3 種類があり，それぞれ作業に適したものを交換

使用できる。もちろんフロントアタッチメントを交換す

る乙とによっ てパワ ーショベル， ドラグライン ， ドラグ

ショベ J レ，クラムシエ J レなどI[ 使用できる。主な{ 上肢は

次のとお りである 。写真- 8は 205 型スク ー バ ー で あ

る。

全装備軍吉t 11 . 6m/mi n  

( ロープ5条t掛)

14.2m/mi n 

16，2∞k g  : 巻上速度

フロント 7 9 ' : 1 テメント !Il f立 ， ｾｪＱ ｉ ｬ｜速度
2，900kg  :  

)
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3. く 機 械打

基礎工事用機械の代表的なものはくい打機械である。

越礎くいには地悠( [ 穴をあけてその中 にコンク リート を

詰め込む場所打 くいと ，あ らかじめ製作したものを地盤

([ 打込むプ レキ ャス トくいとの一つに大別 されるが，前

者の場所打くいにはバ ノ ト工法，オーガ工法などがあり

いずれも甚しい騒音を発するものではないので市街地

における基礎用には好適である。後者のプレキャス卜く

写 ｦｾ Ｍ Ｖ s A 型 プ ル ド ー ザ

写真- 7 ｾｬｬ 圧リツ パ 付 ＲＳ 屯 ブルドーザ Ｈ ｂｅ 型Ｉ

宜主 ｾｾＭ Ｘ 205 型 ス 空 ー パ

い打には一般にくい打ハンマが使用される。 ζ れには ド

ロップハンマ，蒸気ハンマ ，エアハン 7 などが従来使用

れて きたが， ドロップハンマは務高を自由に多くでき

るためにくいのi i J lを損傷する乙とが大であり ，また米気

ハン 7 やエ アハ ン7 1立大容量のものにはボイラやコンプ

レッサの準備が. ktl 十りになるなどの欠点があるので，乙

れらの欠点をおぎなうものとして最近盛んに使用されて

いるものにデーゼルパイルハン 7 がある。さらに最近試

作研先が盛んに行なわれているものに振動式くい打機が
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写真-9 ベノト 姻削繍 (E DF・1955裂)
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ある 。

(  1  ) ベノト 掘削機

ベノト掘削機はフランス，ベノト社の製品でわが国に

も数台輸入されている。その機能は種類によって異るが

わが国に輸入 されているものの さく 孔能力は表- 2のと

おりである。

表- 2 ベ ノ ト 岨I n'l 機 き く イL i!出力

極 獄 直 径 (m m)

No.6 740  940  1. 170  1. 370  120  

E DF  1955 670 870 970 1. 080 1ω 

わが国lζ 最も多く輸入されている EDF 1955 型は郷削

機構と孔壁崩壊防止のため地中 [ζ 挿入するケーシングチ

ュー ブのj発動お よび圧入装置が一体 とな っている。本機

の最大特長はハンマグ ラブ と称す る郷削装置 とケーゾン

グチューブのお1動装置で，揺!fYJi!EWJ とは 円周方向 に15cm

程度の往復巡動をケーシ ングチューブ lζ 与えなが らチュ

ーブと地山との摩擦を軽減し，さ らに乙 れと投行して強

力な訓 In ジャ y キlζ よってチューブを土 l t {ζ 圧入す るも

のである。す なわら長さ 6 mのケー シン グチュ ープをロ

ックボル トでつないで地中 lζ ねじ込み，ハン 7 グラブで

中の土砂を取り出しシュート から排土し，乙れが終る と

チュ ーブの中へコンクリートを打ってケーシングチュ ー

ブを揺動巡動を行ないなが ら引抜 くと場所打コンクリ ー

トができあがるのである。 なおハン 7 グラブは土買によ

って普通土用，硬土用， シJ レト f日の シェルを交換でーきる

よ うにな ってい る。また機体( i'l lli:約 35 屯) は1 ' 1脱す

るオタリほふく装置と称する 4 個の足と機体底部にある

2 本のl ) 'YL条を操作する乙と によっ て簡単に白、定，方向転

換ができる ζ とも大きな特長といえる。さ らに長距離輸

送用としてはゴムタイヤ付台車が簡単に着脱で きるよう

になっている。 写真- 9および10は 印F 1955型である。

( 2  ) デーゼルパイルハ ンマ

テーゼ J レパィ，レハン 7 は-till の 2 サイクノレフ リーピス

トン型デーゼノレ機関でシ リング内の ラムの i'i';下 によって

くいを打 ち込む機構に な っている。すなわちラムが |ご死

点lζ 達するとシリンク内の燃料が圧縮着火 して， ラムは

その爆発力! こより 再びは ね上り，燃料は ラムの上下動に

より カム を用いてゾリン ダ内 に噴射さ れ るようになって

いる 。普通のド ロップハン' 7( ま くいに与え る仕' )1: は鐙の

重量 W と泌高 H を采じた W H であらわさ れるが，乙の

デーゼ ノレパイ J レハン 7 の場合はラムがはね上ると きのリ

アクシ ョン が追加 されるので，仕事は 2 W H となるた

め他のハンマ に比して割合軽量で大容量のものが製作で

きる。国産では神戸製鋼所，石川島重工，それに最近で



は新三菱重工などで製作されているが，外国品ではドイ

ツのデ7 ーグ社，米国の 7 キナンテリ社， リン クベル ト

社な どのも のが有名である。各社製品の主な仕様は表-

3 のとおりであり， 写真一11 ，12， 13は作業中のものを

示す。

(  3  ) 鍍動式くい打機

テーーゼルパイノレハン マはド ロップハン 7 ， 蒸 気 ハ ン

→，エアハン 7 などと同級 ICその騒音と! 日lけつ的な衝撃

振動のために市街地な どにおける使用には難点がある。

この欠点を除去し，さらにいくつかの特長を有するくい

打機械として研究が進め られ，実用の域に述しつつある

のが振動式くい打機である。乙の振動式くい打機の最も

進んでいるのがソ述で，かなり以前から研究されて実用

lζ 供されているようであるが，わが国においても数社の

ru設機械メーカおよび施工業者で研究試作が進められ，

着々 実用の域に達しつつあるようである。また近くソ述

から乙の振動式くい打綴が輸入 されるよう である。振動

式 くい打機は従来の衝撃式 くい打機に比して次のような

長所をも ってい る。

1  騒音の点では金属的な衝撃音が皆無である。

2. 振動の点では聞けつ的な衝懲振動はな く， 比較的

高周波の定常振動であるから 距自lt による減衰が大で

ある。

3.  .J' 1i 6みと 引抜きが同一機械ででき，かつ所' } J ! I時間

が非常 IC短縮さ れる。

4.  くいの頭部が損傷される乙と がない。

最近発表 されている振動式 くい打機について次に紹介

する。

(  .  ) ダイハツ振動式くい打機

本機の構造は最上部が緩衝内とつり腕，中央部が電動

機を取付けた振動機本体，その下がパイノレ肝] チャックと

なってい る。上部の緩衝筒は内部にばねが装置されてい

てロー プに作用する振動力を減泌させており，振動機本

体は企溶接鋼板製で内部lζ 起振装置を有し， その方式は

2 軌偏心式で 1 組の歯車を介して 2 軌は五 lζ 反対方向 lζ

等巡回転をし，乙れらの軸にそれぞれ取付けられた偏心

主錘 lζ よって上下方向のみに振動力を発生す る。また電

動機から乙 れらの紬まではすべて歯車! 駆動式になってい

る。 15動機は50馬)] で乙の起動停止は別に設けられた操

作般によって行なわれる。乙の振助式 くい打機の砂質粘

土庖( 一部砂平IJJ 芭) の土質における使用実験結果がi欠の

とお り発表されている。

l  シー トノ f イルは長さ約 8 m の全長を打込む所 't.!1I与

間は ＴＰｾＴＵ 秒で引抜きも振動を与えながら簡単に行

なえ る。

2.  H  パイル ( 300 X  305 X  15 t ) は長 さ約12m を約 l

分間で打込む乙とができ，また引抜きも可能であ
写真ー13 M-12型デーゼルパイルハンマ
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表- 3 デ ー ゼ ル パ イ ル ハ ン マ 主 要 仕 織

製 造 会 社 ! 神戸製鋼 | 新 三 遊 軍 工 | 石 JII ｾ｢＠ mエ |  デ マ ー グ ( 独) I マキナン テ リ 体 )

型 式 kH31A M12 M22 

ノ2ミｾ＠ 長 町3ロ1 3. 850 3. 845 3. 925 

ε{t m 1;¥ k g をＨｾ含 ＳＱ Ｑ 搬む ， 10I)  10 1  2.500 4. 560 

ラ ム 虫 ['t k g  
1. 3∞ 1. 250 2. 200 

打 撃 回 数 b1o w/mi n 日~ω ＵＰｾＶＰ＠ ＵＰｾＶ Ｐ＠

1打撃の仕司1[，¥ kg - m 3. 380 3. 2ω 5. 5ω 

抑 圧 力
k g  

45. 0∞ 43. ωo 72. ∞o  

燃 料 消 費 lil e/h  Ｓ ｾ Ｘ＠ 8  13 

潤滑油消費[ ，1 e/ h  0. 75 

る。乙れより長いものに対しては装置の関係で述続

しては行なえなかったが 12 m打込んだ H パイノレに

さらに 8m のものを溶接接続した後再び打込むと打

込み完了まで約 2 分であった。したがって全長 20 m

の H パイルを 19m まで述続して実際 lこ打込むに要す

る時間は約 3 分と推定される。

3 .  鋼管パイルについては外径約 40cm 長さ約 9m の

鋼管の一端にフランジを溶接し， rr入お よび引抜き

を行なったが，深さ約 8 m 打込みの所要時間は約 2

分で引抜きも容易に行なう乙とができた。

( b ) 大林式パイプロハ ンマ

本機の構造でダイハツと大きく奥る点は電動機自身が

偏心子の役目をしている乙とである。すなわち一般電動

機の回転子が固定されており，回定子lζ 相当するケース

が回転するようになっ ていて乙のケース自身が偏心重鐙

の役目をしている。従って 1 対の偏心子の代りに互に逆

転する Ｑ Ｎ 対の偏心 ｾｩｬｬＡ ｊｴ 幾によって打込カを合成させるよ

うになっ てい る乙とである。乙の利点は必要な打込力 [ζ

応 じて簡単に 1 段 1 対式にするか 2 段 2 対式または 3

段 3 対式にして打込力を変えられる点にある。

同社発表の仕様は表 4のとおりで，打込力 1屯当り

の所要馬力は l 馬力前後で他の製品 lζ 比して小さくなっ

ている。

( c ) 古河鉱業銀動式 くい打機

VP 30 型( 電動機出力3 0 K W，重品2 .200( 9) と VP 60型

( 屯動機出力 60. w，重量 4. 900 (9) の 2 種類の生産そ開

始したと発表されている。

( d) 汽車製造振動式くい打機

VPA 50 型と VPB 50 型の 2 積瓶が発表されている。屯

動機が特殊耐仮型で極数変換によって巡転中 lζ 3 段階の

速度変換ができ，必 ｾｗｊＨｌ 応じて振動数および発振カを変

化でき ，またくいのつかみ部は地上から操作のできる遠

隔操作式でシートパイル H パイノレなどに対してはグリ
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I DH- 12  I DH- 22 D- 5  D- 12 D - 22 D E- 20 D E- 30 

3. 837 3.951  3.845 3. 890 3. 550 4. 270 

2.559 4. 714 1. ωo  2. 420 4.054 2. 310 4. 400 

1. 250 2.2∞ 5∞ 1. 250 2. 200 907 1. 350 

ＵＰｾＶＰ＠ ＵＰ ｾＶ Ｐ＠ ＵＰ ｾ ＶＰ＠ ＵＰｾＶＰ＠ Ｕ Ｐ ｾＶ Ｐ＠ ＴＸ ｾ ＵＲ＠ ＴＸ ｾ ＵＲ＠

3.120 5. 5∞ 1. 250 3. 120 5. 5∞ 2. 2∞ 3. 320 

42.5∞ 72. 似却 21. ωo  42. 5ω 72. ∞o  

18. 仮泊 36. 似) Q

ｾ ＴＵＮＰω＠ ｾ Ｘ ＱＮ αｭ＠

8  13 3  8  15 6  7. 5 

0.75 1. 5  0. 25 0.5 1  

表- 4 大林式パイフロハンマ主要仕級

型 式
(  1I 段l  対号)  I  Ｈｾ＠ 段2  号対)  (33段3対号)  

:1: 高 ( ハノマ本体) 1. 3ω m m  1. 860 2.3ω 

ニ ｾ 111 Ｈ ハンマＱｙ ｾｩｬｩ ｪＩ J. 18Omn、 1. 180 1.180 

全 側 巾 980π1ロ1 980 980 

認 抵 5. 0∞k g  8. αm 

起 動 補 助 低 動 機 10IPx 2  10IPx 2  10IPx 2  

偏心m動機 (1 段) 10IPx 2  10IPx 2  10IPx 2  

(2 段) 20IPx 2  10IPx 2  

(3 段) 20IPx 2  

全 周 力 数 401P 801P 1001P 

m ! l l ) J 機問転数 1. 150r. p. m.  l. 150r. p. m.  1. 150r .p. m.  

打 込 カ 37. oo0kg 75. 0ookg 1l 0.000kg 

表- 5 汽I匹製造振動くい打機{士織

型 式 | V P A- 50型 I V Pト 50型

低 動 機 111 力 k w

媛 動 数 ( 毎 分 )

発 銀 制l 数

虫 ill k g 

37 

ＷＵＰｾ ｬＮ Ｕｯｯ＠

6. 5ω 

ップ式，鋼管パイ ) V，コンクリ ート丸パイノレなどは特殊

なキャップ lζ よってつかむようになっ ている。また VPB

50型では発振機lζ 4 ｾｾｨ 方式を採用し発振力を適宜 に 合成

する乙とによって， くいに与えるカを変化さ せるように

なっている。 表- 5はその 2 種類の主要仕織である。

4. 移 動 式 ク レ ー ン

m築工事のエレクション用機械としては従来簡単なも

のは最も原始的なシングルポール( 1  ;木起重機，坊子)

から進んではガイデリッキ，ステイフレッグデ リッキ



( 3 脚デ リッ キ) ある いはケープ J レクレーン などが使用

されているが，乙れらに代って最近移動性のあるクレー

ン，すなわち トラッククレ ーン， クロ ーラクレ ーン，モ

ビールクレ ーンの類が使月] されはじめて来たが，今後ま

すます活用さ れるものと思われる。

クローラクレーンはショベル系掘削機のアタッチメン

トを交換 してクレーンとして使用できるものも多く，そ

の場合は厳伐，くい打やぐら，それにエレクション川ク

レーンを l 台の機械でまかなう乙とができ るのである。

写真一14はクローラクレ ーンによる鉄骨のエレクション

である。

トラッククレーンはクローラクレ ーンに比 して大きな

作業面肢を必援とするが移動性は大である。 神戸製鋼所

のお TC 型および255 Aー TC 型，目 立製作所の F O 3型

および F 106 型などが トラ ッククレ ーンの代表的なもの

である。 従来の トラッククレ ーンの最大吊上能力20屯級

であったが，最近神戸製鋼所が355 C - TC 型ト ラックク

レーンを発表した。とれは最大吊上能力25屯で最大ブ ー

ム長さ 30 ，480mm，ジプブ ーム長さ 9 ，14 5 mm，すなわち，

39. 6m ブームを有しており，またリモー トコン トロール

装置によっ てクレーンのキャフ' 内からキヤリヤの巡転操

作が 白白 に実施できるようになるのは従来にない特長で

ある。 表- 6 はトラッククレ ーンの主要仕織を示すもの

である。 写真一15および16は355 C ー T C 型 トラッククレ

ーンである。

、》

，.， 

へ... 'V 

? J  

可‘

写真ー15 ぉ5 C- TC 型トラックヲレーン( 様車ブーム装備)

表- 6 ト ラ ッ ク ク レ ー ン 主 要 仕 織

製 造 会 社
事l' 戸 製 鋼 所 目 立 製 作 所

型 式 55TC 255A- T C  355C- T C  F 03 F106 

段 大 吊 上 能 力 k g  7，2ω 13. 飢泊
25. ∞o  7.500 18. 100 

偲 郡 ブ ー ム 長 さ m m  
7.620  9. 145 9. 145 8. 500 10.0∞ 

I止 大 ブ ー ム 民 主 m m  
15. 240  27. 4お 30. 480 20. 500 28. ∞o  

ヨ プ プ ー ム 良 き π1 m 
4. 570  9.145 9. 145 

ｾ 、
長 m m  

10.700 12. 800 

全 rIl ロ1π1
2. 650  2. 750 2. 770 2. 440 2. 750 

全 E苦 町1ロ2
3. 4∞ 3.8∞ 3. 500 4. 280 

旦A ムL  

E  iil k g  
13.∞o  29. 0∞ 

合レ- : - - !fj エンヂン
新三菱 K Eシー15<: 三菱 DB31C 三菱 DB31C いす- ; DA220 目立 B4Q - A  

またはいす- ; DA220 または民住 UD414

キ ヤ リ ヤ 型 式
民 生 T80S型 三菱 W2 5型 三菱 W2 5製A 民 生 TSOS型 三菱 W お製

三菱 T 360型 または日野 T A12型

また は いす -; T W141
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写只ー16 39. 6m ブームを装備 した 355 C .T C 型トラツ? ? レ

ーン

写真ー17 8S03塑コンヲリートポノ プ

表 7  コンヲリート ポンプ主袈仕隊

型 式 16 A 0 2 16 B0 2 18S 03 18 D0 3

吐 出 iit 最 大 M
3

! H 18 18  30 6  

繍 送 管 内 径 mm 155 155 205 205X  

水 平 輸 送 距 舵 111 280  280  320  32  

垂 直 輸 送 距 離 汀】 35 35 40 4  

ホ ッ パ ー 容 五t M"  0. 8 1. 2  1. 5 2  

骨材の寸法砕石段大
η1m 

50 50 65 6  

川砂利政大 m m  55 55 75 7  

原 動 機 主 電 動 機 IP  30  30 40 5  

オイ ルポノプ F  10 10 15  15x  

アジテ ー クー FP 1  5  7. 5 1  

思 1. 11 l<g  4. 300 5. 5ω 8.0∞ 14. 00 
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5.  コ ン ク リ ー ト 運 搬 機 械 等

(  1  ) コンクリート ポンプ

生コンク リート巡搬用の機械として，成和機械のコン

ク リート ポンプを紹介する。強力な押11'，しポン プを用い

パイ プラインの中をコンクリートを打設点まで白動的 IC

jili 続運搬するもので，ホッパがアジテータ式 ( A 型) の

ものとレミキサ式 ( B 型 s 型 D 型) のものとがある

表- 7は各型式の主要仕様を示すものであり， 写真一17

は 8 S  03 型コンクリー トポン プである。

( 2  ) 特殊 コン ペヤ

板伐土砂あるいはコンクリート用' 間材の迩搬，す{ 込み

また生コンク リー トの迩搬などに盛んにコンペヤが使用

されている。水平あるいは緩傾斜迩搬にはノミケットコン

ペヤが一般に使用されてきたが，一般のベルトコンペヤ

の改造型によって急傾斜の根伐土砂，泥土迩搬あるいは

生コンク リー卜 の迩搬が行なわれるものが使用されてい

る。柴問主li 機のムカデコンベヤあるいは西部扶桑機工の

ダフツレリフトコンベヤなどがそれで，西部扶桑機工では

ダフ勺レ リフトコンペヤの泊り止めのひれを ゴム製に改造

し，乙の ゴム製泊り止めをベノレ トに接若さ せて， ｾ ｉ ￫ コン

クリ ートあ るいは泥土などを運搬するウイン ドリ フトコ

ンペヤを最近製造しはじめた。乙のウインドリフトコン

ペヤではスランプ 20cm までの生コン クリートの場合45

F ノ/

/ ぬ

f  

写真ー18 ム カ デ コ ン ベ ア
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ｾ Ｕ Ｐ Ｐ まで，土砂の場合 Ｖ Ｐ Ｐ
まで搬送できヘドロ，モル

タルな どの流出とベル トへの付着を防止するようにな

っており，今後大い に活用される迩織機であると息われ

る。 写真一18はムカデコンペヤ， 写真一19はウインド リ

フトコンペヤである。

6. し め 固 め 機 械

建築の基礎工事は一般に場所が狭隆なため， しめ固め

作業には大型のロードローラが使えない拐ー所が多い。大

型のロ ーラでは最近マカダ ムローラ ，タンデムローラな

ども大型化し， さらにはタイヤローラも 30屯前後までの

ものが国産ででき ているが，建築関係では小型の人力 lζ

よるた乙突に近いラ ン7 などが一般に佼われてきた。乙

れの大型のものにフログランマがあり，向重が小型ラン

マの 10倍位である。乙れらのランマに代って最近振動ロ

ーラ，ソイルコンパクタ，振動式ランマ( パイプロラン

"7，タンピ ングランマ〉などが縫んに使用されてきた。

とくに仮動式ランマは五えも新しいもので， ドイツのパッ

カーキ1:のビプロランマが輸入されはじめてから急lζ 普及

して きたもので， ガソリン機関によってパイプレ ータを

動かして街墜を連続的に起すよう な構造に なっている。

表- 8はパッカ 一社のピ プロ ラン7 の主要仕様であ り，

写真一20 は BS  150 型 ビプロラン 7 で， 写真一21は三笠

産業のタ ンピングラン 7 である。

ぷ- 8 ドイ ツ ー パ ｙ カ 社ピ プ ロ ランマ 主 ｾ 仕 隙

ι ヱ」
BS- 150!l'1 BS- 50型

き I 1∞Omm I  1130mm 

金 rll I  510mm 330mm 

良 書 I 1060mm I  540mm 

全 m 公 I 150kg I  55kg 

l瓜 E曲 線 Ｑ Ｒ サ イヲルＧＧＱＡＺ ｾ告 ガソリン機 関 Ｑ Ｒ サイ ＷＩ レＺＱＡ 冷 ガソリン機
16PS 4.5∞r pm 15()cc  100 1. 15p・s. 3. 200r pm 

1  15cc 

燃 料 | 混合油 (25: 1)  ｉ 混合 ｾｨ (25:  1)  

燃料約i t 1注 1.2立/ 時 0. 9立/ 時

タ: ' -7容古T 4立 1. 1立

届 動 方 式 自動巻込 ロー プ式 自動巻込ロープ式

ク ラ ッ チ 自動主主心 ヲラッ チ 自動巡心 P ラッチ

rr 常 似 440mmx 365mm 350 mmx 300mm 

打 撃 数 ＴＳＰ ｾＴＱ Ｐ 問Ｏ分 ＴＵＰ ｾ ＶＵＰ 岡 Ｏ 分

ストロ - 7 6 0 mm 4 5 mm 

j山rol め深 き ＳＵＰｭｭ ｾＵ ∞ ｭｭ＠ 3ω111m........ 4∞m m  

締悶め而積 Ｑω ｾＲ ∞ ｭ ｏ Ｏ ｉｉｾｪ＠ Ｘ Ｐ ｾ ＱＲＰｭＲ Ｏ 時

帳 圧 力 Ｘｴｯｮ ｾ ＱＰｴ ｯｮ＠ Ｓｴｯ ｮ ｾ Ｕｴ ｯｮ＠

( 録音 建設省近= 地m大阪機械鞄仰司I務所J 1. 備:l!I!長)

写t{ - 19 ウ イ ン ド リ フ ト コ J ベ ア

写n- 20 BS  150 型 ピ プ ロ ラ ン マ

ノ手

|写真-21 … ド ン ピ ン グ ラ ン マ
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住 宅 の

住宅のプレフ ァブ として最近種 々

の工法が考案， 実施さ れている。

壁，床，屋板な どを，周辺 lζ 軽品鉄

骨を用いて， ζ れにフレキ シフ勺レ ・

ボード，アキ モクボード， プラスチ

ックなどをはめ乙んだパネルで組立

てる工法は ，小規模な平家の建物 lζ

適用さ れ，住宅の レディメード とし

て売出されているととは衆知 lのとお

りであ り. また フラン スなどでは ア

ルミ 板 と木材の聞にインシュレーシ

ョン材を入れ， 必要 !C応じてス チー

J レ・サ y シを先付け にしたサ y ド・

ウィッチ板を躯体には りつけ る乙と

なども行なわれているよ うである。

壁，床あるいは柱， 梁などの ユニ

ット の構成材料としてコ ンク リート

1.  銅 製 周 辺 わ く ( 多 摩 平 工 事 )
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フ。
レ フ

c  

ロロ

。
コノ 美J  11 

7  ブ 工 法

を用いたものがプ レキャスト ・コン るが，ソ速の実施例では最上階から

クリート構造と呼ばれるもので，わ コンク リー トの壁をはめ 乙んでいる

が国では戦後，プレコンが 登 場 し ようである。わが国ではどく 特殊な

て最近では従来のフレームの システ 場合を除け ば，すべての点で不利な

ムから 巾 1m，厚さ 10cm，重量 500kg 工法であると思われる。

ぐらいの版を組立てる壁式の構造と これから述べる工法は本誌 1959年

したもの( トヨ ライト ・ハウスと称 3 月号記載の「大型プレキャス ト・

されている) も用いら れている。乙 コンクリー ト組立建築」に審かれて

の他プレキャス ト・コンク リート梢 あるもので，本工法の概裂と 利点や

造には P ・5 ( ある いは P・C ) コン 試作住宅についての施工法などが述

クリート があ り，建築にも一部使わ べ られである。本文ではその後約 3

れている乙とはいうまでもないが， 年の聞に行 なわれた工事および研究

その他の工法として米国やソ速のー を中心に説明するが，はじめて読ま

部で行な っているものに ，リ フ ト・ れる人のために上記のものと 多少の

スラブな どがある。 重複を考慮 して記してみる。

米国では ，スラブをセット させた なお主材料 としてコン クリートを

後，軽量の壁で外部を構成させてい 用いたことは ，重量が大であるとい

2.  多摩平 2 J l 1l 工事。上小屋内での版の劉

作状態。コンヲリートの: 郵仲を 使川 し

ている。

3  .  ｾ ｉ占 礎( 現場打)



----多 摩 平 1 JIIJ 工 事 配 位 図

う大きな欠陥を有しているにもかか

わらず，コンクリートが耐火，耐

久，インシュレーションなどの特性

と同時に， 11而i絡が安くど乙ででも安

直 lζ 入手や施工ができるという長所

を有しているからで，本格的な建物

として現在のところ乙れに代る材料

はなく，これは世界各国 共 通 で あ

る。しかし乙れには重量物の巡搬，

組立lζ 要する機動力の発達という乙

とが前提になっている乙とはいうま

でもなし、。またフランスやソ述で行

なっているように，設備の整った工

場で大型版を製作して，現場』ζ 輸送

して組立てるという乙とは，発注の

状態，形式を含めてわが国の現状で

は，アパー トなどを対象としたとき

は経済的に合わないのではないかと

恩われる。

試作住宅は 2 戸建テラス ・ハウス

2 棟であったが，それ以前 Ti l t- up 工

法で行なわれたものは， 1If!和29年か

らはじまって 6 件，構造的な問fH1で

Tilt -up 工法をわが国で実施した最初

である。試作住宅は住宅公団の委託

研究で建設省建築研究所の設計監

管，万年工務庖の施工で行なわたも

ので，前年度の海外文献の調査，談

合部などの強度実験，実験家屋の試

作などの研究の上に築かれ，本格的

な研究は乙れからはじまるわけであ

る。壁を耐力壁として扱い，従来の

壁式鉄筋コンクリート構造をそのま

まプレキャスト ・コンクリ ー卜 版で

置きかえた。

試作住宅以後のテラス ・ハウスは

すべて乙の形式で，後記のように乙

の Tilt -up 工法は好評を得て，今後

の実施計画も進められているが，こ

の原因は一つには ζ の形式にした乙

とにあると思う。外国でも 4 - 6 階

までは壁式構造とし，それ以上では

ラーメン構造としているのが多い。

pref ob あるいは Ti lt-up 工法 1"1休は

m物の質，価格，工期，畳などの点

で現場打より優れた特性の要系をも

つだけであって，それを具体化すと

のは納昔ll f C 至るまでの設計，施工を

含めた工法自体である。

呉羽化学職員宿舎 ，前記のｾ式構

造で実施した最初の建物で，場所は

椅品県勿来市，建設省建築研究所指

導，大成建設の設計，施工で住宅公

団の分譲住宅である。規模は 4 棟24

戸延 360 坪のテラス ・ハウスである

1 期工事は未経験のため多少の失敗

を免かれなかったが，翌年の 2 ｊｾｊ 工

事では好成績を納め，今年度も大体

閉じ規模のものが 3 期工事として者

工されつつある。毎年公団の融資{ζ

よって将来の計画まで進められてい

る状態である。技術担当者はわずか

1 人であるが， 2 度目からは職人が

工事になれたためきわめて円前に工

事が進められたという乙とは「監理

が容易である J という木工法の特長

を哀づけしているものといえる。

住宅公団多摩平第 2団地，乙れは

いずれも壁はカーテン ・ウオールと 東京支所の工事としてて行なわれた

して，ラーメンの現場打を行なって もので， 1  JDj 工事72戸， 2 期工事 114

• 4.  版のコンヲリート 打

5.  多勝平 1 JIIJ工事。版製作用上小恩

6.  版の製作が完了し，ι れからu ! 方にはいる。う

しろにあるのが多摩平一j則工取の迎物

いた。施工はすべ て万年工務庖で， 戸を昨年12月lζ 竣工 している。施工 8  パ J レコニーのセット( 稲山県勿来市民羽化学祭}
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は大成建設で，比較的まとまった規 のたたきを使用しているが，地盤の

i撲であるので，施工法や工事政な ど 締固めをすれば 2 c m J豆ぐらいのモ

あらゆる点で，将来の実施計・画のサ J レタJ レでも十分で ある。乙 のベ ッド

ンプルと なっている。 の上に コン クリー トが付指 しないよ

公団試作住宅，将来の工場とtJ主化 う剥離シ ート (seporot e sheet) を数

.  
を対象 とした各種の実験，構造耐力 いて，その上 l ζj 仮の周辺の型わく ，

実験， dry  joinl による試作な どを 4 必要に応 じてサッ シを セ ッ トし，配

棟 8 戸の試作住宅の建設に併行 して 筋ゃ版つり上げ用金具を設置し，コ

行な った。 ンク リー トを打つ。ベッ ドの数は)j怠

その他の例として，北多摩の停ぬ 工; 汁画でコンク リー ト打 込 み ， i z

に弱電関係の工場の壁! 仮にプレキャ 搬， Q方を考慮して適当 l乙定めれば

ス ト版を適用したものがある。壁版 よいわけであるが，多摩平 1 期工事

は軽量とイ ンシュレー ションをよく の例では 72戸で 1 戸当り所要) 仮数

するため，内面を凹ませた型として が10枚強であ るので，ベ ッドを40枚

g.  dry  joint の例

乙れにボード をはり! J f f l l仮の内部を 中 製作し，1 つのベッ ドに約20段桜み

(央羽化学 1 階間仕切蛍)

空にした。乙の壁版からでているプ 重ねた。壁厚は 15cm である ので，

レートを主体の鉄'円-の柱 lζ ポノレ ト締 約 3 mの高さになっ た。 40校を 2 つ

めした上，柱の部分に コンク リート I( 分けて 20枚ずつ コンクリ ー トを

を打ち込んだ。鉄骨の加工製作中に 打ち， 翌日型わくや鉄筋などを セ ッ

プ レキャ ス ト版を現場で製作してお トして，その翌1: : 1コンク リート打ち

き ，欽 ， ｾの ｑ 方が終る と 同 ｈ 寺 』 ζ 壁 版 というふうに交互に 1 日置 きに版を

の組立てができ，外装は モルタノレ塗 製作 した。

などをせず吹付け仕上げができる の したが ってコンク リー ト打ちは述

で，鉄骨』ζ ，スレー ト張り をす るよ 日続 けるわけ である。冬 JDl の工事で

うな簡易な構造を除け ば， ラスモノレ
最低気郡 一10

0

C Iζ 述することもあ

タノレを塗 っているより む しろ工期も
るので，ベ ッ トー数10枚白 lζ 上小家を

平く なるし，すべての点で合理化 さ かけその中で養生 した。乙 の上小屋

れ る。今後 このような工場な どには は，温度! ( 対する養生ばか りでな く

大いに利用 されてよ いと思 う。 なお 雨天 lζ 工事ができるので，乙の程度

設計 は片岡建築設計事務所である。
以上の規模では必ず上小家が必要』ζ

なろう。現場打の場合も閉じである

1  .1 版 の 製 作
が，乙の施工計画はきわめて大 切で

l坂はもちろん現場で製作 され るの ある。ベ ッドは コンク リー トやモノレ

で，適当な敷地を必要とする が，団 タノレ以外 lζ 型わくバネJ レ を 並 べ た

地の アパートでは隣披閲隔で十分で り，ア スフアル ト舗装で行 なった例

ある。多摩平の例を図示 しておく が もある。

11. 2 階! 盟阪のセ Y ト
|燐事R間隔で版を製作 した方が， トラ

剥離シー トはベニヤ単仮を利用し

ック ・クレーンの輸送の点では有利
ている が，ベニ ヤ単板はコス トも高

であるように恩われていたが，規絞
く ( 1  :pli  150 PJ くら L、) ， 入Tーも |忍

が大きく なれば 1 個所刷版を集中さ
［ＱＱｾな 上 ，絶えずＷｊ＼養 ＧＱ ゴしなければな

せ，版のも!i み上げ とセ ッ トを別 々に らないので， ビニーノレのフィルムや

2 個の トラッ ク ・クレー ン で 行 な
ポチエチ レン加工したターボ リン紙

い， トラッ クでその聞の迎搬をした
や， アスファノレ ト・ノレフィングやボ

プj が， コンク リート打の作劫さや，
ーノレ紙など初々のものを佼 JF l してみ

ガソリ ンの消粍の少ない乙とばかり
たが ， よい結泉 ｬ まのられず Ｎ 結局ｬｊｾ

でな く，m方能率も 上昇するという 在でもベニ ヤ単叡 iζ 頼っている状態

ことがいわれている。 である。周辺型わくは木製でもよい

12.  多' { J ! . 平工! J I 峻 工 建 物

版製作用のベッ ドはコンク リー ト が， 1. 6 - 3 .2  mm J I l . の苅鋼板を利用
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した鉄製型わくも， 反旗回数が多い

場合は，木製より経済的にまた精度

的lζ も好結果が得ら れた。 乙うよう

にして建物の寸法が統一すれば鉄製

型わくの使用により周辺型わく貨は

きわめて節約できる。

また窓わくについてもスチール ・

サッシが先付けできるばかりでなく

多摩平第 2 期工事ではコ ンク リート

の窓わくを全面的に使用した。乙 れ

は 4 辺のわくをばらばらにして製作

迩搬し，周辺型わ くと併行して組立

て先付けす る。 雨仕舞や耐久の点ば

かりでな く，大1立に なれば木製わく

よりも安くできる。乙のような乙と

は現場打では絶対にできない乙とで

ある。フランスのカミ ュー では必要

lζ 応じて，タイノレ貼 りを施してい

る。コンクリ ー トはス ランプ 5cmぐ

らいの磁練りにする乙とにより，セ

メン ト使用品は少なくてすむ。 1 立

米当り 5.5袋前後で十分良質なコン

ク リー トが得られる。

1 . 2 版の建方

j仮の製作 と併行して基礎は現場打

多摩平およびｾ作住宅プラン

されるが，乙の上 lζ 版のコンク リー

卜 強度がｾ方ＨＨＮ必要 な 強度Ｈ約 ＱＵＰ

ｫｧ ｦ ｣ｭ りに達してから，ｾ版の建方

およびセ ッ トをする。壁l仮が正確な

位置に ，また鉛直に立ったときプレ

ースなどで仮止めされるが，隣接す

る2 枚の壁版の鉄筋が溶接されれ

ば，プレースは取り除いても差支え

ない。 l坂の建方は普通 25 t の トラ

ック ・クレ ーンで行なわれ るが，多

摩平の例では 1 日最高40枚，平均約

30枚が組立てられてい る。乙 の現場

では 1 戸 10枚の版で構成されている

ので Ｑ 日 Ｓ 戸以 上 の建物をｾ築し

ていることに なる。乙のm方が従来

の現場打にはない工事になり，当初

はかなり不馴れもあって， ) 仮を損傷

させ危険も伴ない能率も惑かったが

蚊近は大工 とl t 5を含めて 3 - 4 人ぐ

らいの人数できわめて手際よく行な

っている。したがって現騎打と比較

すると極めて関散としている状態で

ある。

1  .3 版 の 接 合

版の処方が終ると版の接合を行な

s  
切

耐

うが， 1  I瞥の joint を施工 してから

2 階の建方という! 闘に進んでいる。

ζ の接合という乙とは Ti l t -up 工法

( ( . 限らず現在のと乙ろ pref ob と名が

つく以上，結局 uni t の組立という乙

とになり ，施工的にも構造的にも弱

点となりやすく，最も重要な問題で

ある。構造上ボルトや溶接などK よ

って接合するものを dry joint ， コ

ンク リート やモルタルの強度! ( . 頼 っ

て接合するものを wet joint と称 し

ている。いままでの工事はすべて，

wet  joint I Cよって施工 してきた。

dry joint は 1 回目の試作住宅の 1 棟

の鉛直 loint と 2 回目の試作住宅

の 2 棟 4 戸を水平，鉛直両方の joi n

を，その他としては 1 階の間仕切監

の鉛直 joint を dry で行な った例も

ある。 wet と dry joint の設計例を図

示しておくが，wet  joint は大休その

工法が固定化 された! 惑がある が，

dry  joint はまだ研究的段階である。

wet  joint は版から鉄筋を山 しておい

て相互の鉄筋を溶接し， joint ( ( . 型わ

くを組んでコンクリ ー 卜を充填する

ので，その聞の煩雑さはあるが，施

73 



1<001  d ' <d W，，1l 

十

ー

き

|

十

] γ  

寸

R
i

W et  joi nt  

dr y  joi nt  

工上の逃げがあることと構造的にも

安定さがあることなどの長所を行し

ている。 dry jo int は反対に型わくや

コンクリートなどの煩雑さはないが

凶示したような方法では版の製作や

4] 11に逃げがほとんど取れないので

応悩度を必 ｉｾ とすること，水、 ｬι 荷屯

に対して接合部l乙集中応 ) J が働らく

乙とに なり 1 ヵ所の欠点が致命傷

となるおそれがある。 jOlnt の|坊; J <は

コーキング材で処到しているが， l京

般の jOlnt は，フジ ・シートと称す

るー穫のアスフ 7 )レト |ザIj ll<. じ処躍し

ている。完了後 Ｒ ｾ Ｓ 年たっている

が，雨もりなどの支障はない。
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1.4 版 の 仕 上

内部造作は従来の現騎打と変りない

が，スラプなどのサポートや製わく

の取りはずしを待っている乙とはな

いので，組立てと接合部の処理が終

れば，ただちに造作にかかれる使が

ある。市JJ 己のように現場でl仮を柏庖

式iζ 製作している場合は，と くに工

ｊｾ ｉ の短縮にはならないが，乙の造作

のJ誌では工期は短縮している 。版の

外部仕上げは版の製作J l 寺1( ，上而( 戸

界壁を除いて外壁而となる) を帰11毛

引きしておき，後スプレー仕上げを

している。内部は面の不良部分Iζ グ

ラインダーがけなどをして平庁Hζ し

ペンキ塗りをしている。左官{ I:上げ

の際の現場の煩雑さや汚れな どを考

慮すると，きわめて整理された状態

で 工・ ｊｾ ができるが，私居期間 ｪｲｬｊ はコ

ンク リートは絶えず湿潤状態にある

ので，処方後の P ・H は現場打の場

合より大きく ，ペイントの選定が大

切である。

多燃え|三1 J切工 ・Hでは大品砂平dを侠

2.1  工場生産化に関する実験

現場で版を製作するには ，経済的

な見地からいまのと乙ろ前記したよ

うな積回式K たよる以外にはないが

乙れでは製作と処方のl順序が逆で材

令の少ない上屈の版か ら建方を行な

うという矛盾がある。工場でl坂を製

作する場合は，おｾＮｉ｜Ａ￬式では敷 地 の問

題からいっても ，作ったものか〉巡

搬する組織をしなけ ればならない。

また現切でも大規模な場合流れ作業

式に版を製作する乙とが望ましいわ

けである。結局式でなく 1 寂ずつ

版を製作し移動させる方法を単届式

と呼んでいる が， ζ のときには明 ら

かによ11J 切強度の別大が必要となって

くる。

実験は 1 11 Ｈ版製作ｬｉ ｾｩｬｦｬ Ｑ を入れる

と約 ＲＰ ｉｬ ＮＧ ｦｉｉ ｭ で ｬ 以の 正 ｾブ ｪ が可能な ｩ ｫ｜Ａ

川したのでセメン 卜使用訟も 1 立米 政: つまり 150kgf cmさを得る目的で! ( i ，

7 袋当りで， またペンキ塗りも初め 気必生の実験をした。その結' * のー

てであるので，剥終し失敗してい

る。 2 jtj 工事では面が多少平市でな

い乙とを除けば，今のと乙ろ支防は

ない。試作住宅では一部へ γ シャン

・クロースをはった例もあるが卜

j也がある程度平ji'J" であ る乙と ，Jti.;'，' 

剤の選定 ｋ 留Ｎｾすれば コ ストも特別

部が1"61表に表わされているが，従来

の水セメント比の関係が蒸気必ペーを

施したコンクリートでも成立っとと

またぷ気主主作後J l <分の*tli 給をしない

と 4 週強度では蒸気後リーしないも

のより強度が低い乙と ，1  LI 150 kgf  

c mヨ程度の強度をねるためには，7 l <

日いことはなく， ｪｬｾｬ 味のある乙とや セメン ト比 Ｖ ＵｾＷＵ ＹＶ 程度でも可能な

経ｦＺｩｾと間以施工がｾ後の工程になる こと， つまりスラン プ 5 c m 程度な

ので，周りを汚すととがないのでー ら 1 立米当り 5 袋程度でも可能な乙

応内部仕上材としてあげ られるもの となどがわかった。乙の結果を利用

である。 付申込J，'; 'や接合部の逃げなど して試作住宅で計22枚のl坂を蒸気誌

を与! むすれば，もちろん左官仕上げ 生して，翌 U巡級， ll 方 を 行 な っ

が1日開iではある。左官仕上げも! 日が

平加であるので，塗j立は極めて少な

くてすむ。 1 1格天井市はプラスター

などのIIxf.j けが刷協の心配もな く，

よい乙とはいうまでもなく，すべて

このみ法で実施してきている。

た。乙の他回転台を利用して ζ の上

でコンク リート 版を製作し，翌 日強

度が ＳＰｾＵＰ ｫｧ ｦ ｣ｭ Ｒ に達したと ζ ろで

Ｉｾ止を Ｇｩｬｬ 起すことも行なって みた。こ

の際の必生はビニー J レ熱11主主主'1-:. によ

った。乙れらのことはいずれも将来

の工場生産化のための技術上の資料

を13るために行なわれたものであ

マ

也。
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蒸気益生成験結! f . l

13.  ブレキャストコンタリート: 部仲

14. 蒸気建生槽における予備実験。 2 問目誌作住宅

15. 水 平 {; "J 露 政 験 し た 鼠 作 住 宅
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2.2 構 造 実 験

接合部の耐力実験については前記

の本誌にも一部記されれており，そ

の後詳細の実験も行・ない dry joint の

実験も一部は されたが，乙乙 では省

略して 2 回目の試験住宅について

実施した実大の水平耐力実験を簡単

に記してみる。多摩平の工事と全く

同様 fr. wet  joint で壁厚15c m K して

大島砂利使用コンクリー 卜K ょった

建物 1 棟と，壁厚 12cm にして普通

コンクリートを使用した建物 1 棟に

ついて行ない，その後壁j亭 12c m 普

通コンク リー トの建物 2 棟 dry joi nt 

で行なったものについても試験し

76 

た。 wet joint fr . ょった建物は大型起

震機で振動実験を行なったが，共振

までもって行く乙とができなかっ

た。水平加力試験は，図示されてい

るように. 2 棟の建物の聞の 4 個の

オイノレ ・ジャッキ [ζ ょった。図表中

縦割hは震度である。

最高荷重は wet jOint で0 .72 fζ 相

当する荷重を. dry  joi nt では0 . 641r.

相当する荷重をかけた。図表でも知

るように乙の荷重位まではいずれも

大休同様の剛性を示している。試験

家屋は住宅 lζ 使用するので，関口部

の tensi on side  !ζ 斜亀裂が生じたの

で，試験は中止したが，接合郎には

なんらの支障もみられず，最大耐力

はさらに上昇しているととはいうま

でもない。乙の実験によっていまま

で実施してきた Ti l t-up によるテラ

ス ・ハウスが，構造的にも安全であ

る乙とが確められたわけである。

以上第 1 回の試作住宅以後今 口ま

で行なってきた工事，および研究の

概要を記した。乙の研究が本格的( r.

なされてから 5 年になろうとしてい

るが，住宅公団，大成建設，建設省建

築研究所，それから万年工務庖万年

真也氏の協力があって乙そできたわ

けで，幸いに工事完了後の担当技術

者の考察として，現場監理の容易さ

や防水その他の クレームも皆11l tf ζ 近

かったなどの好評を得， 工事費も現

場打鉄筋コンク リートより 安い価格

で実施され，住宅公団東京支所では ，

今後団地のテラス ・ハウスは Til t-up

工法に切替え るとさえいわれている

そして今年も同所でテラス ・ハウス

300 戸の建設が予定されている。現

場打コンクリートが30年以上の歴史

を有しているのに対し，わずか数年

の経験を得ただけであるので，今後

の改良研究にまつととろは多い。

「プレキャスト ・コンクリートをし

ないのは後進国を除いて日本だけで

ある J ともいわれ，また「いまの鉄

筋コンクリートを安くするにはプレ

キャスト ・コンクリート以外にな

い」ともいわれている。今年以後の

研究として中居アパートの建設が一

つの課題になっており 4 階建の試

作やモテ‘ J レ家屋の破壊実験も近々の

うちにやられる予定であり，またい

ままで構造的に不明な部分 もかなり

あったが，幸いに大学でも研究が徐

々になされつつあるので，いずれ一

般的な工法として設計規準の作成に

およぶものと恩われる。以上不十分

な説明でわかりにくい ところも多々

あると恩われるし，また適当な執筆

者に委ねてもよいようにも感じられ

たが，木誌の依頼によりあえて執怒

した次第である。

( 筆者建設省主E築研究所研究貝)



エ 期

いま ζ 乙で工J i J lとは，建築物の施

工岩手時より，その完成までに変ーし

た時間をいう乙ととし，その工JUl の

長短IC影符をおよ lます， ( J ) 工期

の要素と ( IT ) 工期の平均値と工期

の適正値について考えてみる。

( I ) 工期の要素 工JUl の去来と

して考えられるが. I } ' j ( よいろいろある

が大別 して( 1 ) 建築的の条件と (2)

それ以外の条件とに分けられる。

( I )  ( 1 ) 建築的条件としては

い ) ー (0) 立地条件 ( i) 交通，

( ii ) 近隣と地質 ( ii i) 気候，

( 1  ) ー (b) ｾ策形態 Ｈ ｩ Ｉ 1糖数，

( ii ) 面秘， ( iii ) 椛造， (  iv ) 設

計， ( 1 ) ー ( c ) 技術的条件とに

分ける乙とができる。 。ーi ) 交通 :

工事を施工する敷地が交通K 便利で

あるか不便であるかK よって，労務

者の通勤K も材料の搬入 (Cも，また

残土の搬出 ICも工j切に影響をおよぽ

す ζ ととなり，はなはだしく僻地で

道路も不完全であれば，工事もおく

。つz

1 11 2  3 ・5 ‘ 7 ・9 10 11 12"  

月別防水 Ｘｾ Ｈ 照 車 に ｾｦｉＱｾ Ｓ Ｐ 耳目中 ｩ 司Ｉ

つ

堀 内 四 知 丸

れ) 協ちになり，また一方交通li 便利

でも，あまりに交通畳が多い場合に

も工 l切に不利になる。

。- ii ) 近隣と地質の状況 : 施工

する0 : 物に核近して隣家があってそ

のために隣家の必生をしなければな

らない頃合には，その処置のために

相当な日数を必ｾとする乙とがあり

乙とにその隣家l乙地下室がなくて，

施工砧物K 地下宅がある際 1( ，は，そ

の処罰として，杭を打って| 隣家の建

物の下lζ 押し込んで支えたり，また

その杭で地盤を仮りに固めたり，薬

波注入をして砂質土の抗出を防止し

たり，プレパクトで地盤強化をする

とカ入グラウティング，アンタ' ーピ

ニングなどの養生とか処置する工事

に円数をおり乙まねばならない。ま

た施工をする敷地の土質が，工JIllを

はなはだしく左右する。土質が工事

κ やりやすいときと，やりにくいと

きとでは ，著しく工 j切に差ができ

る。土質が軟弱の場合に はl止めを設

置する期間，あるいはまた余りに竪

硬な場合も掘削に予想外の口 l時を要

する。硬い砂質土とか砂利疋iである

と12m ぐらいのシートパイルが 1 n  

IC 1枚しか打込めないという例もあ

る。また純然たる土賓とはいえない

が，地下に旧建物の基礎が埋没して

いたり，旧護岸の石積があったりす

るとその除去にも案外の長い日数を

必要とする乙とがある。

。- iii ) 気候 : 東京を例K とって

30年間の平均をみると梅雨といわれ

る6 月は 1 ヵ月中にO. l mm以上の降

水口数は 14日間， 1mm以上の降水日

て

数lよ10日間 30mm 以上の 11 数が約

2  n悶， また暴Jill1. の多い 9 月は 1 ヵ

月のうちに O. l mm以上の降水口数は

14 .9  ¥1 1泊 1 mm 以上の降水 LI 数は

11 .3 日間30mm以上の降水 11数は2 .4

日間で，工J t ] l ζ 関. i : E するし，また暴

風時期の 9 月にかかると作業不能の

LI 数を見込む必要があるし，また寒

地でもコンクリー ト打[ζ 養生しなけ

れば，コンクリー ト打ができない臼

数ができるから考慮κ いれる乙とが

必要である。

次l ζ ( 1  ) ー ( b ) 建築形態によ

って工j切に関述性のある要素として

b - i ) 階数 : 泌物の階数は工Jl iHζ

関述が深い。同じ延べ面積でも階数

がi杓す1 ( 従って工JUl は長く必要とな

る。とくに地下室がある場合は，根

切工事のためと，またそのために山

止を設置するときは相当の口数を見

込む必要がある。地下室 1 階建に比

べて地下室 2 階建はその比例以上lζ

割l曽的κ 工期を長く必要とするのが

通例である。また9 . J l 物がお胞になれ

ば，地下の階数が ｾ ｊ ｩ￬Ｂｬしになるほど

ではないが，やはりＺｊＺ ｾ ｊ ｊＮ ｾｉ となるのが

普通である。地下の附数がj併せば綬

切り工事の山止めも大規校になり労

務:!i l ，材料の量も多く，かつ工・j王も

やりにくくなるが，その他』ζ ，J也上

でも階数が多くなると，各階毎1 ( ，

工事がそのたびに，区切がつくため

もある。たとえていえば， コンクリ

ート打にしても ，各階段毎 IC，型枠

の組立て，取りつけ，鉄筋の組立て

コンクリート打もそれぞれ下階と別

々に施工する乙ととなるから ，その
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聞にそれぞれ回数を姿する乙ととな

る。

b  - ii ) 面積: 面積も大となるほ

ど，工期を長く要するのは当然であ

るが，面積の大となったため比例し

て，面積が 2 倍になったからといっ

て，工期が 2 倍になるというととは

なく ，2 倍よりは短い工期でできる

し，また反対に. ある建物の商寂iが

半分であるからとて，半分の工期で

は完成できなくて半分よりは幾分長

く日数を要する。面積が大きくなっ

たとき施工する材料の量は，大体面

積IC比例するが，工事が断続でなく

述続して施工可能のためK 階数が少

ない建物は短期間K 完成できると恩

われる。

b- i i i ) 構造 : 建物の面積，階数

が閉じでも，その建物の構造K よっ

て， 工期は相違する。 木造の場合，

鉄筋コンクリート造の場合，鉄骨造

のとき ，鉄骨鉄筋コンク リー ト造と

では工期に長短を生じるし，プ ロッ

クの組事ｾ造の場合もまた特殊であ

る。鉄骨鉄筋コンクリ ー ト造のとき

は，鉄筋コンクリート造の建物に比

較して，鉄骨の工場製作は，現場施

工 fC関係なしあらかじめ製作して

迩搬 して現場ーに入場さすとしても，

現場建方の回数，歪直し，足場を組

んで，鍍鋲とか溶接などの本締回数

を必要とし，かつ，その後に鉄筋を

組立てて，コンク リー ト打設となる

から ，それだけ余計の日数がかかる

わけである。設計にも関連のある ζ

とであるが，杭打がある場合と，杭

を必要としない場合とでは工期が，

おのずから変ってくる。

b  - iv ) 設計 : 建物の設計によっ

ても，工期が変る。たとえば事務所

建築の設計のごとく，概して，柱の

間隔も等間隔で，天井高もそれほど

高くなく，内外の仕上も各部分が似

たような材料と工法である場合は比

較的，工期が短かくてすむが，病

院 ，ホ テルのように，建物面車 ｾｋ 比

して，間仕切Mが必然的 IC多くなる

場合とか，寺院，劇場などのどとく

78 

吹抜部分が重要な部分であるとき ，

または銀行建築のどとく，デラッ

クスの部分があり，またはクラブ，

高級住宅のどとく平面形が不規則で

また階高に変化が多く，天井高も複

雑になり ，あるいは仕上材料の種類

も多く，また数量も多くなると工期

も，長くなる傾向である。また同じ

杭打にしても， 設計によって， 木

杭，コンクリー ト杭，場所打杭，柱

礎，ウエ J レ，ケ ーソン，鋼管杭，あ

るいは I 型の鋼製杭などの種類もあ

り，その敷地の地質の硬軟によって

工期κ はなはだしい相途をきたす乙

とが稀でない。また別の商から，工

期lζ 影響をおよぼすのは，設計変更

という事例で，ある建物の工期が標

準より長過ぎても ，その聞に設計の

変更があったという要素lζ 気づかぬ

場合があるから注意を要する。設計

変更と言葉は簡単であるが，そのた

めK は材料の注文から入場の時期，

あるいは工法の変更もあるのである

から ，容易な乙とではない乙とを認

識すべきである。

( 1) ー ( c ) 技術的条件，以上

の他iζ 技術的の条件としてい) 材

料， ( ii ) 工法とが考えられる。

c  - i  ) 材料 : 建物に使用される

材料K よって施工の必要日数がかわ

る。すなわち例をコンクリートにと

って考えるならば，コンクリ ー トの

硬化時間という要素があって， ζ の

日数は人工的に養生したり早強材料

を使ったりして，多少はかえるとと

ができても，それにしても，最少限

の硬化時間を経過しなければ，型枠

はづ し，支柱の取りかえ，取りはず

しはできない。またコンク リート杭

も，杭の打込みをする前lζ 硬化の時

聞が必要であるから，市場の需給状

態をあわせ考えて，その入場がおく

れる有線であれば，工期に見込むと

か，あるいは塗装工事の場合も，仕

上の乾燥時間などを考えにいれてお

く必要がある。

c  - ii ) 工法 : 工期が定められて

いるときには，その工期IC合致する

施工の計画を して工法を決定するか

反対に施工上の条件から工法が先決

される場合には，その工法によって

必要とする工期的日数を見込まねば

ならない。すなわち乙の ζ とは工期

と施工の計画とが相関連する ζ とを

意味するもので，各々が単独に決定

はでき ないという乙とである。たと

えば建築敷地周囲が病院，ホテルな

どの場合，騒音，震動をさ けるため

に，矢板打あるいは杭打を落鍾打の

施工不能のために，時間を要 しでも

無震WJ杭打機を使用して施工する場

合などがその 1 例である。また一方

逆の場合を考えると工期がきめられ

ているために工期を短縮する施工

計画をたでなければならない。たと

えば，コ ンク リー ト打の際 IC，各階

ずつ打設せずに型枠を多く準備し

て， 2 階のコンク リート 打と同時κ

4 階の コンクリート打設も計画する

ととがある。もちろんその場合 3 階

のコンクリ ー トを打たない部分の柱

の仮設的補強が必裂である。また扱

切を例にとれば，機械類を使用する

ととによって工期の短縮ができるが

そのためにはパワーシャベル，パッ

クホーなどの作業余地を保有できる

よう K 施工の計画をしなければなら

ない。なお附加説明すれば，その際

山止の切梁材などの配置に注意をす

べきである。杭打にしても，根切り

してから杭打をする場合もあり ，ま

た根切り前にやっと乙で杭打をして

から根切する場合，またその両方を

加味して一方から狼切しそれに杭打

を行ない，他方では同時K 根切り工

事をしているという方法もあるわけ

である。

( 2 ) その他の条件として

以上の建築的の諸条件の他1 ( ，施

工上，技術上の条件に関係なく，企

業上の要求により，工期に制限がつ

けられる乙とがしばしばある。たと

えていうならば，百貨后の建築の際

lζ ，中元の大売出し，歳暮の大売11¥

しに間に合わしたいという要求，I決

函館の建築の開! 苫予定日，アパート
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均値と恩われる斜線を記入した図で

ある。建物の頼類は，アパート，ホ

テル，銀行，教会，デパート，車庫

体育館，住宅，公館 (大使館な ど)

美術館， 屯話局， 事務所建築， 病

院，変電所，学校，庖舗，料理庖，

公会堂，スタジオ，劇場，研究所，

倉庫，工l b } ，郵便局，冷蔵庫な どの

建築についてである。

との図をみると ，階数， 面積，構

造の要素の複合によって，過去に建

設された建物の工期がどの程度であ

ったかという見当をつける乙とがで

きる。しかしなが ら， 工期を考える

ときに，前述の各要紫，条件の複合

程度によって，乙の図のバラツキの

どのああたりに相当するかという乙

とを，その湯合lζ あたっ て，自分で

判断しなければならない。

第 1 図より第 9 図までに書き乙ん

である斜線は， 工期の平均らしいと

乙ろを示す線で，節 10図は，その平

均線を一枚にまとめたものである。

各図の斜線のうち点線は，修正した

線であるが，修正す るほどK 精密な

図表でないととは，前述のバラツキ

の範囲の大いさからいっ ても わかる

以上の記述が各位のど研究の参考の

一部となれば幸いである。

<rli 水建設K K工E首都)

線

中 ｴ 間隔も一定であり，仕上げもｦｉｔ ｩｬｾｾＮ

であるなどの場合には案外早く完成

できるし，小規模のR l ! 物で各条件が

以上の反対に不利な場合には，予想

外に長い工JUJを必要とする乙ととな

る。

工期の標準として a =2. 1 logb+  

2.5 ・… ・( b  は工事1' 1) ・・・・・のよう

な公式 も先党者が出しておられるが

同 じような要素と条件で建物の規模

のみが変化するというケースκ 用い

られると恩われる。筆者もいろいろ

の統計をとって調査してみたが，実

にまちまち，千差万別で機械的な公

式が得られなかった。その要因は，

あまりに工期K 関連のある要素と条

件とが多すぎて現在では実用的には

複雑すぎるという研究段階である。

しかしながら，多数の建物実例の

統計をとっ て図表にしてみて別掲の

よう な概念図表K 一線を引くととが

でき た。図で判明するよ うに，相当

多くのバラツキがあっ て， 標準がつ

かみにくい。考えてみると，前述の

各種の要素，各条件が，それぞれの

その建物施工の場合K しめるウェイ

トの大小によっ て， バラツキの範囲

が変るのであろう と恩われる。

乙の図は，建築の面積を X 制I (水

平〉にとり， 工期を Y 軸( 垂直) に

とっ て，各種の建物について階数毎

に別々に プロットしたもので，約平

均平の

などの建築の資金ぐり，学校建築の

学期初めのH寺j切などlζ 制約される場

合が多く，乙のような場合には，そ

の建築主の要望する工期lζ 合致させ

るべく，技術的に工夫をして，施工

計画を決定すべき乙ととなる。 乙れ

らの要素は，施工技術に関係な し

要望される工期の回数であるが，技

術者としては，能うるかぎり 努力す

べきはもちろんであるが，不可能の

工期lζ 対しては，説明をして，納得

を得て，適正な工期を提案すべきで

ある。

( IT ) 工期の平均値と適正工期

以上工期lζ 関連のある要素につい

て考えたのであるが，以上の要素が

相互に関速しあって，どの要素も，

全部が工j切に重大な関連のあるため

適正な工期というものは簡単I C . 決定

できないのが当然である。積々の要

業が複合しあって総合的に，工期が

l守ら定まってくるから，工j拐を簡単

に機械的にはきめられな L、。小規模

な建物でも仮設準備期間というよう

な期間は，大規模な建物ほどではな

くても，最小限の期間は必要とす る

し，極端に短期間では完成できな

い。大規模な建物でも，交通，近隣

関係，地質も良好でよい気候の期間

に合致す るなど一一 立地条件が有利

で，また面積が大で階数が多くても

期工第 10 図
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最 近 ， 建 築 工 事 の 工 期 が ス ピ ー ド ア ッ プ さ れ

て ま い り ま し た 。 こ れ は ， も と よ り 施 工 技 術 の

進 歩 に お う と こ ろ 大 で あ り ， 大 変 結 権 な こ と と

存 じ ま す が ， そ の 反 面 ， 極 端 な 工 期 短 縮 な ど に

は ， い ろ い ろ と 考 え さ せ ら れ る 問 題 を ふ く ん で

い る よ う に 思 わ れ ま す 。

つ き ま し て は ， 適 正 工 期 に つ い て ， 貴 方 の お

考 え を お 聞 か せ 下 さ い 。 下 記 項 目 別 に お 書 き 下

さ っ て も ， 一 括 し て ご 意 見 を の べ て 下 さ っ て も

結 構 で す 。

A  当 初 よ り 極 端 に 工 期 が 短 か い か ， あ る い は

途 中 で 工 期 が 短 縮 さ れ た 工 事 に 関 係 さ れ た こ

と が あ り ま す か 。

1  ) 原 因 : そ の 工 期 が 短 か く な っ た 原 因 は ど

こ に あ り ま し た か 。 た と え ば ， 施

主 の 要 求 ， 計 画 性 の 不 十 分 ， 資 金

の や り く り か 。 あ る い は 天 災 環 境

な ど の 事 故 で す か 。

2  ) 対 策 : そ の 場 合 対 策 と し て ど う 処 理 さ れ

ま し た か 。 た と え ば ， 設 計 ， 施 工

の 変 更 ， 労 務 強 化 ， 施 工 機 械 の 大

量 投 入 ， 新 工 法 の 採 用 な ど 。

3  ) 結 果 : そ の 結 果 は ど う で し た か 。

B  現 在 お こ な わ れ て い る 工 期 に つ い て ， どう

い う ふ う に 考 え ら れ ま す か 。

た と え ば 適 正 工 期 を 厳 守 す る た め に ， ど う い

う 対 策 が 考 え ら れ ま す か 。

上記ア ンケー トにつき， 綜合3背負，投計モ1J l 6所， 官公庁の関係者約30名K 依頼したと ζ ろ，下記の12名

の方が回 答を よ せられ ました。 いずれも貴重なと 窓見をよせて下きいまして厚〈お礼 ｲｾ しあけＮます。

回 答 者 ( 順 不 同 ・敬祢略)

北 山 ニ + 三 ( KK 竹中工l6庖) 1ヒ 垣 智 造 ( 大阪市営絡調! )

桑 山 音 吉 (K K大林組) 山 地 英 雄 ( 大阪府住宅建設潔)

山 本 / y' ( 大円本土木K K ) 神 国 省 三 ( 住宅公団大阪支所)

位 上 謙 一 (大成建設K K ) H .  
。

生 ( 綜合建設}

高 橋 誠 事 量 (K K大林組) 松 岡 照 夫 { 大成建設K K)

j j ( 弁 事長徳 ( K K大林組) K .  U  
生 (T工E首脳)
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工 期 は 乙 の よ う に 短 縮 さ れ て い る

最近 5 ヵ年聞に竣工 した建築物について施工工程を淵

査した結果ぃ・

K K竹中工筋商技術部長

施工のスピードアップ とは， 常にある 限度 lζ おいて合

理化され，迅速な要求に応えてい る乙とで，正しい，t r ; 1沫

lζ おける ul 築技術の進歩による解明である。簡明かつI立

￭ ｬｾ な 形式をセとす る近代建築は一応 ｈ 年代的な合理 ｅ 性 に宗

み，主s築施工上，機械の不IJ JTj ゃ新総材の考案など と納ま

って大きく 抑 絡 し も はやrl J ｉｉ ｉＺ ｊ 倒的な綴式ｾｾ誌の美にあ

ζ が れ る必ｾはなく なり，総全なｒｬｬｊｬｬＺ芯欲』 乙 即応 、 してい

る。

工j切の短縮 lζ 関する諸問題は， 9.ど2誌の設訂，施工，全

般にわたって「般烈な傾向」であり，ときには胞工面』ζ

大きくしわょせされ確たる方途のないまま，工程圧縮 lζ

苦慮する ケースも発生する乙ともあり，建築技術者j'IC難

解な問題をなげている 。

施工の J レー ノレはあくまで完全な施工にあって，乙の原

則lは逸脱するととは許されなし、。至短工期を条件とする

発注工事，各稲の理由よりする施工途上の工程繰上げ，

その他等々 ，あらゆる手段を講じてもなお歪らず，施工

上質的欠陥を云 々されるがどとき現匁もあり，正常の岐

を外れた工程科J ' I l . も現実にはあり得るので， ζ 乙K 適正

工 ｪ 切が強 く 反 Ｑ 門的 ｉｃ 論議されるｾ囚がある。

五 ￮ｾ 施工の適正合理化をは かるために ，多 く の問題が

残されているが，木文では現実の諸ｒｬｬｾ工事の実施工程

の実状を紹介し，今後の適正工j切に関する研究のー資料

になればと思う。

×  ×  ×  

次頁に掲げるのは， 1954年より 1958年に至る 5 ヵ年間

に竣工した主主物 663 件に関する笑施工程の統一資料であ

る。

( もちろん適正工期という意味でない) ( 次頁の表な ら

びに図去参照)

調査に引用した建物は下記のどとく 12fifi 類の泌物 lζ つ

いて総合的に倣った。

1. 官公庁舎 14件

2 . 銀 行
62 

3 . 事 務 所 120 

4 .  n百 !古
30 

5 . 学 校
61 

6 . 病 院
18 

7 . ホ テ J レ 4  

84 

北 山 二 十 三

8. ｉｾｉｊ＠ ぞ+ノf Jt  40 

9. 工 場 122 

10.  :fi Jif.' 31 

11. 住 105 

12 . 作 殊 sι 

ｾｾｾＱ ｦＮ ｉｃ 引 ｭ した雄物例々 に つ い て は ，ヰ く匠 ［ｭＺ ［ｮ ・， 椛主主

設J j -，規，fJL 地下11刊の工 'F，地業工'rc，胞ての刻I必，Sr. 

j也条件，設備関係など，工j切に i珂述する多くのファクタ

ーがあり，それぞれ調子E上の角度が異なるのであるが，

本文ではそれらの請条件は省時する乙とにした。

1  .  各分類の工事毎に工期の推移を比較すると，つぎの

どとき結果となる。 1954年を基準にとって工期の短縮

率を数字で示す と( 平均数値) ζ の 5 年間にやや極端

と忠われる 短縮率が示 される。

@部類の工事= 工程の短縮家約 1396 

@ 部類の工事= // 2096 

。郎類の工事= // 3096 

総抗的 lζ いえる乙 とは . いろいろな理由により ，ζ の

Ｕ ヵ年間に ＲＰ ＹＶ 程度の施工工程の短縮がｾ行されてい

る。

2.  `ｬＢ￭ｬ 矧のｾ築 Ｈ Ｑ Ｎ 000m
2

_ 5 .  ｏｏｏｭ ｾＩ＠ li H/ . 似の点から

して， Mも施工例が多く，乙の: 凋f f . では過半数を占め

ていて，施工工程の短縮率は約2096を示している。

興味深い乙とは③部類より小規模な工' p : ，すなわち@

古s類の胞工工程と大差ない程度まで短縮されている。

すなわち @郎類の工事は 7 ヵ月より→ 6 ヵ月

③部類の工事は 8 ヵ月より→ 6 ヵ月

それぞれ短縮さ れ施工されている故に300m
2

- 5. 000m
2

( 延床面積) の残物は 1/2 年で施工される例が多い ζ

とになる。

注ぷせねばならぬ乙とは 上 記の範閲 ｬζ 合まれるｾ 物と

して ，工湯 ｩ ＹＮ￮ ｾ， 劇場ＹＮ￮築 ， 事務所 Ｈピ ｊ レＩ ｾ築など

が多く合まれ( 総数は 282{，牛κ およぶ) ， しかも乙の

犯の建築工 ιFは， f J 止も至短工期を求められる場合の

公算が大きいことである。 古文1( 6 ヵ月工JUHまかなり 圧

縮された災施工JUJ が包合されていると思わねばならな

し、。

3.  @ $ 類の工τ問主延床商品' ( 5.  000m
2
_ 1  O. 000m

2

の範囲

の建物でやや規校も大きし鉄骨，鉄筋コンクリー卜
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迭の建物や多 くは地下郎を有する

もので占め られてい る。

工期短縮の傾向は他の部類K 比べ

て大 II -Hζ 短縮傾向が示され， 13. 5 

ヵ月 が 9. 5 ヵ月 と異状な短絡を示

している。

ζ の傾向は今回の調室上の傾向か

もしれないが，胞工法，機械の利

用，新ijl 材の0J用が大き く民献し

ているも のと思う。

4， 以上のように乙 の 5 ヵ年間の施

工工程の実体κ ついて，その概要

を示 したが， 一方国内全般におけ

るｾＮｴｾ誕生産の 状 態と 比 較検討する

場合，つぎのよう な関述が 汚えら

れる。

1954'1三度の生産高を 100とすると

1958年度はちょうど 2 イ九 すなわ

ち 200 となる。乙 れは急激な地庄

であっ て，他産業の生産指数を上

まわるも ので，さらに 1959年に至

るや 3 倍の生産品を示 している。

乙の必築 ｾＧ Ｎ ｴｧｷ 白 血 は ，建 築 技 術 の

進歩と施工のスピード化を大きく

促進 し，それぞれ IJ 進月歩の発展

)IJ )上をたどっ ていると考えねばな

ら な い。乙乙 』 乙 適正工 ｊｾ ｉ を 定 める

場合の困難さが大きく 感じられて

くる。 ( 以上)
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適 正 工 期 ア ン ケ ー ト

K K大林組工Z首都長

桑 山

2包

自

士
ロ

まず適正工J t J l とはどういうものであ るか， 読んて・字のごと〈であるが

厳筏 ＱＱＺ 考えれば ＩＱ Ｇ ＧｩｩｬＧ ｉｾ 鯵しい。 搬しいというのは建設工Ｇｉｬでもとく Ｑｾ ｩＱＡ

!!I'i TIIJ は各孤令隊の材料と ，それぞれの手1m. 工事計回のを! ! J ' >¥. 製作工

場の11l 繁，天候の成否， 不意の 災 ｬｬｩ 等々 ，工 期 ｉｾ 大きな影響のあるフア

ヲターが全〈後維はものである ζ とK 起因する。しかし工五11盟主酒者， 血i

工業哲は良い1mの経験によって， 現在の胞工飽力をもとにして原郡的な

ヱ釈を巧える。 ζ れを適正工即! といえばいえない ζ とははいが絶対的な

4のではし 通常 Ｒ 唱えられる保司 ｮ 的な℃即 Ａ という ζ と ｉｾ 解釈して以下進

める。

工期短縮とその原因について: 大きくいえば日木の経

済力の底が浅く，ちょっとした影響にもすぐ変化がある

ので，企業の笠り坂とみたときは寸刻を争って建設を進

めようとする注文字; の意図が，工期短縮の辰大遠閃と考

えられる。具体的な原因としては. ( 1 ) 大蔵省の資金

申請に対する許可が金融引締めの理由によって非常に遅

れる。さらに設計者が自身の手不足と注文主の考えのぐ

らつきとで遅れてきたもの。それらを施工の工期短縮K

しわょせされるのがほとんどの例である。また工期短縮

の施主の要求として，素人的な考えで，他iζ 似た例で工

期の短いものを引き合いに出して可能を主張される。当

初K 述べたよう κ 工事の内界と乙れに伴なう工期は各工

事名様で，た とえば掘さく土の土質，湧7 ) < ，隣家関係，

仕上げの難易など2，3の例をとってみても，建物それぞ

れに非常な差異があり， ζ れが工期決定の大きなファク

ターとなるが，法文主はこれらの乙とにおかまいなしに

工期限縮のみ要求される ζ とが多い。結局工期短縮の原

閃として現在では資金のやりくり上のととは全然なし

天災によるものは極めてまれであり，環境によるものは

現rr の技術でほとんど克服できるから，工期 lζ 大きな影

響があるとはいえない。

工期短縮に対する対策について: 最 近 完 成 し た 建 物

で，東京市内の目抜の場所で地下2階，地上9階の某ホテ

ルが 1 4 ヵ月の工期，山の手の某迩送庖の地下1階，地上

8 階のビ J レが 11 ヵ月で完成，大阪の某劇場が10 ヵ月でで

き上 ったなど極端に工期の短いものがある。いずれも注

文主の企業の都合上工期短絡を要求せられたものである

設計施工の変更また新工法の採用などは乙れらに対する

1 つの対策であるのが，最も多く強いられるものは，労

務強化( 職員の執務も含む) と施工機械の大量投入であ

る。労務強化については， 特殊技能を必要とする建築工

事の特性上労務の交替が難しいため. 述円の残業夜業を
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続けるとととなり，乙の点は監理者，施工業者職員も同

じといえる。従って施工の商 lζ 完墜を期し難いものがあ

る。工事機械の大量投入は，主体工事の工期短縮にある

程度役に立つが，土木工事と巡って複雑な)1良序を経て進

めてゆく建築工事の施工は，工事機械の投入だけで工期

知縮とまでゆかない。

極端に短縮された工期で施工した工事の結果について

: 一言にしていえば急いでやったものは惑い。それでは

急ぎの限度はど ζ にあるかといえば，監T甲占手'f ，施工業者

が短い工期といえども，でき上ったものに欠陥が起きな

い乙 Lを目標として科学的に合問削乙， J只1羽w貴釦剣lリ帆l

定めた工期を剖| 限浪皮とし，それ脅さらに短縮するものは比

例して粗葱の度が閉すものと恩わなければならぬ。施工

技術者としてはでき上ったものはもちろんであるが，工

事の途中すなわち進行している工事に大きな1 ' 1 任と仰i怖

を感じている。系人からみれば急いでやや粗悪にできた

建物も ，ゆっくりした工期で入念に施工した建物も，竣

工直後は同じようにみえて区別が判らないが雪年数字経

るに従ってその良否は，はっきり 11¥てくる。注文主も非

常に無理な工期を要求するときは，ある程度不具合なと

乙ろのあるものを受取る乙とをあらかじめ考えてかから

ねばならぬ。

しかしすべてがスピードアップされてきている各産業

の中で，建築工事はゆっくりした工期でとは望めない。

施工業者はあらゆる作業を質を務さずして，知期聞に施

工を進行さ せる不断の研究と努力が必要である。

現在一般に行なわれている工期について: 一体工事施

工の工期は，早くやった方が経済なのか，または遅くや

った方が経済なのかといえば，ある限度以上の短かい工

期はもちろん不経済であるが，限度以上長い工期も不経

済である。そ乙におのづから最も経済的な工期が必然的

にきまってくる。乙の経済的な工期が ζ 乙でいう適正工

期であるかどうかは別として，極端に短かい工期を要請

されたときどうすればよ いか。設計者は短期間に完全な

図面手造りあげるよう努力して，設計の遅延が施工期間

にしわょせされな いζ と手考慮し，施工業者は職員，労

務者の最大の努力と，機械力の強化，作業能率の向上に

よって短かい工期を克服しなければならぬ。それ以上告i! (

怒な工期のときは延期願を申し出て，粗悪な工事になら

ないよう注文主lζ 了解を求めなければならないが，乙れ

には設計監理者の協力と理解を必要とする。現状の日本

でいえば，まず官公庁の工事において模範的な工期を示

し機会ある傍に民間の工事も官公庁iζ ならうよう桁導す

る乙とが望ましい。

また工期を延期する問題については，ある程度注文主

の意思に添い得るよう打開策を研究する乙と，たとえば

新築工事l乙新入職員を収容するため工期が急がれる場合

( 次頁へ鋭< l



工 期 が な ぜ 短 か く な っ た の か

大日本上木株式会社大阪支応

山本 茂

戦後，施工工期が短かくなった乙との原因は，ほとん

どが現在の社会機構経済状勢によると乙ろであります。

とくに民間工事においてしかり ，五t造物への資本投下に

よって金が生み /P，される仕組であって，資木の速かなる

回転によって， 1 日も早く金が回収され，平IJ を産む乙と

が門的である以上，乙の乙とが実胞の段階であるわれわ

れｾ築家の手にわたって，ｾ物が ｂ 没言 ＱＭ され施工される以

前の，経営の号| 慣がなされたときに阪胎している点に問

題があります。

いま，かりにひとつの工場を例とした場合，その工場

が新築され改築される乙とは，その工場が在来より特段

の進歩を求められているという ζ とであって，その施主

である企業体は巨大なる資本の力κ よって，どしどしオ

ートメーション化され，それによってコストダウン，生

産の増強， 市場の拡大，品質の向上な ど，すべてが生産

性向 上 を目的とした計画がなされ，投下されたｾ大な 資

本はＨ乙の場合ｾ築は一部分であって主体でない場合が

多い) すみやかK 回収されなければならない。オ ートメ

ーション化された工場は，ほとんどがフル操業であり，

1  11 8 時間稼動などというものは過去の物語となり， 3  

{古の24時間述続操業によっ て， 15年で償却されていたも

のは， 3 分の 1の5年償却へと回転が早められている。そ

れでも乙の新しい機械や設備は，技術革新にともなって

口を追って変し，数年後』ζ は新らしくできあがる新装備

工場とは太万打ができないという状態となり，機械の老

［ｪＺＧｪ化でな く ｲｾＱ 腐化と いう言葉が示しているように Ｑ 日

を 811寺間操業より 40時間へと企業努力がなされ，いかに

して能率化するかという乙とが現在のオートメーション

工湯の課題であって，きびしい競争場担でのスピードを

m誌に求められる乙とにならざるを得ないでありましょ

う。また都心のピ J レの場合にしても落大なる資本は( ほ

とんどが自己資本でない点にも問題があるが) 建築lζ 着

手される以前に土地の確保，補償などに既に巨額の投資

がなされてあり 1 日早ければそれだけ資本の回収が早

くなるのである乙とは，論をまたない。設計が定り着手

された以上， 1 日も早くというのは，算盤上に現われて

くる問題であります。乙のような経済的因子によって，

そのしわょせがわれわれ建築にたずさわるものと して，

乙の事実を無視し得ないし，またさけられない事実であ

って，工期預Z縮へ直接間接に及んでいるといって過言で

はないでしょう。

“短かくなる工期をいかにすべきか"

とのような状態は，工期短縮へ拍車をかけている乙と

になり，反而日々技術の進歩，改良への努力は，あらゆ

る分野において丞ね られています。 ru築の施工面におい

ても，新しい機械の採用，新しい資材の使用などによっ

て，短工期へと変化 しつつあり，勢い短縮への努力はな

さざるを得ないでしょう。しかしながら綴木的な短縮へ

の問題点として，資材，施工の 7 スプロ化とか，下計'ifljll

度にともなう，労務者の職業訓練とかがあげられるので

はないでしょうか。乙の点建設業界は，一世紀汁の系体

をたどっています。労務者の養成も“ カン，コン ，コツ '

といわれる背ながらの徒弟制度の域をでない乙とは，現

代の社会状勢K 対応していないばかりか，急激な建設置

の増大lζ ，たちまち破綻を来たす現状です。乙れでは，

紋工の養成は至難事であって，未熟者ーによる作業能率の

低下，労務才; の型車い合いは， ')I'{li)fm場の不安定を招く乙

とになります。

優秀な人材を導入して，労務者の教育訓練を行ない，

熟練工を養成し，獲得して作業能率の向上lζ 全体が立食IJ

i乙取組まなければならないと恩う。適正な工期を求める

乙と， 短. かい工期をいかにして適正!ζ 長くするかという

ζ とも必要でしょうが，それよりも短かい工 j切に合 せ

て行 く努力がもっと大切でしょう。それは単なる施工に

携わる者だけの問題ではなく建設業界全体の問題であっ

て，コンストラクションという企業がもっと利潤が上っ

て，巨大な資本が若手入できるよう κ なり ，その資力K よ

って，施工の機械化が促進され，労務者の職業訓練が充

実し，熟練工による作業が進められ，資材が 7 スプロ に

よって工場生産の形態をとり ，規格によって，品質の管

理がよくなれば，よい建築がどしどし早く建っていく乙

とも夢物語でなくなるでしょう。

( 節目より)

には，一時的な仮の建物を使用するよう協議するとか，

また開応を急ぐ建物は 1- 2階の主要なと乙ろを工期内と

し，それ以上の階は工期を延期するなど，いろいろ工夫

考慮して，建物の質の犠牲においてでなく，施主の要盟

する工期に協力し，また施主は企業上の利得のみでな

く，建物の質を低下させる乙とのないよう良識の上にた

った判断がぜひ必要である。
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より，工事途中工期が短縮された。図@の計画不十分な

ため。

④短工期工事中，主体工事完了するも ，設計変更によ

り，図①の施工図および資材決定が遅延したため，仕上

工j闘が，極端に圧縮された。原因・・③建設計画の基本設

計の変更による。

以上工事の対策として結局，施工業才? の一方的な負仰

とされ，胞工言 I.j 函をその占ifll立再検討して，機械の投入や

労働力の人海戦術，労働時間の極端な延長の述紙などに

より打破して工JO]l ζ 合わせ得た。某現場においては，人

校問題におよんだ乙ともありました。

結論として，読まl とは文字通り「工事を請けあって，

負ける」と解して笑談lζ 附す乙とがありましたが，もは

や現花ではいい流せる! 時期でなくなった。

適正工期とは図表のとおり， ｾ歪々苦ｼ函 ｬ 的要系の述絡過

程をねて，はじめて適正工期が達成せられると思考され

る。乙れもあくまで施主の工j切に対す る技術的な深き現

解を前提として，友⑥において設計技術者としての椛威

により，適正工期を確保願うと同時に，表⑨においても

業者として施工技術の立場からももちろん，いや しくも

極短な工期施工を条件として交渉し，取得すべきではな

いと息われます。施主という優位な立場より極端な工期

を強制せられる場合が多く，ま乙とに困難な問題であり

現在の過程としては建築確認時1[. おいて，関係官庁の技

術的立場より，どく短工期に対しては，附帯条件付有tfi l初、

も止むを得ないとも思考されます。

以上施工佼術者の j r _ 湯より愚感のまま申し述べます。

「適正工期 というはやす く，実行は難し」。とくに昨

今，週休制度確立がl叫ばれ，他方現湯安全管理の災害防

止，無理な仕事を強制しではならないといわれている。

乙の時1切において，日本建築協会におかれ，この「適正

工JOIJ をテ ーマとして広 く強力に究明される ζ とは誠に

意義深く ，またわれわれ職場においても必関心事iζ て，

i i ' . h 会ならびに担当各位に心から敬: むを表する次第であり

ます。

さて下記の表の巡り「適正工JUlJ ζ 対する何々な条件や

図表』ζ 椛成してみました。

小生の過去数年閲の極短工期工事状況を図去に照して

みます。

① 当初より極短な工事・・原因。図表⑥建設計画におい

て，資金操作および経営上施工期間が短縮予定され，@

において，業者が工事入手上妥協せざるを得なかった。

① 短工期工事若手後- 図。において，設計者の構造逃

算のため，一時工事休止状態になりたる故K よる，極端

な短工jOl l r . ; 白い込められた。

① 当初より知、工期工事進行中，胞主の営業上の要求iζ

ていつ工
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ア ン ケ ー ト に 答 え て

K K 大 林 総

刀t 井 義 徳

われわれ現場で働く，ｾ築技術者として ｪ 誌も大きく関

心をもつのが工JDI の問題であり，最近とくに工事のスピ

ードアップを安求されてくる現況です。その反面，労働

問題，休 11問題 ( 賃金P. -[j)出ζ 関辿) を取上げねばならず

また現今の社会状態などが現場の工j切の施工実施面に直

接， 1m伎に影響を受け，乙れを簡単K 解決する乙とは，

割以 ｩｔ 任者として非常に虫 Ｑｾ かしい問題であると痛感いた

します。

しかしわれわれの職業は工事そのものにより， 同級な

条 VHc よる工事現場はーっとしてありません。とくに工

l切においては非常IC極端に工JDI を短縮し，大突貫工事の

現場もあれば，経済速度，あるいはそれ以上の工期を与

えられた現場などいろいろあります。その 中で実際 !c 休

験いたしました，非常に短かい工JDJの災民工事で，しか

も彼維な桃山風の建築総式で皆織も ど未知 lの，大阪新歌

舞伎座新築工事についてアンケー卜に答えてみたいと思

います。

乙の工事の工期は ，IIR和32年 11月 13111乙地鋲祭を行な

いましたが，向年 ＱＲ 月末 ｆｉ まで，在来ｾ物Ｈ映画館，事

務所などＩの撤去 作業 およびｾｾ見工事Ｚ ( 500 尺 2 本) !c 

とられ，そのため木工事は33年 1月から着工 ( 同イド12月

25111C完成いたしました。大別しますと，主体工事 7 ケ

) 3 ，仕上げ工事 3 ヶ月で正味 9 ヶ月と 20 11 間の極端に短

い工j切であります。このたtt 物は欽' 符，鉄筋コンク リート

治， ｊ 也下 ＲＱ 階，地上 Ｕ 階ｾ ， 延約 3300 T-Vです。荘、とし

ては 2 ! 立と ζ のような工事現協はめぐりあわないで‘ しょ

つ。

ζ の} はかい工j切の妥求は，もちろん，胞主の' ) . t ;J えであ

り，工場建築は別ですが ，美 術 ｾｾＧ｣ おいては，行 貨 庖

劇場，映函館などはとくに純主側において， 1  11 も'fl

く竣工すれば収入面においてのプラスを; ] j - t'tr Iζ 入れら

れ，従って工期は他の工事に比較すると，世話理な工JVI の

1 M求が多いのが例に な っております。私が ζ の突貫工事

の対策をいかにしたかを簡単に申上げますと，まづ第

一{ 乙工j闘の短縮のための設計変更，乙れは当初強 く要求

する与えでしたが，設計者の意図をl ' l l 解し「フリーj な

立場になるよう協力するとともに，設計監沼ＡｾＭと施工

者が一休となり， 11本の代表的な劇場を建築する意欲

に燃えた乙と，またわれわれ現場技術者 としてあのよ う

な美術 主 ｴｴｾ 誌を施工する名主＿と誇 りを 強く ｉｾ じ，精神的 な

美しい斗志が'J I 務省ーまで強い力で引張り，全く労使一体

となった ζ と，従って非71ーな危険作業の主l ! 続，主l ! 日の突

貫作業，隣家の後i接，交通の繁しい場所にも関らず，大

きいリト故もな く，災害関係も非常に好成績で， しかも 10

)J 30 11 の 「乙けらおとし」の一週間前には，殆んど駄目

工事 もない状態で ，私 もｾＮＺでは ない かと恩ったくらい

で した。竣工式の 11 ，現場員が手を握合 って感泣した ζ

とを今でも思いうかべ，縦しい熔しい思い 山 の 一 つ で

す。

以上の点が最も特筆すべき短い工期で成しi韮げた大切

な乙とであり，すべてを解決したと確信しております。

もちろん，綿密なる計画，本社の積極的な指1-.1:，( と鞭継に

よるものノたであ ります。また御堂筋の歩道上の椛台 あ

るいは， トラ y ク乗入れは禁止されてい ますので，南北

の 4 米- 5 米の，せまい道路ですべての材料を搬入し

ました。乙のため，施工計画 rc対するわ合せはほとん

ど毎日行ない，述絡をB: i! ζ し，なお隣家のど協力を得る

ため誠忠を以って乙とに当り，うるさい補償問題も驚く

ほど安い金額で解決し，すべてが和となって工事を進め

ました。

施工機械の使用については，矢板， レール打ち，姻

方，コンクリート打設，地下工法にてはウエルポイント

なと・の工事には施工機械の使用によって工jDI の短縮もあ

る程度カバーできますが，あのような美術建築工事の仕

上げ工事においては別に施工機械の使用箇所もな く，わ

れわれ現脇技術員の研究が最も大切であると痛感いたし

ました。

たとえば府1波風の型枠は石官製型枠を使用，勾欄の現

場打ち施工法，化粧極のプレキャス ト佼 問 な どあらゆ

る方面に研究を行ない， 短期間に失敗の ない新工法を採

用ましたが，短かい工期の工事をふりかえってみますと

あのような特殊美術建築工事の尖賞作業は，綿密なる施

工計画と人の和がすべてを解決するものと強く感じます

とともに，現在の工期lの問題にしても，胞主，設庁| 者，

請負業者の三者が一体となり，適正工期 lζ 対する理解ーに

よらなければなりません。

今後，無理な工j切のないよう各位の ど協力を願ってや

みません。
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設 備 工 事 の 観 点 か ら

K K 大休組建築部次長 ・設備課長

高 橋 誠 義

主として設備工事の観点から問題を考えてみるとと! と

する。

←般にヒワレ建築工事の工程表をみると，最後の方』ζ 設

備工事として一項目が取り上げられ，主体工事の始る頃

から竣工日までただー木の線が長く引かれてあるのをよ

くみかける。設備工事貨のウエイトが金工事政の40- 5 0

% を占めるようになっている今日でも，工程表における

設備工事の取り上げられ方は何十という建築各工事項目

のうちの一項目として しか扱われず，そのウエイトは

全工事のほんの何十分のーにしか考えられていないよう

である。時には設備工事を電気，衛生，空調，昇降機な

どと分けている場合もあるが，乙の場合でも数本の線が

一本づ" ' - 5 1いであるに過ぎず，まととに簡単な表現であ

る。乙れは今に始った乙とではなく，従来からそうであ

ったようであるが，考えてみるのに設備工事の内容は乙

のような一本の線で現わされるほど簡単なものではない

はづである。建築，設備の両工事の関主li 性において工事

の各部分部分が復維にからみ合って工事進捗上軽視でき

ない問題を多く含んでいると恩われるのである。

論者の中には，建築工事の工程表lζ は各部分の細部の

工程表が別にあるはづであり，そこで設備工事も工程の
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中(C 浮ぴ上ってくるはづという向もあろうが，それも逃

つ。

たとえば，主体工事各階コンク リート打工事について

みよう。そ乙では型枠，鉄筋，コン クリート工事な どの

工程は示されるが，コンクリート中に埋め込むべき電気

配管工事の工程はど乙にも示されない。と乙ろが，事実

電気の配管工事は現状ではほとんどの工事に実施されて

いるのが普通なのである。さて，コンクリ ー ト打工事で

は床の鉄筋の配筋検査がすめば，普通その翌日はコンク

リート打となるのであるが，配筋検査がすむまでは電気

の配管を許されぬ場合が多いようである。一方コンクリ

ー 卜打準備のためにカート道板を床上に敷き並べる作業

がある。電気の配管工事は乙れらの作業の邪魔をせぬよ

う，建築の各職が散るのを待機してお ってー芥に突立作

業で配管にかかる。むろん徹夜覚悟である。このような

状態では電気工事の配管として完全な乙とは望まれない

であろうし，設備の係員も配管をチェッ クする余裕がな

い，また，電気工事の配管は電力会社の検査を受けねば

ならない乙とになっているが，時間的lζ 無理である。最

近の建築工事工程の無理が電気工事に鍛寄せされた例と

思われる。できれば電々公社の工事のように，一般に氾

気配管工事期間を 1 日か 2 日工程表に組み込んでおくこ

とが望ましい。

会長上のような次第であるが，最近の建築工事のス ピー

ドアップ化に対応して沼気工事 l可身もより能率的な工法

を研究し，より能率的な材料開発lζ 努力しなければなら

ない乙とは当然であって，両々相まって今後合理的な工

程を組まねばならないと思う。

(蛇il ! J lは知1m者が附す)
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公 共 回 体 の 営 粍 絡 = 工 事 E

大阪ｯｉ ｪｾ 築 局 ｧ 俗説 n十回係良

北 士亘 智 造

およそ私どもの属する地方公共団体の営絡事業の予算

は，大きく分けると

1  ) 国庫補助

2  ) 単資

の 2 つになると思う。前者は園よりの補助金IC，単費の

持ち出しで合算されたものが新規 工 事ｾＡＨとして計 上 され

るもので，後者はそれぞれの公共団休の公共施設の建設

に対して賄われる ものである。

乙れらの予算によ って建設される建物の運営，管理を

行なうのはそれぞれの事業部局であり，設計から建設に

至るものを営繕技術者が担当する ととになる。

東京，大阪のよう に膨大な予算を組み，宮裕団体と考

えられている地方団体も，すべてそれらの営絡事業を単

ｾで賄う ζ とはできない。施設の種類によっては国から

の監恕をうけて迩営するものもある。

とくに国庫補助をうける場合はあらかじめ，それぞれ

の公共団体で国との折衝を経て，認証をみとんで当初予

算として計上しておくのであるが，国の認証の決定がfij

年 10月初旬になるため，翌年 3 月末までの 6 ヵ月間 lζ 計

画，設計，施工，と文字通り慌 しいj切閣を迎える乙とに

なってしまうのである。もちろん当初予算でみ乙んでい

た続般のものが国から認証される場合もあるが，その比

率は往々に して狂う ζ とがある。また国庫補助の湯合は

よほどの理由がないかぎり，翌年度へ繰り越す乙とは不

可能な場合が多いので，補助をうけた場合には極力年度

内 ｮｾ 化を目論む乙と に なるの で ある。

大議室富里 採はをに|言

聾探E  的 発 用日・は

i 語 字 ? 下進竪軽

一町 兵 ・ 中軽 さ式量量|面

三五 衛 雪 主国 量 一ー一一一一一ー一一

V  E 防長むを韓日
四 庖 工音牢 ・御 |  

さ て補 助 を ￭ ｩ が決定し でも建設敷地 κ よっては上 ｾＱｾ ，整

地，擁壁，杭打などに余分の単貨をそそがねばならない

場合が生じてくる。いいかえれば建物のみに関して国の

補助があり，その他のものに関しては認証額は認めら れ

ていなし、からである。

私どもはそれぞれの部局とその認証額，建物の迩営管

理などについて協議しつつ，概略の計画案と予算を持ち

ょっ て財務折衝を経て財源を確保し，実施設計という段

階を経る乙とになる。

単ｾの場合はそうした 複雑さはな く ， 年 度当初 から計

画を練り，実施設計へ持ち込み，適正な工期を保持する

乙とは可能であるが，常々 私ども営繕担当者が考えてい

るととは，そうした建築の建設に当つては，官庁，民間

を関わず，計画の当初から建築家に早 く晋!・園内容を具体

的に知 らせ，計繭案，予算案，工期などについて建築家

の充分なアドバイスを受け入れてほしいものと思 う。

街のなかにあっ てもあちこちで突貫工事をよ くみかけ

るが，飽主側IJ のそうした理解があったのかど うかと改め

て考え直す建物があるように思う。

大きな投資をして建設をする乙とであるから ，いろい

ろの悶着があってしかるべきであろうし，万事スムーズ

1( ，迩ばない乙との方が仕事のやり甲斐のあるとともあろ

うが， 建築家lζ 仕事を渡し切るまでの施主側の計画性の

不足とか，施主側IJの思わくで，足ぷみ在している乙とに

よっ て， しわ寄せが建築家によっ て くるととが案外多い

ように考える。そう した乙とが原因κ なって設計 から工

事へ突貫作業を強いる乙とになるであろう。 ふみ切りの

スローモーションに比べて，建築家に委託したとたんに

すぐにでも建築できるように施主側に思い込ました建築

家の側にも若干の責もあろうが，徐々ではあるが，次代

への遺産として建築というものを相手に納得さすよう努

力すべきであろう。結局なにどとをするにしても「人

間」の問題に帰行するものである と考えている d

(智l魁は編集者が附す)

キ充

株式会社 武 智 工 務 所

取締役社長 福 留 並 喜

大阪市東区瓦町 3 ノl l ( 井池筋) 旭洋ピル 3 階

電 話 ⑧ 3606 ・ω8 9
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適 正 工 期 ア ン ケ ー ト の 答 え

大阪府 建築 部住宅 ｾｩ 投耳Ａ工事第二係長

山 地 英 雄

A.  荘、の理由湯の大阪府住宅建設課では，毎年 3 ，500 戸

内外の公営住宅と 150 戸内外の分譲住宅・をつくってい

ます。そしてこの発注単位を 巾しあげますと，戸数lζ し

まして 30戸- 1 0 0戸で平均 50戸， EJJ 負金額K します と 1

件 1 千万- 3 千万円で，平均 1 千 5 百万円位のと ζ ろで

す。おたずねの工1T l ですが，私たちのとれらの工事の工

期は，私たちの職場の性絡が，事業的なものと行政的な

ものとをチャンポンにしたものゆえ，一応工事の経済迷

度を根拠にした予算の中で， 総理のないように工JUJ を決

定しています。したが って当初から極端に ji ，i . かい工期の

工事はもった乙とはありません。

B. 乙のように私たちの工事はし、ずれも適正工JUJ でや

ってゆきたいものですから，その工期の合J ' I ! 的な決定プi

法というととについては，夜、の職場内で もζ の 2 3  ｾ ド

来いろいろと議論し合っています。大体にお きまして私

たちの住宅建設の工事は，JI '. 常に画一的な iJ 守j: のくりか

えしです。したがって これらの工期の適A 化とか合理化

という乙 とも，割合い平易κ はじ き出せるわけですが，

それでもそれぞれの工事侮に，その工事の特殊条件を加

味しなければならないわけです。そして乙の特殊条件は

つぎのようなものと考えています。

① 時季的条件( 日の長さ，雨の多少，乾湿度)

① 立地的条件( 交通運搬の難易，仮設Jl < 道および15

気の状況，盛土の大小)

① その他( 工事琵の大小，胞工業者規般の大小)

乙のように可及的適正な工期で発注 されたはずの工事で

すが，それでも必ずしもその工事がうま くその工期通り

に完成する 乙とはなかなかむつかしい現状です。乙の原

因はいろいろと推定できますが，私はとれを次の 3 つに

まとめる乙とができると思っています。

1.  適正工期とはいうものの，やはりまだ工期そのも

のにむりがあったという乙とです。条件想定のみこみち

がいによるもので，乙れはし、ままで完成した類似工事の
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実例を集積して，その工期をそのようにあらしめた公約

因チを分析摘出し，適正工期決定のデーターを数的 lζ 整

備しなければならないと考えています。

2  監督。1
1
Iの指訴の不適切によるものです。工1' 1と工

事の質と工JDI という 3 つの適度なバランスの中から乙そ

最もよい建物が生み出されるわけですが，監督指導が工

事の質を固執するあまり， ( しかもそれがタイミングの

適切を欠く場合) 手ちがい，手 もどり， 職人のケツ割り

などの悪循環をくりかえして， fii; らK 工期がだらだ らと

のびてしまう ζ とがあります。乙のような乙とがないよ

うに，監督業務の適正化，合理化が必要なわけです。し

かしとれも結局は，工事そのものを正確に効ll; よくおし

進めてゆく施工業者の立場が確立されねば問題のない乙

とでして， ζ の芯; 味から 何よりもまず施工業背の現土日経

営の合理化をいわなければならないようです。そしてそ

のようにな りますな らば私たちの監'ff 業務は. 現場の不

正監視とか技術指導とかの立場から，施工業者の自主性

ある合理性と精度IC席をゆづって，機械的な確認! ] J : 務に

移fj- してゆくべきものと考えています。

3  施工業者の施工の拐の不合理，不手際によ るも の

です。私たちのたくさんの現場のなかから工期のいちぢ

るしくずれた場合をひろい出しますと ，乙れらの現場で

は，資材の横流し，労貨の水増 し，ピンはねなどの現以

経営のピン乱によることが，まず指摘できます。 ζ れは

極的JJ な場合をいったわけですが，そのつぎには施工K お

ける計画性の貧Jfuないし喪失があげられます。

下 JI'; -j 住者のペース ICひきずられた り，また下訪相互間

の仕 'JJ の谷間で，いたずらに大切な工期と直事tr手聞のロ

スを消沈してしまって，総合訪負としてのレーゾンデー

トルまでも失格する ような仕事の不手際ぷりでは，適正

工期] の厳守も何もあ ったものではあ りません。

それでは胞工の合J ' li 化，効率化はどのようにすればそ

れができるかという ζ とですが， 乙れには いろいろの角

度からいろんな方法・があろうと思います。そしてそれは

多分他のアンケー トに答える人々で極々とりあげら れる

乙とと思いますが，荘、は一つだけ「労務管理の合理化」

をあげたいと考えます。現在の不衛生で賎民的な箱ｾ寄

宿方式からn散人の生活の湯を止錫して，もっと安定して

消潔な市民生活をエ ンジョ イしなが ら， 建築労働に従恒

するような労務を確保できるようにはならないものでし

ょうか。



適 正 工 JtJ の 確 保 の た め に

日本付:宅公聞大阪支所ユ: ・IIfミ

神 田 省
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およそu築が企画されて竣工するまでには，計画( 企

画) . 設計，施工の三つの段階を経るわけであるが，そ

の各段階毎』ζ それぞれの時間が必要な乙とは当然であ

る。 一般的にいって，その建物の企画から竣工までの三

つの段階の所要時間のむl振りが適当でないところK 問題

がある。計画段階としての敷地の決定，買収，建物の規

模内容の決定， 資金の隊保などに相当な|時間をかけすぎ

てそのため設計に心要な時闘が短縮され，さ らには最終

段階である施工期制が極度に j主縮される乙とになる。企

画の無計画さによる犠牲が現場 lζ 鍛寄せされる乙とに

なる。乙のような乙とは建物の質の低下となり，また不

必要な経' J . I j の増大をきたすことにもなる。例えば事業会

社などで新工場を建設する場合，会社の幹部述中は乙の

企画を思い立つと，乙の建設の最終段附である唆工すな

わち操業開始時期をも同時に決定しているようだ。

それも結構だが，問題は計図途上の敷地の取得交渉，

規模 ・資金計画等な ど・・・これらの ζ とに相当な時聞が賛

されて，さて乙れらの ζ とが決定されたが最後当初決定

巡りの操業開始といった工合で，設計の1時間も適正工期

もあったものではない。企業ともなれば，やむを得ぬ乙

とかも知れないが。さらに工場新設にn う工員収容宿舎

の建設計画などは，幹部さん迷もこの次イ立に思って後廻

しにしているが，工場建設が軌道に乗ると，今度は乙れ

ら宿舎建設のことで火がついたように担当者を攻め立て

る。結局またしても現場 lこ鍛寄せがくる。映函館，デパ

ートなどの建築でも，開業すなわち収益となる商業建築

とも なれば，最初から総理を承知で適正工j切などど乙吹

く風とばかり ，大矢tr工事を強いている。

これも現場が犠牲となっている。

施工技術，施工機械の進歩は当然在来の工j引を短縮す

るものではあるが，それはそれなりにやはり適正工期は

あるはづである。適正工期とは普通経済迷度で，工事を

進捗させて設計通りの質を碓i呆できるものでなけれねば

ならない。 突貫料を山して工期を短縮しでも ，工法を簡

略にするとか施工の) 1 民序を無線するとか，所詮は建物の

質の低下になり」正常な11:でないー。施工l乙適正工期を確保

するためには，企画. ( J が設計や胞工の時間( 適正工期)

を絶対的 IC当初{乙考慮して逆算的lこ設計着手，施工着工

の時期の各区切りを厳守して計画すべきち，また企画に

は当初から建築上が参画助言するととが，無計闘な企阿

をさせない ζ とにも役立つであろう。
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適 正 工 期 lにζ つ い e て .

書記 f守 主s ;位
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建築の工' } 下期! 日jなるものが「適正」といわれるには ，

何を規塁手にしてそう決めているのであろ うか，多少疑問

がある。工期というのはど乙までも当初における一種の

目安，つまり予定. あるいは推定を指すものであって，

決して確定的のもの，または適正なものだと考えてはな

らない性質の ものが多分にあると思 う。 従って何が工期

の適正であるかを決めるためには，ある一定の条件とか

規準となるべき尺度が必要であって，乙の尺度がないか

ぎり適正工期をきめるわけにはいかな い。 しかるに，大

抵の場合乙の予定工期をもって，さも適正工期であるか

のどとく信じられ，かつ思い込まれている事実であ る。

工事施工者にとっては乙れがいつも問題である。

では適正工期を決めるというためにはどうしたらよい

か，まづ乙の乙とを解決しなければならないと恩うので

あるが，乙れが解決にはあまりにも多くの問題を含んで

いるので容易ではない。従って乙乙では乙の問題に触れ

ずに先に進みたし、。

建築工事が，早やかろう，悪るかろうでは，決して適

正工期で施工されたものではない。優良工事となるため

には，必ずや真の適正工期で施工される乙とが必要であ

る。乙乙で適正とされる工期とはいかなるものであろう

か。 その正体について私は とう考える。すなわち ，

工期というものが. 絶対不変のものでなく ，何 らかの

融通性をもっていて，正当な理由さえあれば，談じ合い

の結果，いつでも容易に改変できるという乙と。

もちろん ζ の乙とは施工者の良心的誠実さと，平常の

努力とが相手( 註文者) に大なる信頼を与えていなけれ

ばならない乙とは当然である。事実工事中には，当初の

予定工期を狂わすよう な不測の事態が次々 と発" 1 " . するも

ので，当然相当の理由があるはづである。とれだけの乙

とが，註文者に正しく理解されるかされないかによって

その工事の適正工期 とも なり，あるいはムリな工期とも

なる。

結局，適正工期を守る とい うことは，よさ工事をする

ための必要な工期の乙とをいうのであって，それは，お

互いの深い信頼から当初の予定工期などにと らわれず ，

いつもムリ，ムダ，ムラのない正しい工j切に是正しつ〉

施工される，乙の乙とが7溜百三工期を守るということには

ならないだろうか。
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適 正 工 期 に つ い て

大 成建 設K K 大阪支! 占

松 岡 夫
昭

A  最近というよりも，乙乙数年来工期の短縮が業界

の通念になってをり，荘、が戦後経験してきた工事のうち

適正な工期で工事を進めたのは官庁工事だけである。

1  ) 原 因

工Jtj 短縮の原因は，すべて施主fi{I Jの' } f 求によるといっ

ても過言ではない。施工者側としては常 [ζ 適正工期を希

望しでも，資本を投ずる側からみれば一日も早くその施

設を生じたいであろうし，施工者側としても無下に断る

乙とのでき ぬ場合が多い。その他施主f i { IJの計画性の不充

分，すなわち設計決定の遅延，設計変更などのため，工

事途中において施工計画を変更するような場合でも工期

を厳守すると なれば工程のど乙かにしわょせが くる。施

工中』ζ 予期せぬ障害? と会い，工 ιFが遅延しても どこかで

工 j切を取灰さねばならない場合が多い。

2  ) 対 策

工JtJ を短縮すれば仕事が悪 くなるというのが惟間の定

3平であるが，それでは施工者の信用 11 : 関る。放lζ 急げる

ものを急ぐ，すなわち釘体工事をできるだけ短縮して，

仕上工事はゆとりをもって仕事をするように工程を組む

のが常道である。しかしそうばかりいってもをれないの

でいろいろな手段を考える。すなわち施工の機械化とか

労働力の強化，昼夜交替制とか必22以上の同一職種の投

入， あるいはでき得れば仕上1部分をできるだけドライ l乙

設計するとか，施工順序を変えたり同時施工をしてみた

り，あらゆる可能な方法で無関を永知で工JtJ を短縮しよ

うとする。

3  ) 結 果

以上のようにしてな された工事が満足すべ きものであ

るはづがない。どうしてもどこかに自のl市かぬ場所がで

きるし，仕上を急げば仕事の程度も務ちて，もう少し工

ｬ ｕｪ が あったらと，良心の 阿 ｾ Ｇ ｴ に苛まれるのが施工技 術 者

の常である。

B  迷 くて安 くてよい仕事をする ζ とが業界の風潮で

あるから ，工期の短縮は避けることのできない施工技術

者の宿命である。故にますます研究努力をすべきであ る

が，労働J強化によってのみ工JJj Jを短縮するような工事は

技術者的良心から工JUJ を拒否するだけの民気をお可. に持

ちたいと思う 。
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ア ン ケ ト lζ 答 え て

T 工 務 広

K. U  生

A  極端』ζ 工期が短かかった場合 : 2 件，事務所 1

映画館 1。途中で工期が短縮された場合 : 1 件，百貨問

1  ) 原因，施主の要求

2  ) 対策，労務の強化， 施工機械の大丑設、 新工法

の採用

3  ) 結果，工期短縮lζ 起因する欠陥が多い

B  1 ) 工期の法令化

建築基準法施工細則に適正工期を規定しこれを法令化

する必要がある。とくに最近敷地を有効に利用するため

地下の階数が増加する傾向にあり，乙の地下構築lこ工JUj

の大半を' 1 ! 1 . しているのが現況である。地階および地上術

数別lζ 工期を規定する ζ とも考えられる。

2 ) 設計が完了し，確認されるまで着手しないこと

一般に胞主は，工j切の粋だけは決めておいて，設計の

決定を遅 らせる傾向が多い。乙のため設計ので了を待た

ないで，婦方を始めるのが民間工事の常態 となってい

る。 今はl i (fi 認後申請書を提出して確認されるまでは，地

下掘削といえどもお工しないよう，悪習慣の是正が必要

であ る。

3  ) 施主に対する適正工期の啓蒙

施主として， 工事に着工し，建築資の投資が始ま ると

1 日も早く完成し，有効な回転を計りたいとは，当然の

心理であり ，乙れが工期短縮を要求さ れる原因と なって

いる。 しかし「時は金なり 」との格言のどとく，建築工

事の場合多少の工事政を節約しでも，充分な工期を与え

た方が，結果のよい場合が多い。目先の利害にとらわれ

無理な工期を2 ! ! 求された結果が. 施工上の欠陥としてあ

らわれ，竣工後数年にして多額の補修貨を貸し， かっそ

のための不便を偲ぶよりも， 20年， 30年の将来を考慮さ

れる よう ，機会ある どとに，平年裳する ζ とがわれわれ連

築家として必要であると思う。

4  ) 建設業者の反省

無理な工期を受註する建設業者を反省する必 要 が あ

る。施主の要望に応えるため，無理とは知りながら営業

上， 承諾せざるを得ないのが実情のようである。年閣の

業種別死亡事故は，迩送業 lこ次いで建設業 lζ 多いとのこ

とであるが，乙れは工湯とは比較でき ない特殊事的も あ

るが， ζ の内には，突貫工事lこ起閃する犠牲者も数多い

乙とと恩われる。建設業界の生活レベル向上のために も

また良心的な建設のためにも ，滋然、として適正工期を確

保する 乙とが噌ましい。



連 続 貫 入 試 験 機 (記 録 式)

臨海工業地帯Ｚをはじめ各種の秋 ｾｉ ｊ

A包微における地盤調査の一方法とし

て 2 3 年前より現場試験を行な

いＮその結 ｪ 兵一応主ｾ続よ己録式ｊｨＨ位置

試験機の実用性を認めうることがで

きたので，ここにその一部を紹介い

たします。

この試験機はi立入試験のみならず

以 Fのような多目的風位置試験機と

して研究しております J

1)  コーンテスト

コーンの連続賞入|侍の抵抗を二ofi:

ＭＱ ｾｩ 式に先端抵 抗の み分縦し ｡ 記録討中己

記録をとる。乙の記録は地盤状態を

知] り土質問rilii を作製するのみならず

粘土の勢断強度測定用としてべーン

テストと問機の勢断試験を行ない，

また砂庖の相対浴度の凋査にも利用

できる。事11性上. 砂質土においては

高 張 力

最近溶接構造の普及につれて . J ) l

にi容接を有利なものとするためにし

ばしば高張力鏑が使われる乙とがあ

る。われわれも最近二，三の建物で

高張力鋼を使用する経験をもった

が，その際気付いた ｪ 去を以下 ， ｫ ｾ して

みる。

設mζ 当って，鋼材の許容応7]! 交

が高いため， ややもすると板厚とか

潟材断面が小さくなりすぎるさら い

があるが，施工K 当つ て の 歪 みと

か，輸送中の変形を考えである程度

の剛性を持たせておく注立が必ｾで

ある。

施工に先立って鋼材，溶接棒，熔

接工等の試験が必要であるが，高張

力鋼の場合ICは普通鋼材le比べて，

J I S 以外l ζζ の稜の附加試験を相当

入念に行なう必要があるので，気を

つけられたい。一般にはコメレ ル試

鋼

それぞれ

Qc =9C 

Qc  (k g/c m
2  

)  コーン貫入抵抗

C  :  ( kg/cm
2

) 粘土明断強度

qc =4 N 

N :  原耳目貫入誠験 N f1J.

2)  プルサウンデ ィング

プルサウン ディング陪姑土周中に

ある砂の薄屈を検知するに極めて有

効な方法である。プJ レサウンヂイン

クーによる粘土居中の砂の欝庖は，サ

ンドドレンなどにおける粘土居の排

水条件の決定 lζ 必要であり. 現在の

と乙ろ連続不成乱試料の採取以外に

これを調査する乙とができない。

3)  電気 コアリング

土性の状態を知る方法として電気

コアリ ングは有効な方法であるが，

の 溶 接

験，ピッカース硬度試験. v ノッチ

シャルピ一試験等が行われるが. x  

線試験，超音波試験も併用されるこ

とが多い。

工場加工では他の鋼材と混用 しな

いために，色別けなどの方法で鋼材

陣別を明示する乙とが必要である。

向! l i ) ) カ' ス切断面については特別の考

慮はいらないが，溶接の仮付けの長

さについては短かすぎると普通鋼材

の場合と巡って欠陥を生じる恐れが

あるので，充分監督する必要があ

る。工場加工が段も困る点の一つで

ある。なお自動溶接の場合K も両端

の仮付けの板の長さを充分とる必要

があるなどの点で普通鋼材の溶接に

比べて若干の工数の上昇は免れない

ようである。

現場作業はわれわれの場合，鋲接

としたので千千iffi 鋼材と比べてなん ら

従来の方法と異り宜入; 去により電気

コアリングを行なうもので，乙の装

置に関し目下試作実験中。

( 大阪市立大学 岩 津潤 ・竹中準 之 介)

異 fよると乙ろはないが，前述したよ

うに l見性破域を防ぐため，磁! 度の上

昇，働街{ 直の低下をきらうので現場

における子作業のガス切断， 鉄筋そ

の他の溶接を厳禁したが，実状では

現場における設Jt 変更その他のため

にやむを得ず行なったところもあ

る。 ζ れをな くすには設計の当初 lこ

遡って細部の納りの点まで設備投，it

者とも充分元li 絡を滑にして，現場に

おける乙の碩作業の皆無をJliJ する以

外に方法はないが. 種々の現場の実

状を考えると相当困難と考えられ

る。

われわれが欽何- の加工を願ったの

は. 経験豊富な大業者で大過なく作

業を終えたが，新しく依頼される場

合 lζ は裕接構造による建築物に充分

の経験を持った業者に依頼され，各

1容接工IC対して普通鋼材と高張力鋼

材の熔接上の相違点を充分周知させ

るこ とが必要と考え られます。

( 大阪建築事務所 長 田正雄)
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「非I政域i試験」とは，あまりなじ

みのない言葉かも知れないが， 医者

が胸部疾患や骨折の診断 lζ 用いる X

線透視も，いわば広義の非破壊試験

の一種であるといえば，およそ見当

はつ くかも知れなし 、。 もちろん，普

通 ζ れは工学用語であって，構造物

や材料を，談んで字のどとく，乙わ

さずに試験する乙とをいい，とくに

金属材料の非破壊試験はすでは実用

の域 !C達している。たとえば，超音

波や放射線を使った，鉄道のレーノレ

あるいは航空機部品の傑似ならびに

品質管理などの話は. すでにお間き

およびの乙ととおもう。

コンクリー トの湯合，製造 ( 0

過程がはなはだ特異であるために.

それの品質管理は，常』ζ 現場技術者

の頭痛の麗であって，金属材料の場

合以 上 ｦｃ ，その非ｾ域試験が望まれ

!固 • 園ヨ ' Y 週E

壊 試 験

るわけである。筆者なども ，平 くか

ら超音波によるコンクリー トの来破

域試験を思い立ち，いろいろと努力

を続けてきた。ど承知のように，コ

ンク リートは金属に くらべて極めて

不均質な材料である ため，測定技術

上の困難は予想以上で，乙の方法の

実用化は随分難航したが，今日では

コン クリ ート内部の採似，異物の検

出，コンクリ ート の厚み測定はいう

におよばず，その強度の判定さえも

ある程度可能になった。

とりわけ，強度判定 ( C関する非自主

域試験は，乙の種の研究にたずさわ

る人た ちが，最も興味を抱いてい る

ところであるが，在京阪の各大学で

も，それぞれ独向の立場で活発な研

究を行ない，いずれも ，かなりの成

果を挙げている。現行の強度判定に

関する非破壊試験は，大きく分けて

毛 ノ レ ー ル ・ ト ラ ン ス ポ ー タ ー

精巧なノミッチャ ープラント iζ よっ

て絞り上げられた生コンク リート を

いかにして打込場所へ運ぶかは建設

工事においては重大な問題である。

霊直配分はコンク リート タワーによ

るに して も，水平配分は小工事では

シュート， あるいはネコ車で運搬し

大畳のコンク リート にはノゼケットを

使用したケーブルクレーン方式やノマ

イプラインを使用するポンプクリ-

h そしてプレーサーを佼っている

月1 途

土砂，生コンクリート述調E

全 長 2. 710mm 

金 巾 1. 21 9 mm 

全 高 1. 370mm 

パケット容t，t O. 37m
a  

積載館:J J

生コンクリート O. 28m"  

または 635kg 

走行速I l l : 91 .4m /mj n  

務引能力( 水平) トレ ーラー 2台

11 勾配1:18 11 1台

11 1:12 11 本体

原動機

BAS ガソ リンエン口一〆

定格出プ1) 4. 5PS/2. 200rpm 

白 露 419kg  

直線軌条 3. 飴O mm

自 京 79kg  

i曲線軌条 1. おO mm

自 m 38kg 
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が，中程度のコンクリ- r，および

広範囲の水平配分は最も困難な問題

がいろいろある。ベルトコンベアー

は分離を起して良質のコンクリート

を打つ ζ とができない。乙れらを解

決するためにいろいろの方式が研究

され，採用さ れているが，大休概時

的』ζ は，

I  1懸霊式モノレーノレ

E  非懸ｾ 式モ ノレーノレ

E  動力式ネコ lfj: などである。

モノレー ); ・トラ ンスポークー

表而｀Ａ度 ￬ ｌ と音被 Ｈｉｾ ブｪ 法と に分 類で

きる。すなわち，前者に属するもの

として周知のシュミッ トハン 7 一法

が，後者lこは ，いわゆるソニック法

やモｾｻＮ ; 虫訟があり，古ij j f の組背波によ

るものは音迷法の一つである。 ζ れ

らの方法は. 今のところ，強度判定

の制度や試験方位、の難易の点で，そ

れぞれ一長一短あり，五えも推奨すべ

きj j 法として，そ のいずれか一つを

乙ζ で学げることのできないのはは

なはだ残念である。したがって，さ

らに強度判定精度を向上させる ζ と

および，試験方法を簡便にすること

が，乙の種の研究の当面の宿題であ

るといえよう。突は守王者ーなども， 乙

の数年，コンクリートの不完全弾性

を考慮した新しい強度判定法を試み

実験室内では一応の成果を挙げるま

でに至った。目下. は乙れの実用化の

ための対策を研究中であるというの

が到況である。( 阪大工 小阪義夫)

これはいずれも動力車を平i J t t ! するも

ので. ＡＺｦｾ＠ 1 の! 陸軍E式はレー ノレを懸垂

し，乙のレール lζ 動力付パケットを

走らせる方式で，鉄骨建の以イ干には

鉄骨を利用してしばしば成功してい

るが，鉄筋コ ンクリートの協代には

j;f i 2 の方式として，逆l乙足場の上』ζ

レールを敷き，その上を到u)] 半を走

らせるのであるが，仮枠lζ :ffi jill がか

か り結後 ｪ な仮枠をＧ＿ｽ求される ｊｉｾ ￍＧは狂

いを生ずることは免がれない。富士

製鉄広畑工場転炉工場の旅械訴礎会

よび建物基慌のコンクリー ト打{ζ は

敷地も広く基礎似仲へのJl5.) ; むも少な

いために図面のごとき i ifj}J 1J ネコ

車」を一本レールの上を走 らせ コン

クリートの水平配分ノi 式の一試案と

して実施した。 トランスポータ一本

体 (ifj}J力車) 1 台lζ パケットトレー

ラー 1 台を述結して 1 ｾｉｊＧｉ Ｎ Ｈ とし， 3  

列車を絶えず走らせた。

己れは多少の勾配 も許され. コン。リートの

ほかにもI Dl のもの， さらに浅土処分にまで利用

する E とができたが，ζ E では-a主総としての

紹介にとどめて実施昨細については後日の機会

にゆずります。 ("'1水mを限 鬼頭寿郎〕



ト ー 建 築 調 査 委 員 会 報 i 園
ト

/  角 議 事 主:

発 端 県会議事 Ｇｬ Ｚｊｾ 建設の議案が ｊ ｩ＼ｊｩ ｲ 県 会 に 上 ｆｊ さ

れたのは明治十四年 ( 1881) 五月であ った。その前年，

束京では同志 ) L万余人の名 を以てl司会開設の祈願を上告

して却けら れ，やがてまた 「大 日本I:RI会期成有志公会」

が成立する などの乙と があ った。かか る民論仮I}l! の会li 1!

を反映 して県会は議工:J ｾｾ ￬ Ｚ ｾ ｾ 建設の議を Ｑ Ｑ ＧＱＺ ちに可決した 。 ｬｉ ｾｩ

の 県 会議長 は ｦ 去に ｬ 二 ｼ由 党 の ｉｊｾ 志 と して 小 火ＱＨＮ i; r，.W/I1した人

Ｈ石田賃之助翁Ｉ で あっ た が ， 乙の人乙 そ 突にこの 議 事 Ｇ￬ Ｚ ｾ ＮＺ

ijt 設の指導者であった。

所在地・工期 敷 地 は 神 戸 市 生 問 区 下山手通四丁向

関 1 正 面 外 線

初 代 の 兵 庫 県 会 議 事 堂

( 今の 神戸栄光教会の袈丁ーに当り ，大部分は現( [ ¥1' 1" ¥通

りにな っている 一一関 2)  

起工は明治卜四年十一月， 議事上程以来半年にみたぬ

11寺であ った。 しかも竣工 したのは摂十干1. 年四月 。エJUIも

また、μ 仰とみたぬという知期間であ った。驚くべきス ピ

ー ドぷ りといわねばならぬ e 以て当時の芯、気のほどを祭

すべきである 。

規模・形体 県の文書には 「八角 議事堂。Rll.ll l 28坪

Ｓ 令 。 イ口し 西洋般造 二 伸 ｾｭ 屋 根 宝｝ 診 造 宝 珠 付云 々｝

とある 。ニ1f'i F l の外部lζ は露台を回らして あった。 しか

この 写nは，明治二寸九年 (1896) ロ Y ドY で :1¥)仮された "ADV ANCE J APAN"  by  ] . Morri s なる刃物に破っ て

いたものの 複写 である 。原聞 は当時日 木 に市販さ れてい た ものであろ う。 とい うのは右目の標題 の文字から 般して いえ

ることなのだが， そこには 「神戸議事堂」 とあ って 「兵Hり と はな っていな い ( 従 ってこれ は東京方市に流布されてい

た ものと推測 される 次第 だが) ，おそら くその欣に この英同人 は関の下 11: "K OBE  MUNI CI PAL  HA L L" と書いてい

るのただ不思滋 なのは， この人が この写真を侭げたのみ で， このlit 物 について 何一つ関説 してい ない ことである 。 しか

し今ではこれ以上明確 な写J ' Lは日本では求め られない。実に またこの写真がなか ったならば， この 調査報告 もあり得な

かったとい うわけである 。 ( 写真は沼選三郎博士t是供)
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しその一階が如何織になっていたかは不明である 。; 恐ら

く回廊式で中央部分は吹抜 となっ ていたであろう 。ラシ

タン風の頂培は文書』ζ 「二重露盤J とあるが事実は展塑

台とな っていた。その大胆に して奇妓 な構想、は異とすべ

きである 。ただし内部の構成は一切不明である。

本館の両Rb! 1C二階建の別館が左右対称lζ 建っていた d

議員 ・傍聴人の役所であ った ( 関 1， 3.  5)  

木館の? 1 i i さについては文書 lζ 数{誌が見えている 。一 回

|瞭然の ためその復元略灰lを試みた( 関 4) 。乙の 15<1その他

の写真関商によ って規模 ・景観の大要を祭せられたい。

材料 ・設備 材料に関する 記録の 中から ，今日 と比べ

て梢異なる と思われる点を若干摘記 してみよう 。

階外回りのみは「明石燥化石J とある 。明石在の瓦

工場で焼い た煉瓦と推定される。大きさは寸単位で， 長

8 X 巾 4 X 厚 3 とある 。]1汗回り その他のために 特殊砲を

作り . 4唱に八角の隅のためには五角形のものを作っ た。

持耗刻には「 コンク レ ト，コ ンク リ，セ メント 」の語が散

見されるが，漆喰を混用 した らしい 乙と が うかがわれる 。

内部の装備材料とし ては「西洋ぺ Y キ， 西洋パニ ν

( ワニス の乙と らしい) . 西洋箱錠，西洋ジ クタ: / . 西

洋小紋紙」のような認が見え ている n とれらは恐らく舶

来品だ ったであろう 。

設備に関し て特乍すべきは「蒸気暖炉」の語の見える

乙とである 。 I1暖炉殺 三机，西洋物附属道具付」 ともあ

る。ただし，乙のよ史房三l- iiIiiは終1
1

1節減のため中止された

ようである 。 現 iζ 明治 11七年 (1894) の冬の県会 [ζ は

「議員Pif ニ凡四卜瓦例 ノ火鉢 ヲ毘キ」えそさ をし のいでい

る有機だから苓急「採11妥設備」を考慮せよ との要求が」ー

程決議されている 。がその後如何なる l暖房方法が採用さ

れたかは不明である 。

Eタ縦

p議事堂

111 : li - E  

一」

図 2 敷 地 復 元 略 図

こ の 関は抗 ｉＡ ￝ＮＮ ￟ よ りやや後の地 図 に ［Ａｉｾ づ いて 試みた復元

医|である 。 もとより 厳械は j明し 得な いが. j〈要は得てい

るつもりである。

j j: 圃之{ さ長官J l .

工費 ・工賃 「兵J4-C県会史」によれば当初建築岱予t; 1

として20. 000円を計上したが精算額につい ては「材料ノ

徽スヘ キモノ ナν 」とあるが，戦前筆者の調べた ところ

(県の 文書課の 倉院に保存されていた決済沓) によれ

ば，建物総工費 ・井戸 ・下水 ・道路敷石 ・楠木 ・製図料

等から怪我人手当までも含め て， 総額 21. 995円61銭l鹿

とある 。然らば純建築工授として上記予算額は其だ妥当

であっ たと推定される次第である。

参考ーま で に ，か かる 工 ｾＮｬｴ の 基準 と もいう べき 当時の大

工手聞に ついて付記する。文書に「大工 1坪25人掛 り

( 但 し， 23人半 と朱筆訂正) 目当 1入金42銭 ( 但 し. 44

銭と朱筆訂正) J と記されている 。

材料の価格については 前記 「明石燥化石」が 11，000

枚ニ付 キ 9 円 ( 但 し 8 円75銭と朱* 訂正) J と見えて

いるが，その他の個々材料については詳かでない。

図 3 創 建 当 時 の 銅 版 画

この図は議事堂落成式 l亡当 り 「県会日誌附録」と して

配布さ れた ものの由 である 。標題 に 「弐百歩一之図」と

あるのは 「二百分のー」の窓であろうが， 透視図 に尺&'

;己入はナ Y セ Y スである 。が仔細に検す ると 区iは二百分

のーの立面図 I'C. 補筆 して 宛かも透視図の如く見せかけた

ものである 。 巧妙なト リック とい うべきであろ う。似

し，門 ・植木 ・馬車等の比例は全く 絵ソラゴト である 。

( 原図 は故 ・宮武外骨翁提供)

設計者・施工者 設計者については全く 不明である 。

ただし乙の建物が当時正統の建築学を修めた者の作で な

い乙と は写真を一見 して了解 されよ うの文書中l乙 「西洋
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f 1 t ! ) 畠」の語のあることはすでに紹介したが，この語は甚

だ示唆的である 。 また「製図料」とあるが，その金額は

r30円」とあって今日の設計料の通念を以ては律する乙

とができない。

』在 工 者Ｈ 工 ｾ ＱＱｾｪ Ｇ ｩ 白人 Ｉ として 「松ヂ判長七郎」の名が明

;己されている r ζ の人は当 時事1
1戸における l折界の第一人

荷であ った。

経 過 議事' 宅建設の議が始めて県会
lζ 七科された

11寺. 12案F I l 由の一節lζ ，議事' 詐が兼ねて 「外賓質事1
1ノ機

待所トナ ν 叉演説会等の用ニ供スノレモ大ニ社会ノ公謎ヲ

進メ :/J とある 。実際 乙の堂はしばしばそのような 目的

のために利用された 。その中で最も興味ある I jC伊lが牧' I l j・

1申ll J i 伯の回顧談 ( 及び乍者宛諮問) Iζ 見えている 。その

活るととろによれば，伯は若い乙ろ地方官として兵w県

[ζ 在任した一一西洋仕込みの最も モダジな貴公子であ

たーーがその在任 中， 茶年の天長節の夜( それは明治十

JL年ート一月 三 日と行l定されるが) 折しも神戸港lζ 停泊 rl-'

の外岡市艦の将校や各国領事，居間民の代表者ーなどを招

い て Ｎζ の議事 ｾ ｾｾ で 大舞踏会を供し た 。 床上 ｬζ は臨時に

「よく滑る コずのようなものを放し 〉た」。翌日会場にロ

ν ア潟市イて宮のfi ーすが落ち ていた . がそれは舞踏iζ 興じ

すぎたためだ ったというのである n 正に 鹿嶋館時代の椛

綿であった。由来利IIゴは異同↑! ?品目のゆ たかな所ではあ っ

たが，乙れほどの興趣が東京を除いて果 して仙の何所に

あり得た であろうか。

そもそも ζ の議 ｔ ｉｾ 吹は地方 自治 μ 、の造 符 として最尖 端

的手訂正であ ったのみならず，その景観に おいても全国ま

れに見 る威容であ った。が同時に，その奇抜大日日な椛位、

の故lζ 工事上の胃険もあったかと祭せられる 。 さすがに

戚存をほ乙 っ た乙の 殿Ｇｾ ｾも ， 創立後二卜年 ， すなわち 明

治三十抗年 ( 1902) の秋の県会で 「追々 腐桁ノ 度主主々 )J II

ハリ 」修理を試みるも佐多 くねるところ少ない とのEl l _A-1

で、X1‘H撤去 と決議さ れた。 そのときの光却予定仰i怖は

1. 360円95銭5座 と報告 されたっただし ，その後の ζ とに

関しては知 るを符ない。

同みに 記せば， この撤去決泌の時には，すでに次代

の「議場」 が当時新築 の県庁合内 にm芯さ れていたの

である 。 この 新庁合はフ ランス ・ノレ ヰ、- ; - : . ' ス式の秀作

で設計者 は山口、ド六博士であ った。がこ れ も今ではす

でに明 治建築 のill 裂な造物である 。 これに関 して は後

自制を改め て紹介することとしたい。 ( 滝沢真弓 記)

主主 J 寺文献( 情l一銭省ーによるもの)

「明治建築の三つの姿」建築と社会。昭和33年1月号。

「八戸l 議事堂 ・調査顛末記」姥築雑誌 ・昭和33年4月号。

この図は県庁 l亡保存

されていた文書に記入

の主要部寸法を総合し

て作 った規模彼元の

概要である 。記入

数日は「尺 J

司 ｾｻ ｾ ｯ
門

的

匂

厄 ＧＺＧ Ｚ Ｍ ｴ Ｚ Ｎ ｾ ｵ
図 4 大 い さ の 概 要

ｾ＠

害'Xttt! 1./ 6 0 ，2 1) (t E鈴J

約 3 0 K
(推定) -

r  J  Ｒｾｾ 記 録Ｉ
(( H J 壁車基準lよ捻幻

図 5 平 面 復 元 略 図

この図は県庁の文書中に好i 入され ていた「雨水 It l: キ取

設之図 J なる 線図 ( 太線部分) に基 づいて 試みた復 元略

隠I ( 細線部分) である 。 原 図 はただ建物の 土台 ・道路 の

敷石を示 したにす ぎず縮尺 30 分 l と推定された が図面は

正確 では なかっ た。復元は手許 の資料にて可能 の程度に

11: めたが， なお若干修 正の 余地があ りそうであ る。

近代建築翻査委員会報告 d ・補記

6 月容所械の を初代 . 2代 自大阪駅 号氾1)1のう ち. Ｒ 代 田設計者 吉井 ｾｬｬｬｬ 氏 に つい て ｬＨｬ者は心当りを処々尋ね た の で すが ， 履懸

の詳細がわからないまま詳細1不明として記事を提出しましたと乙ろ ，郵政省建築部の立1EJ i t 吉氏からi j ! 策雑誌昭和6年1月号 (541

号) IC同氏の経肢が出ているとのど注意がありましたので . 1:. ζ I C お知ら せするとともに立花氏 Ic J l 7 - くお礼を申し上げます。

なお併せて今後とも鯛J ' i . 委只会 IC 対し て凋丘不充分の点が ありましたら ，よろしくど教示のほ どお願いいたし ます 。 ( 波 江 〉
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故伊東五郎氏

故 伊 東 五 郎 氏 を 偲 ぶ

桐 本 楠 雅

伊東さんの急逝は全く，思いがけないことだ っただ

けに， ノ|えだに :1; リり切れない気十:f で，またひ ょっ ζ り

お逢いするような気がしてならないのであります。

私が伊東さんを存じあげたのは ，大学の先輩の乙

ととは別にもう随分昔の乙とになりますが，身近く

接したのは巾すまでもなく初代建設省イ i: 宅}"j 長にな

られて大阪市の住宅施策 lζ 色々 と交沙をj ! f つように

なってからで，とくに| 府和26匂. 7 Ｉｊ 本ｔｉ￮ｾ築 ｨｬｽ 長 ｬζ

就任されてからは ，私達の上司としての関係上，当

事ｾｾ公夜、 ｬζ 豆り一方ならぬど 指得を 受けることとな っ

たのであります。

伊東さんが建築界 ｬζ 放されたど ν ｾＪｊｩ については，

今さら改めて申し上げるまでもないと存じますが，

水省)IIJ 長{ i ' 仔保 々 4 年の聞に ，EJE築} Pf M、，公')H;{i:

Ｇと ｕ 、，イ ｈＺ［ｾ 融公防法 ｾＱ［ ， 今 ｮ わが ＱＱＴ の必 ｦ 実行政 ｊｩｬｬｩ

i夜の J，L本とな っている ijo.:' J.:!1J 、flt を次々と ')f 施せら

れ，戦後の混乱し ていたわが国建築行政の行くべき

筋道を示され たのであ ります 。 また木市 ｭ ｾ 道局長ｋＮ

なられでも ，前者と全く立場の異る地方行政におい

て，献身i!i 政発展のためTI T'i コ' ;{i :宅をWi め，穐々のm

設建築物の復興 lζ 挺身せられ， 一方1( ，は大阪市佐宅

協会の今 nの2主主主をI i (LILせられるなど，民生安定へ

の功*. j . 'iは槻めて大きく ，わが悶建築界に不初の足跡

を残されたのであります。

伊東さんはどちらかといえば沈思寡言な方で，純

技術家肌の真撃なる勉治家である一方，柔道' 7' / ら

しい粘りのある，しんの強い，試合皮胸と いうか常

に大事に当 っていい判断力をもっておられたとと

は，われわれ部下のものの常に敬服していたとこ ろ

であります。

とくに後進のため去る 5 月官界より退かれ，建設

業界の第一線になお元気一杯lζ ど活押されておられ

ましたが，夜、ども後Y医者の ためにも ，まだまだど長

命を保たれ，ど長III刊を念願いたして おりましたにも

かかわらず， 忽然として不帰の存となられましたこ

とは ， ｪｾ えす返えすも ｉ ￎＧｦｉｊｩ しく悲嘆の恢みでありま

すの

政府におかれでも ，設人のとの偉大なる業絞1(. 対

し，退宵 8 年の後とはいえ，とくに正四位勲三等瑞

ｾ ｆＮＺ＿［ＱＺの栄符を附られたと承 っ ている次第でありま

すn

また1ft 束さんは好んで人 と交際する方ではなか っ

たようですが，部下とか家庭では いい親爺さんで，

あの口許にすーをやってする微笑は全く m純で，お係

さんの乙とを楽しげにお話しになる総子が，いまだ

IIri の前 lζ 見えるようです。

i i mQのプJ もおいtnはかなりたしなまれたようで，

酔うほどに ｻｾｽ Ｎ ｴＡ ｾ な ｲ Ｚ 及 川節 」 を好んで ｵｮ っ ておられ

た乙とが懐 しく思い I.LI され，また伊東さんといえば

コソレフといわれるほどのゴルフマニアで，アマチ ュ

ア ＰＸ では関西府 ｜Ｑ ｜Ｑのゴルフ ァ ー でしたが ， ど終 Ｚ ･ｾ

まで ζ のととにありました ζ とは，せめてもの縁と

悔いて返らぬことながら， 心よりと只符iを祈 るので

あります。終り lζ 、円り J武人の深い ;UI i 附をそけ た私ど

もとしまして，さらに IYJ るい :Wf 11な，イ i:みよい討 会

のｾ設に巡逃して ， 1J t 泌さんの"，¥; : K. お応えする ζ と

を判 って故人を f} J. tぶ tどとします内

(' f f 丹 ) . ，宅E市池 本1..; 長)
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"  24年 6 JI 他立 'fi 住 宅 局長

伊 26年 7 J1 大限 jfi 姥策局長

34年 7J J  大 阪市住吉協会P4( 'J I

"  35年 5 J J  脱 hd処 設株式会社' 品物取締役
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"  35年 4 月
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宮 報 ( 6 月 分 〉

| 通 常 総 会 1

22日 4 時一 5 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者東畑副会長外20名 田辺監事

殺 事 ( 1  ) 昭和34年度事業報告承認の件

( 2 ) 昭和34年度決算報告承認の件

( 3 ) 昭和35年度収支予算承認の件

( 9 ) 入退会者承認の件

( 10) 報告事項

| 定 時評 議 員 会 1

22日 3 1時一 4 1時於会館集会室

出席者 五 十 嵐，寺山正副議長外 10名

委任状出席46名 計 58名

諌早理事外 2 理事 田辺E主事

議 事 ( 1  )  1昭和34年度事業報告承認の件

( 2 )  flH和34年度決算報告承認の件

( 3 ) 東海支部設置に| 刻する件

(  4  ) 理事 11，補欠選任の何=

委 員 会

2 日 5 1時半ー 71時半 於会館集会室

出 席 者 岩 崎 委 員長外14委員

議 事 ( 1 )  7 月 8 月のヰ工業について

( 2 ) 新規事業について

( 3 ) 報告事項

小委員会 (若い会員の集い)

2 日 7 時半- 8 時半 於会館集会室

出席字; 松村主査，滝本，橋長各委員

クルー プの若い会員に出すアンケー トκ ついて協議

| 理 事 会 1

8 日 4  JI 寺半- 6 1時 於会館会議室

出 席 者 鴻 池 副 会長外 6 理事

山内兵庫支部長 m辺監白F

議 'F ( 1  ) 通常総会開催の件

( 2 ) 定時評議員会開催の件

( 3  ) 現場管理講習会開催の件

( 4 ) 互期会員懇親会開催の件

( 5  ) 東海支部復活に関する件

(  6  ) 海外視察団募集 l乙関する件

( 7 ) 事務局職員上期: D 与支給の件

( 8  ) ハリス 氏建築音響の講演会共催の件

小委員会 (写真コンクール)

2 日 7 1時半- 8 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 政問主査，岩本，宮本各委員

写真コンクールの企画について協議

小委員会 (会員懇親会)

17日 正午ー 1 1時 於 会 館 集 会 室

出席才i 尾f( 1主査外 5 委員

委員の事務分担，実施音|固などについて協議

小委員会 (古建築見学会)

30日 5 時半ー 7 1時半 於会館会議室

出 席 者 若 林 主 査，駒委員

古建築見学会の企画について協議

純 固 定 多 彩 塗 料

@  
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本社 大阪市比花区西野下之町38 営 業 所 東 京 .札幌{ ! l l台続潟. 静岡名古屋糾t戸. 岡山 .高 松 広 角 福岡 工 場 大 阪 .繍浜 . 茅ケ崎. 平場

101 



| 出 版 委 員 会 |

分科会 (鉄骨コンクリート計算実例)

7 日 6 11年一 7 11年半 於会館会議室

出席者 石崎主代外 5 委員

著作椛に対する取倣い方，編集方針 などについて協

議

小委員会 (現場実務講習会)

9 日 正午- 2 1時 於 会 館 会 議 室

II¥J市名ー 中原委員長， 相沢委員

政問，波辺両議日lij

実施企岡K ついて打ち合せ協議

衛生設備図書編集準備会

16日 3 時一 5 1時半於会館会議室

出席者 問中教俊外関係、業社 7 氏

給封1' 1) <及術生関係設備図沓の編集方針について協議

小委員会 (工高生デザ インコンクール)

17日 3 1時 5 1時 於 会 館 会 議 室

出 席 者 赤 松 主 査 外 3 委員

本年度の設計課題及募集裂項案を協議決定

空気調和設備改訂編集幹事会

20日 2 時半- 5 1侍 於 会 館 会 議 室

出席者 古ifJ E日主査外 4 委員

改訂方針について協議

工高生デザインコンクール打合会

27日 正午- 3 11寺於会館集会室

出 席 者 赤 松 主 査，田沢委員

w査 日 伊 藤 氏 外 6 務査員

募集ｾ引について小委員と審査日と協議の 上 決定

現場実務講習会打合会

29日 正午- 2 11寺於会館会議室

出席者 中原委員長，凶村委員

諮 問 政 岡氏外 9 講師

議義内容の検討並に講義日 l時のi l .1IJ 当決定

委 員 会

29日 3 11寺- 4 時 半 於 会 館 会 議 室

出席者 中原委員長外 4 委員

議 ｾ ｊｉ＠ (  1  )  ts 6 回工高生デザ イン コンクーノレについ

て

( 2 ) 第 4 回現湯実務諮習会について

( 3  ) 工高1: : の施工教育( 現切実習) について

幹 事 会

11 日 2 時一 4 1時 於 会 館 会 議 室

出席者森， 上林正副委日長，島問幹事

10)c] ｲ 海 外の新ｾ築特集」号の企画審議

委 員 会

11 日 4 11与- 6 1時半於会館会議室

出席者 森， 上林正副委員長外 7 委員

議 事 ( 1  )  7月 「第7回青年建築家特集」号経過報告

( 2 )  8 凡 「縫工特集」号経過報告

( 3 )  9 月「設備特集J 号経過報告

( 4 )  10月「海外の近代建築特集J 号企画

( 5  ) 作品募集に関する件

(  6  ) 近代辿築調査委員会lζ 特集号提供に関す

る件

16日 5 11寺- 7 11寺於会館集会室

出 席 者 海上委員長外 6 委員

建禁抑思待孟宗庁儲庭銭銭一一一一- 一一- 一一- 一J .

2剖邑勾池』晶1..:1. - 回. ツ1，9ク

日本住宅公団・五五五五御指定 ff9ン ー 鐙

蓄 芸 春 山 製 作 所 iVム411

大阪市東淀川区三，章屋北通四丁目 電話句7)3117.  5871 .  7724 
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議 事 ( 1  ) テレビ放送の担当テーマに関す る件

( 2 ) 花沢氏IC i 鬼門 の謎」について話を Il'iIく

件

( 3  ) 小住宅の設J-I・施工実19IJ : ! . s 編集の件

( 4 ) すまいブJ 文献索引整備の件

21 日 311寺- 41時 半 於会合' ! ' l : ! . s会室

出 席 者 越 問 委 員 長 外 7 委員

;議品 3事( ( 1り) 新t鋭見検矛討Iテ一 7 1に乙関する{判q

( 2 ) 小委員会のxfr新f折『設と委員の分担決定

室

件
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|テ レ ビ 放 送実 行 委 員 会 |

委 員 会

15日 5  ｬｉ ｾｪＭ Ｙ 時半於会館集会室

出 席 者 足 立 委 員 長 外15委員

今回プロデューサー ，屯通増井氏

議 事 ( 1  ) スポンサ ー批判会の報告

( 2 ) 放送テー 7 5 題について検討

( 3 ) 演出小委員会の件

小委員会 G寅出)

23日 511寺- 91時半 於会館会議室

出 席 者 足 立 委 員長外 7 委員

今回プロデ ューサー

近日放送予定のものについて演出方法の検討並 lζ 小

委員の分担決定

近 代 建 築調 査 委 員会 |

幹 事 会

9 日 31時半- 511与 半 於会館会議室

出 席 者 滝 沢 委 員 長 ， 政 岡，林野前幹事

正月特集号の企画と調査資料台帳の型式検討

委 員 会

30日 4 時一 5 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 滝 沢 委 員 長 外 11 委員

上林編集副委員長

議 事 ( 1)  8 月号発表泌物の件

( 2 ) 調査資料台帳の件

( 3 ) 正月特集号企画の件

|海 外 視察 団 編 成 準 備 会 1

2 日 31時半- 5 時 於会館会議室

出席者 背木 理事外 5 氏

募集要項その他について協議

20日 正 午- 21時 於 会 館 会 議 室

出 席 者 村 石 理 事 交 通 公 社 小 川 . 吉 田 両 氏

視察団の渡航準備に関して打合せ

i見 学 会 l

京都会館と都ホテル佳水圏見学会

京都会館

設 計 前川国男建築設計事務所

施 工 大 成 建 設 は 大阪支庖

者¥) ホテル佳水園

設 計 村 野 ， 森 建 築 事 務 所

施 工 大林組

23日 11時一 5時 参 加 者 125 名

京都支部と共催

特訴防災シヤ・ッター全般

-rTIt百七・
ｾ＠ ＺｾｉｊＧ 俣製ｻ作所大阪支庖
大 阪市 北区若 ｦｾ 町 ＳＰ 電話 ＨＳＴ Ｉ 9004. 9016 ・48 25

本 社 及 工 場 ・ 崎 玉 県 与 野 町

東京事務所及工場 ・東京都 北区田端町

1Q3 



勧 銀 ピ ル 竹 中 式 潜 函 工 法 見 学 会

設 計 ・施 工 竹 中 工 務 庖

24目 3 時 一 4 時 半 参 加 者70名

高 砂 コ ン ク リ ー ト 工業 K.K. 工 場 と

鶴 林 寺 見 学 会

25日 Ｑ Ｐ 時 一 Ｗ Ｑ 時参加平 ｾ Ｇ ＶＲ 名

兵 庫 支 部 と 共 催

高 砂 の 工 場 で 社 長 始 め ど 一 同 の 歓 待 を 受 け た 後 順 路

コ ン ク リ ー 卜 杭 の 製 作 工 程 を 見 学 。 次 い で 鶴 林 寺!ζ つ

い て は 神 戸 大 学 野地 教 授 の 詳 細 に亘 る説 明 に よ り 参 加

者 一 同 充 分 な 予 備 知 識 を 持 っ て 見学 を し た 。 往 復 のパ

ス ， 食 事 ， お 土 産 と 多 大な ど 配 lぷを戴 い た 高砂 コ ンク

リー ト工業 KK ｾ Ｉｕ ζ 関係 会 社丸ｔｩＮ木材 ｋｋ に対し誌 上

厚 く 御 礼 申 し上 げます。

高 麗橋 ピ ル 見 学 会

設 計 ・施 工 竹 中 工務 庖

28日 3 時 4 1時 半 参 加 者 160 名

大 阪 府 建 築士 会 と 共 俄

1111 11 111 1111 11111111 1I1 1I 1111 11 11 111 11 111 1111111 1111 1111111 11 1111 1111 11 11111111 11111 1111111111111・1111111111111111

つ ぎ の 人 事 央 動 が あ り ま し た の で お知 ら せ い た します。

新 任 問 任

rlJ原 戊L¥o I  ［丘総地強応ｾｾ締 都 民 |岡地IU! 同8 織部計耐課長

il 長沢 迷夫氏 Ｑ ￬ｌＱｾ地主 ｮ 局 也給部計画 ｡ 傑良 ｼ 同地強局岡部同制Ａ艮稲佐

小 林 泊 同 氏 I K .K . 鴻池組 |近織地政局主I織部長

佐 々 木 米 太 郎 氏 l 京都市住宅局長 |京都市管財局住宅営織; 課長

。1111111 11 1111 1111111 111 11111 1111 1111111111 111111 11 11 11 111 111 1111 1111 11 11111111 111 111 111111111111 11111111111111111

編 集 後 記

本号は， 昭和35年 J!l'. の委員会によって企画された色ので， 色っと色新

しい胞工上の111出fi ， とくに， 基礎工法，施工繍械，適正工即lの3つを主

J t ! テーマ It して特集を粧lんだものである。

般近 の ｾｩ しいｵＡ築技術 の 発展 ， f，t かでもとくにl } ; ; 礎工法の発展は注目

古せ られる bのがある。 そ乙で新しい越礎工法の司I例 として ， 新阪急ピ

ルの竹中式深舵工法. 日生比日谷ピ ルのニュ ーマテイツヲ ケーソン 工法

はどを紹介 した。 その他， 迫持式の山留工法など興味深いも の もとくに

のせていた fごいた。 庄野氏の旅行犯はその辺の噂門家Tご111t ，法礎工法

建 築 材 料 の 選 び 方 使 い 方 の 専 門 誌

建 築 技 術 者 と 材 料 業 者 の 必 読 E

建 築

雑 誌 材 料 と 設 計

建設文化社

毎 月 1 日発 行

B 5 ￥150〒共

令国管庖で発売

本 社 東 京 都 文京 区 小 石川 町 1 ー 1 電 話 (921) 2739

支 社 大 阪 市 西 区西 長 掘1ー 5 四ツ繍 ピ ル 電 話@ 9200
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害
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ロ

グ
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量

大 阪 市 西 区 江 戸 堀 下 通2- 17

田辺工業株式会社

電 話 土 佐 堀@7437← 9
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の旅行犯といったような志の。

「住宅のプレ 7 7 プ工法」 は， 本誌1959年 3 月号It 平賀線一氏が同様

の内容の原稿をのせて いるが， その後の発展について とく に 宮及してい

たfごいたものである。平賀氏が渡欧のため， 品川研究室にと < It お願い

した。

;$¥2 のテーマである「新しい施工機械」は， 日本rn般機械化也会関西

支部K お願いしたものである。 建設技術者 It とって ， 施工繍械の性能に

までふれたと ζ ろの使いやすいデータ とかそ の紹介という色 のは少低い

ように思われる。今回はとく It ， その点について ， 無FI!をお願いしてま

とめていただいた。

;$¥3 のテーマである rj直正工JOJ J については，いうまでもなし施工

技術者にとっては成大関心事であ る。 ζ の適正工j関の綴をどうまとめ る

か，それ ζ そ適正な企画が必要だ と， 幹 部 会 ゃ 軍・貝会でなんべんもも

んだ。工j聞のlill l ' I l について ， 銅内氏が研究 されている E とを知 り， c. れ

を¥l 耳(I t のせきぜていただく。つ ぎに， アンケートをくむか，ｾ巨般会に

するか，アンケ ー トK する位らば， どういう文採か， ζ れ色租々ｾ見が

でてなかなかまとまらなかったが， 結局本号It ifT織のアンケート文裂で

依頼 したものである。c . のアン ケートだけで， 適正工即lをど うの ζ うの

というわけの色ので 色はし己れを機会民今後の研究It まち たp ，

「ト ピック スJ として ，4 つばかり紹介した。 そのうち，ハイテイ ン

シヨン ・y 、テール担当僚はひとつの論文としていただく予定で あったが，

乙のト ピックス It ふ りかえていたTごいた。 なお， 娠動&'i 打機をトピック

スとしてのせる予定であったが， 原田氏の「新しい施工傾城」にそれが

紹介されて いるので， 省いた。 その代 りに上記高張力鋼の熔按を入れた

ものである.

以下C 協力下き った方々に厚くお礼申しあげます。



52tt 大島化学のひふくτっばんを

カ ラ ー ス タ ン ダ ー ド メ タ ノ レ

繍醸藤議

大 島 応 用 化 学 工 業 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 城 東 区 里 子 江 東 之 町 4 の 1 0 4 @3679 ・4481 ・8471

支 庖 新 居 浜 ・名 古 屋 ・四 日 市 ・広 正当

田中式
ヌカイライト・ベンチレーター

ヌチールザ・ν シュ・ドアー

スチールシャ・νター・オペレーター

何回中工業様式会事t大阪出張所

本 社 東 京 第一 工 場

東 京 第二 工 場

小 倉 工 場

川 崎 工 場

札 幌 出 張 所

盛岡代l . ! I ! . l' ，

名古屋代理J . IT

米 干 代 理 応

長 崎 代 理 信

続 式

会 .1

東 京 都 島 田 区 綿 品 町 1 - 25 

東 京 都 島 図 区器 嫡 町 東 4 - 122 

福 岡 県 小 倉 市 帝 紙上 白 宿37

神 奈 川 県 川 崎 市 東 波 田 3 - 43  

北 海 道 札 帆 市 北上 過 東 4 丁 目 4

岩 手県 峨 岡市 木 伏柑 ・東ヨE控 除 ( 株 }

愛 知 県名 古風 市 西 区 西 菊 井 町2- 12. 1四回 世材 K K

鳥取 叫 米 干市 祇 l調 関T 2 - 93 ・吉 田 工 務 信

長 崎県』崎市 嬰町 ＱＱ ・限 ｩ 西 工 ｾ Ｈ 有 Ｉ

T E L 大 liIJi(40) 6341 (代 表) ・仰1)6342

T E L 東 京 (623 ) 代 表0106- 0108 . (622)0790 

T E L 東 京 (611 ) 21 18 - 9

T E L 小 倉。653 ・2833

T E L 川 崎 @ 4540 

T E L 札 峡 ③ 6762 ・ 0515

T E L 盛 岡 7642

T E L 名 古 窟 (&3 ) 0121 ・2057

T E L 米 子 4683

T E L 長 時 ② 6046

薗 庖

大阪市北区真砂町 5 番地 電話大阪 (34) 207- 8・4836- 7

l  



電 気 ・ 暖 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

株式 大 阪 電 気 商 ｾ＠ え

会社 大 阪 暖 房 商 ｾ＠
取締役社長 菅 谷 三 郎

本 庖
大近阪市話西大区江阪戸郷@南大通一代丁表目 三82七3番1地.(s: 

支 庖 東 京 ・名戸 古 屋

出 E置 所 京都本 ・神机 ・仙岡台山 ・高新松 ・広島 ・福岡

熊 ・ 幌 ・ ・ 潟 ・金沢 ・福井

一一特命叉 は 指 名 の 場 合 は 本 欄 を ど利 用 の 程 お 願 い 致 し ま す一一

設 計 施 工

22 大 阪 城 口 研 究 所

生

気

水 ・衛

房 ・換

排

冷

給

暖

平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 ・電話大阪@7575(代表)

京都市東山区大和大路大仏前・ 電話京都⑤4945( 代表)

神戸市生田区下山手通六ノー ・電話利I戸0 5892

庸口城代表取締役

暖 冷 房 ・ 換 気 ・ 空 気 調 和

病 院 諸 機 械 ・ 給 排 水 ・ 衛 生

斎 藤 省 三 商 庖

東 京 駅 前 丸 ピ ノ レ 6 階 6 7 6 区

m話東京 (201) 3761 ・3762・3763・3764

大阪市西区土佐姻通大同ピノレ714号

氾 話 大 阪 @1568 ・1569 ・2594

札 幌 ・北 四 ・西 四 ( 札 幌 駅 前 )

氾 話 札 幌 ② 0010 ・0956 ③ 46 61

名 古 屋 市 中 区 南 大 津 通 一 丁 目 千 代

田ピル522号 電 話 中 局 @1  7  6 6  

創 業

大正二年

広

庖

広

阪

幌

株式

会社

東 京

大

キL

水道 ・衛生 ・暖冷房 ・其他管工事

設 計 並 施 工

特許Y M式 J レーフドレイ Y 製造販売

(旧斎藤久孝事務所)

斎久工業株式会社大阪支庖

大阪市南区l脱皮町通一丁目凶凶器地

匂話大阪⑧代表4496- 8 ・4993- 4番

東京都千代田区丸ノ内 2 ノ8 仲12号館 5 号

包 話 (281) 局 6505- 8務

金 沢 市 高 岡 町 三 五 電 話 金 沢 ②2074

福井市城之橋下町一O 包 話 福 井 2436

高 松 市 二 番 了 九 m話高松②5195

j苫本

所

所

所

業

張

張

営

出

出

沢

井

松

金

福

一

回

向

名 古 屋 広

l暖房 ・冷 房 ・水道 ・衛 生 設ijfii

鮫 計 施 工

!援冷房 ・環筑衛生 ・水道 ・電気 ・厨房 ・築炉

銅 製 建 具 ・軽 量 間 仕 切 ・工 事 設 計 施 工

鋼 管 ・荷 役 機 械 ・製 造 販 売

賀 工 業 株 式 会

大阪市西区土佐期通 1丁目 14番地

fE 話 @ 代 表 5 1  7  1 番

東京都港区芝田村町 6丁 目 泣 誌:( 431) 代表 7121

名古屋市中区材木III J l 丁目 包括@ 代表 7856

京都市下京区烏丸通松原下ノレm話⑤ 1989・2255

神戸市生田区北長狭通2丁 目 電 話 ③ 代 表 5101

福 岡 市 千 代 栄 町 電 話 ⑧ 代 表 4731

社須

支 庖阪業 大機

東 京 支 庖

名古屋支庖

京 都 支 底

神 戸 支 活

福 岡 支 庖

工

大阪市東区高麗縞三丁番壱番地 ・ 電話代表 Ｒ Ｖ 局 ｻ ｾｾｾｾ
l3076 

本 社 東 京 都 千 代 田 区 有 楽 町 壱 丁 目 十 葬 地

支 庖 ・出 張 所 名 古 屋 ・福 岡 ・札 幌 ・広 島

工 場 川 崎 ・鶴 見 ・中 津 ・六 郷

空 気 調 和 装 置 ・ 設 計 施 工給水 ・排水 ・衛生設備 ・暖房設備

汚水浄化装置 ・都市廃物処理装置

社材建

株式

会 社

庖

大 阪 市 北 区中ノ島 二丁目( 新朝日ビノレ 5 階)

電 話 大 阪 @剖41 ( 代)

東京都中央区八重洲三丁目七

名古屋市中区西万町二丁目 ー

支阪大

西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庖

大阪市大淀区中津南通 2丁目 51 電話大阪@3415

東京事務所 東京都港区西芝浦3の1 f11話東京(451)' 5281

広島出強所 広 島 市 空 鞘 町 99の1 f包括広島③7544

福岡出張所 福岡市下呉服町2の9 m話福岡②5389

祐徳ピノレ

株 式

会 社

-本社及東京支庖

営 業 所

株式会社

本 社

出張所

暖 房 ・ 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

三 晃 商 会

大 阪 市 北 区 富 田 町 一 六 @7031⑧6793

東京都中火区宝町二 ・六( 村幸ヒソレ2階)( 561)5441

名古屋市中区新栄町二丁目ー ⑨1820

福 井 市 宝 永 上 町 一 O 五 1596 

松江市東本町四丁目一四九 回98

瓜 品 市 紙 屋 alJ 八 ②1938

:/i J  I湖 市 安 巴 IIIS 了. 二 0 1158

2  

暖 冷 房 ・ 温 湿 度 調 整

水 道 ・ 衛 生 ・ 環 境 衛 生 装 置

設 計 施 工

山 田 工 業 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 西 区 京 町 掘 上 通 1 丁 目 7

屯 @ ( 代表) 2  6  1  3 ・( 代 表) 9 4 3  1  

神 戸 市 生 田 区 北 長 狭 通 7 丁 目 1 の 1

屯 ④ 1 7  7  8 ・ 4 3  8  6  

名古屋市 中村区牧野町 1- 6 電話 ｾ ＰＹＶＶ
東 京 都 北 区 上 十 条 1の10 包 (911) 幻46

広 島 市 西 魚 屋 町 3 1 電 ② 1 3 7 5

営業所

出張所
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空気調和装置、各種冷凍機

設 計 ・製 作 ・施 工

東 洋 キ ャ リ ア 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖

暖 ・冷房 ・空 気 温 湿 度 調 整 装 置

工施計設

高砂熱学工業株式会社大阪支庖

大阪市北区堂島船大工町五三番地( 毎日 大阪会館内)

m話 大 阪 @ 局 8 3 5 6  ( 代表)

東京都中央区日本橋兜町三丁目 二四番地

東 京 ・名古屋 出 張 所 九 州

東 京 都 足 立 区 下 沼 田 町 3 6 0 番 地

社

庖

場

本

支

エ

大阪市北区中ノ島 3 丁目3 番地( 朝日 ピノレ8 階)

電 話 大 阪 @ 7 6 4 1 (大 代 )

社 東京都千代田区神田駿河台4 丁目2 番地

生

置

暖

本

社株式会社

h .  

Z コE
株式会社

腐

神戸出弧所

束郡出強所

三沢出強所

本

支

温湿度調整・暖冷房・換気給排水・衛生設備

設 計 並 施 工

日 本 管 工 業 株 式 会 社

代 表 取 締 役 市 川 進 男

⑨ 

京都市中 京区両替町通日声li 小路上ノレ

電話@ ( 代表)7975 ・( 夜間専用 )5532

大阪市北区天満橋筋1-37(天満橋北詰)

電 話 @8  8 2 9  

四日市市浜田西末広町匂話7503・3侃 5

津 市 栄 町 2 - 111 m話 3 6 1 0

事土本

大 阪 営 業 所

四日市営業所

津 営 業 所

温 湿 度 調 整 装 置 、 曜 房

冷房、水道、搬送機設備

設 計 並 ニ 施 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 富 田 町 30 包括 大 阪 @ la読まな私。

本 社 東 京 都 千 代 田 区 丸 ノ 内 2 - 10 

包 話 (281) 2  6  3  1  - 5  

仙 台 市 新 伝 馬 町 6 0  

電 話 7 3  3  2  

名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町 3 - 6

電 話 ⑤ 2 8  9  3  

仙 台 支 庖

名古屋出張所

社

媛房・冷房・温湿度調整・衛生股備

設 計 施 工

大 嘉 熱 工 業 株 式 会

取 締 役 社 長 嘉 幡 政 四 郎

阪 大 阪 市 北 区 万 才 町 四 三 浪 速 ピノレ六階

電 話 大 阪 ⑧ 直 通 2 0 8 5 ・5 7 2 5  

( 代) 9851- 9 ・9951- 9

東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 町 一 ノ 八

電 話 東 京 (291) 8  0  0 .2 - 3  

愛 媛 県 川 之 江 市 ・ 九 州 福 岡 市

気 ・ 空 気 調 和

生・ 電 気

施 工

暖 冷 房 ・ 換

給 排 水 ・ 衛

設 計

大

京• 

本 熱 学 工 業 株 式 会 社

取締役社長 牛 田 正 郎

社 大 阪 市 東 区 唐 物 町 5 丁 目 1 0  

電 話 大 阪 @ ( 代) 5 1 7 1 - 3 ・3 6 4 3

東 京 都 千 代 田 区 神 田 和 泉 町 1

m話 東 京 (8邸 )7683 ・7716 ・2594

下 関 市 大 和 町 33 大 和 ピル 23号室

電 話 ② 7 3  0  6  

日

本

東 京 支 后

商官官官t. 所

出強所

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 装 置 ・ 換 気 装 置

フ ァ ン ・ ヒ ー タ ー ・ ク ー ラ ー

スチール・アルミ・サッシ・ドア・シャッター

設 計 ・製 作 ・施 工

鏑 機 株 式 会 社

大 阪 市 北 区 宗 是 町 1 ( 大ピノレ)

電 大 阪 代 (44) 8  6  2  1 番

東 京 都 北 区 神 谷 3 の 10 の 3

電 東 京 代 (901) 3  1  9  1 番

東京都港区芝佐久間町 1 の46 ( 大同 ピノレ)

電 東 京 代 (501) 3  1  5  6  "書

名 古 屋 ・仙 台 連 絡 所 福 岡

3  

冷房・暖房・温湿度調整装置

換 気 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

房 ・ 冷 房 ・ 水 道 ・ 衝

湿 度 調 整 装

設 計 施 工

朝 日 ヱ 業

大阪市北区中之島 4 - 39 電@6 671- 5

東 京 支 広 東京都港区芝浜松町 2 ー 7 1(1  (431)  7  3  4  1  - 5  

北海道出強所 札 幌 市 北 四 条 西 15丁 目 m②2203・③5374・5969

仙 台 出 張 所 仙台市元寺小路t五城 ピ ル 〉 電 ② 8061・③ 9261

名古屋出張所 名古鹿市中区東陽町 6- 5 電 @1270 ・1484

広 島 出 鋭 所 広 品 市 大 手 町 8 - 155 電 ③ 7 9  4  9  

福 岡 山 波 所 福 岡 市 薬 師 町 3 電 0 0788・⑤ 0296

暖 冷 房 ・水 道 衛 生 工 事

設 計 施 工

栄 輿 商

取締役社長 中 山 敏 正

広 大 阪 市 福 島 区 上 福 島 北 二 丁目 ー務地

m 話 大 阪 @ 3 3 9 1 - 5 番

東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 一 九 務 地

電 話 (351) 2  1  7  7  - 8 番

神戸市生田区下山手通八丁 目三三 電話元町0 3035番

京 都 市 中 京 区 高 倉 週 三条下ル 電 話 よ③お69番

背 滋 県 三 沢 市 上 久 保 三 一 包 括 大三沢秘書

理 研

大飯営業所

本社・工場

所

本社・分室

業営

第 一 企 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 西 区 江 戸 掘 北 通 3 丁目 46務 地

電 話 大 阪 @ ( 代表) 3  8  1  8  

東 京 都 文 京 区 元 町 2 丁 目 17 若手 地

電 話 (921) ( 代表) 6  2  9  4  

支庖出彊所 名古屋 ・福岡 ・札幌 ・仙台 ・高松 ・瓜島

ネ土本
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社

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

気

取締役社長 浅 海 正 雄

社 大 阪 市 東 区 北 浜 二 丁 目 六 九

。電 話 大 阪 ⑫ 5 2 7 3 - 5 ・5 4 5 1 - 2

東 京 支 社 東 京 都 港 区 赤 坂 溜 池 町 1

電話 (481) 1316・2536 ・4715 ・3573

名 古 屋 ・札 幌 ・沖 縄 ・福 岡

A

G

2

 

株 式電浅 海

電 気 工 事 設 計 施 工

本

社

大 阪 市 北 区 野 崎 町 八 O

電 話 ・大 阪 @2  8  9  1ー5 番

東 京 営 業 所 東 京 都 中央 区 西 八 丁 郷 二 丁目十二

電 話 (551) 8 3  3  0 ・8 3  0  3  

名 古 屋 ・神 戸 ・岡 山 ・広 島 ・福 岡

.0. .  

ヨヨE式株
"== 

ヌL電藤エ

営 業 所所業営

電 気 工 事 全 般 設 計 施 工

社
.0. .  

コヨE

電 気 工 事 設 計 施 工

式株業エ原栗

中 央 電 気 工 業 株 式 会 社

騰

本 社 た |以/，. 北区梅ヶ! zIUJ 二五番;It

fg 活 大 阪 @8131代表 - 4 ③7263

営 業 所 東 京 ・名古屋 ・新 宮 ・御 坊

村

A

A
『

，

取締役社長

英

大阪市北区永楽町8 番地( 日産生命館)

屯 話 大 阪 @ 代 表 1 2 3 4 - 9

支 社 東京都港区芝浜松 III T( 大門ヒソレ)

出強所 名古屋 ・舞 観 ・! ょぬ ・八 幡

福 岡 ・富 山

信原栗取締役社長

電 動 機 自 動 操 作 用 配 電 盤 ・分 屯 盤 ・受 包 盤

自動遠方操作盤 ・電動機単逆相運転防止装置

温 湿 度 自 動 装 置 監 視 盤 ・遠 方 監 視 自 動 装 置

各種フロ γ トスイ ッチ ・スペ ースヒ ー タ ー 及 び

ク ォー タヒ ーター ・其の他特殊m気機器設計製作

森 井 電 業 株 式 会 社

東 京 本 社 東 京 都 港 区 芝 三 間 綱 町 一 番 地

m 話 . 東 京 (451) ' 9  6  1  1  - 5 番

工 場 東 京 都 港区 麻 布 新広尾町一丁 目一三四番地

電 話 東 京 -(451) 0  5  3  5 番

大 阪 支 広 大 阪 市 北 区 常 安 町 十 六 番 地

電 話 大 阪(44)9516- 8番 夜間専用 (44)502番

名古屋出張所 名 古 屋 市中村区 畏戸井町三丁 目四十一署地

電 話 笹 山 (54) 6 8 6 5 ・9 4 9 5 帯

福 岡 出 張 所 稿 ! 司 市 東 職 人 町 二 七 番 地

Hl 話 (4) 7  8  1  3 帯 (5) 3  5  1  6 番

.0. .  

コヨE

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

商
"== 

ヌLト 電マヤ株式会社

太

大 阪 市 北 区 西 郷 川 町 1 5 番 地

電 話』大 阪 @ 代 3 0  5  6  

東 京 都 中 央 区 銀 座 東 8 丁目 4 番 地

全国燃料会館 607号室電吾東京 ( 541) 746弘

北海道 ・名古屋 ・四白市 ・福 山 ・福 岡

能本111  取締役社長

ネ土

東京営業所

本

所張出

工ヌL

計 ・

"== . u←- + ' ‘ . 6 .  

ヌL 乍司R エl 云云

山 本 博 三

本 社 大 阪 市 北 区 中 之 島 三 丁 目 三 朝 日 ピ ル 7 階

屯 結 大 阪 局 ③ 9 5  3  1  (大 代 表)

営業所 大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 リ 四 丁 目 十 一 帯 地

電 話 大 阪 局 @ 5  2  0  1 番 ( 代 表 ) - 3  

出 ｾ 所 京都 市中京区 壬ｾ ｴ ｾ 開 ｉ 2  0  

ｾ￼ 話 京 都局｀ 3  4  8 ' 1 苔

社

工施設

電

取 締 役 社 長

電 気 工 事 設 計 施 工

機 株 式 会

取 締 役 社 長 嘉 納 伝 三

社 大 阪 市 北 区 絹 笠 岡 50 ( 堂ビル 3 階)

電 話 ・@ 7 0 7 7 - 9  

大 阪 市 大 淀 区 浦 江 北 2 丁 目 51

電 話 @5  1  4  8 ・6 6 4 6  

東京都中央区西八丁掘 4 丁目 10番地

( 後関ピノレ 3 階) 包 諾 (551) 5590- 2 

名 古 屋 市 中 村 区 泥 江 町 2 ノ 1

電 話 @ 7  1  4  6  

陽朝

社電宝

庫

底

本

倉

支

営業所

電 気 設 備 工 事 ・ 設 計 ・ 施 工電 気 工 事 設 計 施 工

社

大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 三 T 回 一 五

電 話 ③ 51 43 ・5373 ・9594 ・21 34 

大 阪 市 城 東 区 野J工西之 町三丁目 一一三

包 話 ③ 2 1  9  3  

A .  

:z:弐

明

式

正

株

本

気

中

電

取締役社長

本

社

中

本

社
.0. .  

-:z:s; 

取締役社長 猪 飼 幸 次 郎

社 大 阪 市 生 野 区 勝 山 通 9 丁目 72

電 話 ( 716) 4  0  3  5  ( 代) - 8  

東 京 都 新 宿 区 淀 橋 5 3 3

電 話 東 京 ( 371) 6  2  0  3  

金 沢 ・名 古 屋 ・高 知 ・広 島

式株
"== 

ヌL電東

社

本

支

j工

後器工場

資材倉庫

出張所

4  



負

装 庖

CONT RACT OR 

書.=!'.

百円

塗

事工

PAI NTI NG 

装

林

塗

株式

会社

電 気 工 事 設 計 施 工

並 架 線 金 具 製 作 販 売

( 日本工業規絡表示工場)

八 千 代 電 設 工 業 株 式 会 社

取締役社長 梶 本 秀 尾

大 阪 市 東 区 森 之 宮 束 之 l町

電 話 大 阪 (94) 6531 ( 代) - 5  

支 腐 名 古 屋

出彊所 東 京 ・岡
TEL. 大 阪 @ 1756- 7・東 京 @1335 

司ｾｕ ・ 門

揚巻・緑瓦-t ューム管

べ ｾｦｴＭ＿ ー ＧｶＮ シ京寸 ｌ

⑩.  

瓦洋大 和

曾

τ

釘

商

叶

引

い

幸

市

三

期日

雨 風lζ 強 く緩勾配lζ 最適

超 軽 量 荷 重 ( 坪当 37貫)

和型より安い

組 大 仏 瓦 各 穏 和 洋 瓦

工 事 繍 負 一 式

京都市東山区今熊野池田町九 ⑥ 3555 

大 阪 市 東 区 内 淡 路 町 一丁 目 @  975 

日

仏

前

獅

発

大

本

嫡

雨 水 浸 入 柔u落 防 止

耐 震 耐 風

安 定 軽 量

ナニワ緩勾 ｾＲ 荒

ナ

ニ

ワ

瓦

株

式

会

最

大

需

議

霊

山

町

干

自

事

面

署

口

六

五

旬

。

u

p

m

u
時
一

種

士

冗

身

級

制

畑

町

ト

亀

戸

一

安

芳

出

品

併

百

掴

山
…

酸

一

制

強

F

K

M

T

耐

天

A

M戸

線

会

ーがξ p 商 月 報 無 料 送 呈

令 井 田 商 事 株 式 会 批

大阪市浪速区西円手町一0 一七暑地湊町駅貨鈎八号門前

電話 (53)  4  8  9 0  (54) 0808- 9  

Standard 

メ タ ル フ ォ ー ム 用 特 号

関西代理屈 株 式 会 社 金 剛 商 会

大阪市西淀川区野里町1231 阪神岡 道 野里屯停前

製造元東京サン ヒッ ト商会 電 大 阪@0417・4091

5  



(  鈴 木 式 防 火 シ ヤ タ ア i  

大 阪 出 張 所

商 会

会 社

タ

ゆ

鈴 木 シ ヤ

ヤν  木鈴

ア株 式 会 社

話 @ 飢ゆ8 ・5837 ・8729
大 阪 市 北 区 茶 屋 町 33

大阪ガス会社指定

用 車? 風 呂 艶 低 成
一一丞区j(;1I! J 1丁 目742 但 ν 賑橋電 停前 電話⑧5313 ・8128

シヤν9・
社

. d.  

ｾ＠式株業エ和平

ｅ ヨヨｾＡｉｾＮｊ・
軍習樋掴E 蝿 摂 ・ - ・ 圃 圃 圃 園 田 園 園 田 ・

( 64)  5750 ・8444

(741)0160 ・1733

大 阪 市 浪 速 区 河 原 町 2 丁目

東 京 都 太 田 区 椛 谷 町 4 丁 目

J l ヨシ

ニノコ
)(;  

メ

要事海

株式会社製 造 元

工業用及建築用各種石灰娘造販売

セ メ ン ト

小野田 レ ミ コ ン 特 約 販 売 庖

プ ロ ッ ク

セ シ トラ ノ レ 硝 子 特 約 販 売 庖

樫 野 石 友 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖

リグノイド床 ・床材料

製造 ・販売 ・施工

大 阪 市 北 区 曽 根 崎 新 地 三 丁 目 十 四 番 地

( 桜橋電停曽根崎新地菌入) 包括大阪@1幻 4- 6

支 庖 ・ 東 京 ・神 戸 ・姫 路 ・徳 島 ・高 松

福 屋 工 業 株 式 会 社

大阪市西区南掘江上通一丁目 三一

旬 話 大 阪 @ i 3 4 2 6 - 7

庖本

6  



吸

音

テ

ッ

ク

ス

燃えない建築資枝 τ

…  
n日a虫色!' ". . j I・‘ >T

ｩ 凶盗 ｾｉｊ ，

タイガー印

日昆車置置: 1
モデ ルルーム へどう￥

仁

'

L

J

F

同

一

一

純

白

書

m

k

・
m

y

A

-

附

~

7

ガ

割

高

月

イ

・

川
町

厄

M

R

U
生裂亀絡

ー歩でも時代懸賞iこ続Lょう t 努力 t L  ¥'、ます

説。童画風間

凶 ｩ 医面協ｾ
キーンヌセメント

各種焼石膏

告野厄賓ス阪支定

本

掴 岡 嘗機所

大阪 市 東住吉区桑津 ｾｉｊＳｔ 臼 ＵＹ
電 話 大 阪 ⑬ 1 2 9 6 - 7

和 歌 山 市 新 婦 6 丁 目 13

電 話 和 歌 山②0298 ・9435

社ヨド

出頭所東邦商会

E E彊 彊 - -

戸 材 料 株 式 会 社

神 戸 市 長 田 区 西 代 通 り 四 丁 目 一 八

話 神 戸 ⑦ 3 8 7 1  

東 京 都 文 京 区 表 町 五 八

m話 東 京 ( 921) 6 8  2 4  

八 幡 市 前 田 町 二 丁 目 一 七

電 話 八 幡 ( 66) 0 9  4 5  

神戸市兵庫区明治通り 二丁目五

沼 話 神 戸 ⑤ 4 1  9  5  

セメント分散剤

神

軽 量 鉄 骨

設 計 ・ 施 工

新 鋼 建 設 工 業 株 式 会 社

東 京 営 業 所

九 州 営 業 所

取締役社長 吉 岡 信 武

大 阪 市 西 区 新 町 通 2 丁 目 2 5

電 話 @ 7 4 1  8 ・6 0 9 ・6 5 7 5

神 戸 市 東 灘 区 本 庄 町 青 木 古 堂 町 53

電 話 神 戸 ③ 6 1 6

広 島 県 御 調 郡 向 島 町 立 花 3 0 1' 0

電 話 尾 道 2 9  6  8  向 島 西 1 9  

社

有.

本

工

所

7  
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昭和アルミの押出型材

ア ル ミニ ウ ムの押 出型 材 は 組 維 屯型状の もの が 脊 易 に作 れ 、 製 品

コ ス トを下げ、美 し〈、 錫 ぴず、 合金 によ って 鉄鋼 に 匹 敵す る強

度 を 持 ち ま す 。 品 近 は、 建 築 、船 舶 、 航空機 、 そ の 他 軽工 業 や 家

臨 総n 等 極 的 て 広 範囲 に 使用さ れ ていま す 。ア ル ミニウ ム工 業 に

於 て伝 統 を 狩 る当 社 は 、最 新式 1'1' 出 機 によ り、 管、 様 、 線、 そ の

{ 曲名傾の 型 材 を主 践 し、 急激 に I廿大 し て き た新 しい 需要 に 応 じ て

いま す 。

党け液製燥号ス

咳笠霊賞品

ポリ エステノレ樹脂

硝 子 繊 維 強 化 板

製造元大日本硝子工業雲霊

大阪市北区玉江町 2- 4 ( 三菱倉庫ピノレ) 電話 大阪 @3389 ・1389

社 東 京 都 中 央 区 京 橋 3- 6 電 話 (281) 6 9  2  6  - 8  

ミ 冷 蔵 庫 防 熱 工 事 ー アスファノレト 防 水 工 事 悪

ミ ア ス フ ア ル ト 専 門 工 事 アス ブ ァ 川 タ イノレ工事 選

議耐酸モノレ タノレ工事 '  各 種 床 工 事 選

大 阪 耐 酒 会 Z 業P J {

大 阪市 北区 浮田町82番地 電 話大 阪<@1333番

I I . G. C武

内外Z 業株式会社

脇 山 静 夫

N.  G. イ ンシ ュ ラ イ ト 断 熱 材 製 造 発 禿 元

8  



跡 調m 年限仕様

(A) l ' を9 4 ・悶水|
.一 二二二ー一一←一一一一一ーで

地区 組 合 員 名 住 所

( 徐) 久 保 商 底 大阪市北区真砂町5

( 株 ) 木 下 笛 三 商 庖 大阪市西区江戸掘南通5/ 35

近 ( 抹) 明 正 社 大阪市東区高麗締結町21

( 株 ) ' 井 上 浄 夫 商 底 大阪市西区江戸掘下通1ノ7

( 株) 大 和 商 会 大阪市南区高津町4番丁73

( 鎌 ) 石 田 建 材 庖 大阪市東淀川区元今里北通り 1 / 31

内 外 工 業 株 式 会 社 大阪市阿倍野区旭町1ノ51

• 旭 化 建 工 業 株 式 会 社 大阪市北区茶屋町38

順不

日本漉育工業( 抹) 大阪支庖 大阪市北区富田町40

石 井 建 材 有 限 会 社 神戸市兵庫区荒田町1丁目

)  同
( 株) 中 出 商 会 神戸市兵隊区上沢通6ノ9

タ テ パ ヤ V 商 底 京都市下京区四条大宮南入学校前

田島応用化工( 株) 大阪出張所 大阪iJi 西区京町姻土通1/ 14

車 問 問 処 材 株 式 会 社 名古屋市西区西菊井町2ノ12

( 鍬〉名 建 商 会 名古屋市中区宮出町41 / 2

海 高 編 建 材 庖 名古屋市中区材木町1ノ12

ｾｴ＠ 北 川 工 業 抹 式 会 社 金沢市西側町8

北 川 工 業 ( 株 ) 富 山 営 業 所 富山市奥悶新町23

北 川 エ 業 ( 徐 ) 福 井 営 業 所 福井市大和中町70

( 株 ) 小 島 工 務 底 高岡市大坪焔町2丁目沼/ 1

睡 ( 抹〉 小島工務庖富山営業所
富山市神通町3区! ( 問

中 背 盛 建 材 株 式 会 社 広島市鉄砲町108

背 盛 建 材 ( 株 ) 岡 山 営 業 所 岡山市東岡町3

国 ( 有 ) 小 野 甚 商 庖 岡山市内山下30/ 10

( 株 ) 浜 原 豊 商 庖 i忌迂1市若宮町

四 (l!l1) 浜 原 盤 商 庖 防 府 支 庖 防府市大林寺

古 市 断 熱 工 業 株 式 会 社 高総市宮脇町蜘

国 正 和 商 事 抹 式 会 社 船山市l 番町21

九 宵 盛 建 材 ( 徐 ) 福 岡 営 業 所 繍岡市万行寺前町14

暁 建 材 工 業 株 式 会 社

福岡崎市市藁大院儒町笛

州 高 稲 工 業 株 式 会 社 長 町138

建般省阪建 22 号館可

電 話

一ー一ー""""置--
一

大 阪 @ 侶07- 8・4836- 7

大 阪@5408・5486

大 阪 @ 創25- 8 ・0時 l

大 阪 @ 唱531- 5

大 阪 @ 砲 1- 4

大 阪 @お40・2蹴

大 阪Q3434- 6

大 阪 @ 民55- 7

大 阪9 1ω4

神 戸@2140・2ω 7

神 戸 ⑤4830

京 都@剖68

大 阪@5951- 8

名古屋@2057・0121

名古屋3 1329・2817・2106

名古屋@沼95

金 沢 ②4お2 - 3

' &i 山②忽18 @1014 

福 井@4日2

高 岡 2483

富 山 8221

広 ぬ ②2281- 4

岡 山 ②7911・8169

岡 山②42η

応 逃 27ω

防 府 1 ω7

高 経 @ 田34

松 山 ②8161- 5

福 岡@1225- 6

福岡@4 3 26 ・8467

長 崎@ 1η6

出資金 600 万円

亙 西 日 本 ア ス フ ア ル ト 事 業 協 同 組 合

大 阪 荷 西 区 京 町 掘 上 通 ー の 一 四

東京連絡所東京都足立区小台町六三三( 間島応用内)

北 陸 ・東 海 ・近 畿 ・中国 ・四 国 ・九州

T E L  @ 代 表 5951

T E  L  (911) 代表1181

9  



10 

(  . カタ ロ グ 進 呈 )

角 形 鋼 管

「 鋼 管 を 索 管 と し た

継 目 無 角 形 鋼 管 」

形鋼を組合わせて溶接した角形鋼管と比べると

均質 で、経量 で、経済的 な( 高級) 継目無角形鋼管

。

住友金属工業株式会社

本 社 " 匝 ，Ii jf( t正 瓦 町 4 丁 目 3 1 電晶(大代鶏} 大I ! . t 町) 2201

支 社東京冊子代川尻丸ノ内 1丁目 8 1 6  (紙住在ピル) 電臥{ 大代表} 東京曜日)2211

指 定 問 屋

f U正 樹 . 株 式 会 社 大 地 ， j ， 厳 k < Jt ボ 5 T  If 2  2 電J， k 駆 @6 7 8 1  

4 ゲ タ 飼 育 雄 式 会 祉 太 阪 市 西 I l " 町通 1 ru 1  4  Ｂｊｾ 電品Ｂ阪ｾ 6 3 3 1  

山 本 圃 集 係 式 全 性 太 匝 市 両 ' " 安 童 寺鍋通 1 丁目 10岳地 電 品 太 阪 S 2 8 3 1  

合 名 会 社 線 辺 健 古 本 前 倒 岡 市 } 両 町 1  6 唱A 梢圃⑤ 2 2 3 5

超硬骨材に顔料、薬品等を配合した粉末斉IJ でその健水練り、金銭仕上け・の為特に技術を要せず、

色ムラ、ノ口汚れ等の鉄点がない耐謄粍性特に強大、表面滑らかで美しく清潔、耐水性に富み

価格低廉であります。( : 1 手当り材料代￥ 950) 仕上り厚さ約2 市程度

学校、工場、病 院、事 務 所、商底、ガレーヂ、ガソリンスタンド、住宅の玄関、流し 、浴室等

に最適であ ります。 ( 求 代 理 腐 )

慧 精 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 此 花 区 四 貫 島 旭 町 1 - 3  

T E L  大 阪 は6) 3  5  9  4  

住宅や家具につく自アリや害虫を退治します、 その上 「アリノン」は

協議

くされ・かびにも特効があります。

回一 ｐ リｾｾ



私依の陸 T全区最高(1)技術芝まずにJ ・4

大 阪 支

現E 尽 支

后

寵

大 阪 市 西 区 阿 波 座 南 通 1 - 1

電 話 代 表 (54) 8  5  2  3  - 5  

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 浜 町2- 47

電 話 ( 671) 7  3  0  9  

兵 庫 県 三 原 郡 南 淡 町 伊 賀 野

兵 庫 県 三 原 郡 南 淡 町 福 良

ｾＮ翻闘騒悶悶Ｎ

建 築 界 の 話 題 を さ ら う

ヨ ｉｾｊ ｉ，ヲシフリシト崩 Ｇ｟ｦ
美しい木目・柄を印刷した優維にして強じんな建材です

御 設 計 に は 第 Ｓ の材質 Ｒ ・ ｊＢＢｾ 市ードを
f呆i孟 ・ 断 熱 ・ 防 音 に す ぐ れ た

・ イ ン シ ュ レ ー シ ヨ ン

建 物 か ら 家 具 ま で 用 i盆 が 広 い

・ ハ ー ド ボ ー ド

間 仕 切 用 に 効 用 大

・ サ ン ド ウ イ ッ チ ボ ー ド

四 季 を 通 じ て 快 適 な 居 住 性 を 造 る 建 築 材 料 で

す 経 済 的 で 仕 上 り が 美 し い の で 住 宅 ・ オ フ

ィ ス ・ 正 場 等 に 広 〈 用 途 を 持 っ て い ま す

<e>日本J¥- ドホ-f 三業様式曾ff:t

名 古 屋 市 港 区 汐 止 町

T E L  名 古 鹿 (23) 4 2 8 4 ・8 2 6 1

東 京 都 中 央 区 京 橋 2 的 4

T E L 東 京 (281) 5  1  5  1  - 5  

大 阪 市 西 区 南 相t工大通リ 1 町 19( 三友ピル}

T E L 大 阪 印 刷 2 7 4 5 - 6

代 理 底 φ 伊蔵忠商司僻株式会社

ｾ安宅買隆司陸線式会社

J . 三宮E商 事 線 式 会 社

. 住 友 商 司 匹 鎌 式 会 社

11 



ｾＮ，正吾 ［Ｚｲｾ つ］

E
恥

・

・

恥

a

'恥

E

ンメセ

リ

レ

ド

ク

ン

ス

フ

ン

ト

形

イ

コ

J レ
ポ

生

波

パ、J

V
，・、

、.

J レ

磐城セメシト株式奮i

ポJ レ

取締役社長 斎 藤 次 郎

本 社 栃 木 県 安 蘇 郡 葛 生 町 電話葛生 4 5 0 - 5

東 京 支 社 東 京 都 台 東 区 北 稲 荷 町 1 3  電話浅草 (841)

大阪営業所 大阪市東区北浜 4 丁目 2 6 新日本内船ピル 電話北浜⑫ 7246- 9・7072・4973

出 張 所 青 森 ・仙 台 ・金 沢 ・名 古 屋 ・小 倉

8 1 2 1 - 9  

宇都セメントφ

ニ

抑

制

し

だ

い

説

明

字部普通セメント

字部超高級セメント

宇都中庸熱セメント

急

送

し

ま

す

字部ポゾランセメント

( セメント混和材 Fl y As h) 宇都ポゾラン

セメント・石炭・化学肥料・カプロラクタム・後械

宇 都 興 産

( 混合セメント )

。

12 



短縮|ま工期の

磐

城

3J bタザーAA

一

蔓

生

コ

ン

菱

光

コ

小

野

田

大

阪

大

阪

宇

都

大

阪

セ
生

ア

メ

ン

卜

株

式

会

社

大

阪

営

業

所

大

阪

市

東

区

北

浜

四

丁

目

二

六

(

新

日

本

汽

船

ピ

ル

四

階

)

電

話

(

お

)

七

二

四

六

t

九

・

七

O

七

二

・

四

九

七

三

番

春

日

出

、

堺

、

西

宮

、

神

足

工

場

ン

ク

リ

工

業

株

式

会

社

大

阪

市

北

区

梅

田

町

二

(

第

一

生

命

ピ

ル

十

一

階

)

電

話

(

羽

)

一

二

六

一

番

(

代

表

)

尼

崎

、

福

崎

(

建

設

中

〉

ト

エ

場

レ

ミ

コ

ン

株

式

会

社

大

阪

事

務

所

大

阪

市

北

区

梅

田

町

二

(

第

一

生

命

ピ

ル

六

階

)

電

話

(

お

)

一

二

六

一

番

〈

代

表

)

民

無

川

、

神

足

(

建

設

中

)

エ

場

コ

ン

ク

リ

株

式

会

社

大

阪

市

北

区

堂

島

浜

通

一

ノ

二

五

(

新

大

ピ

ル

内

)

電

話

(

お

)

一

二

三

一

番

(

代

表

)

佃

、

千

島

、

向

日

町

ト

工

場

工

コ

ン

ク

リ

ー

ト

工

業

株

式

会

社

大

阪

市

港

区

新

福

崎

町

二

ノ

六

電

話

(

訂

)

二

七

九

七

番

・

四

六

O

七

番

福

崎

、

上

新

庄

場

サ

ノ

コ

ン

ク

リ

ー

ト

株

式

会

社

大

阪

市

西

成

区

津

守

西

六

丁

目

三

O

電

話

(

臼

)

一

六

O

一

|

一

六

O

三

番

津

守

、

下

新

庄

(

建

設

中

〉

エ

場
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舞見御中暑

( いろは)1関)建 材 信 和 会昔からの建材庖ゆるがぬ信用

大阪市東成区東今里町四丁目

40 

電

社

よ』

コミ式株

元

業

岩

工7G 岩
元 式 ス カ イ ラ イ ト

兄 式 通 風 装 置

( ベシチレーター)

建 築 材 料

岩

岩

0 6 1 6 - 1  ⑧ 話雄貧民長ネ上
仙

出イのそ

大阪市西区新町北通一丁目 53

社

J 凸h

z ミ式株材工新日
③印ノレーフイ y グ ・フ ェ ル ト

⑤ 印 砂 付 ノ レ ー フ イ γ グ

⑤ 印 石 紙i ク エ ル ド ルーフイング

隣尾根 ・地下室防水且耐酸工事 貸 住 施 工

衛 生 陶 器 ・同 附 属 器 具

@  話電績場井長社

大 阪 市 東 区 高 麗 橋 5- 32

東 洋 陶 器 去を 大 阪 営 業 所

中 松 電 話 @ 4ち18 - 9 ・1424 

大 阪 市 天 王 寺 区 大 道 三 丁 目

125 

電 話

社

明

メ』

:z:;¥ 

通

式株瓦

長

洋

所

洋東

- ，ず

ヲE

瓦

瓦

瓦

型

ユ

器

s

v
陶

工

.

施

瓦

L

瓦

任

テ

ニ

型

賃

γ

パ

f

車

川

レ

t

;

販

フ

J

日

造

洋

洋

洋

製

東

東

東

販造製

3 0 1 6 - 8  

大 阪 市 北 区 高 垣 町 1

@  

究 所

友

研

木

口

青

城

長

阪

社

大
株 式

会 社

暖 冷 房 ・給 排 水 ・換 気 ・衛 生

汚 水 浄 化 装 位 ・ 大 正 使 所

設 計 ・ 施 工
1 5 1 5 - 1  

ｾ＠ 1 4 4 3 ・5 0 6 6

@  1 2 1 2 ・1 661 

庖

大阪市西区立発掘北通一丁目

24 

電

@  話

話

電平

商

蔵

庸

甚

ロ

弥

野

城

野

長

長

本土

ネ土

株 式

会 社接

物

圧

金

ス

築

ガ

建

大 阪 市 北 区 木 嶋 町 56

衛 商 庖兵重村奥
株 式

会 社

骨

ス

ス

プ

式 経 "I ! t 鉄

式 リ プ ラ

式 メ タ ノ レ ラ

式 ク リ ッ

進

逃

進

進

口
M

口

μ

口
M

口
M

4 1 3 1 - 3  @  
結電衛兵重村奥長ネ土

大 阪 市 北 区 堂 島 上一寸目 24

社

メ』

I 5え式株飾装津河
室 内 装 飾 設 計 施 工

窓掛 ・ ｾ /  ｾューム ・ アスタイノレ
オリエンタルクロス ・ニッポンクロス

カ ラ ー ク ロ ス 製 造 発 売 元 1 3 5 1 - 4  

大 阪 市 北 区 高 屋 町 80

@  話電

式

社

株

会

助

業

之喜

工

津

学

河長

-
v
u
 

，a
q

t

 

社

酸耐
プ ラ ス チ γ ク | 潟 水 耐 酸 工 事

各 秘 ν ヂ Y ラ イ ニ Y グ

ペ プ コ グ リ ッ プ デ ッ ク

ダ ク ラ テ ー ッ ク ス 5 6 0

<fli 4951 ・4 9  5  8  

@  01?8 - 9・4161話電彦邦井松長ネi

大 阪 市 南 区 鰻 谷 仲 之 町25

電 話

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 78

5 6 7 5  - .7  @  

社

メ::...

3三三

良匹

式

太

株

孝置

業

玉

!室

長

置

社

玉
料

広

光

材

型

腕

壁

代

泡

.

)

)

製

卜

株

株

，，
、
f

、
、
、

j

〆

ト

ト

石

:

y

一
蛭

メ

メ

リ

(

:

セ

ク

ト

，

駐

Y

イ

・

一

コR

フ

灰

…

臨

ん

附

…

川

石

大

大

コ

式

社

株

会
業工装塗林竹

事工装塗般

6 4 3 1 - 3  @  話電昭林竹長社業負

ー寸ぇ

ロf ヲ

大阪市浪速区幸町通三丁目 20

社

よ』

I 5主式株板

t 、

口速浪

口

問

ド

ツ

脂

製

一

'

理

E

ボ

ル

代

，一
ド

r

丸

一

ホ

川

市

、

.
，

板

ノ

y

一

年

‘

r
s

ロ

ニ

一

グ

ク

、

ボ

カ

円

手

い

吋

ノ

種

7

一

各

ヤ

ホ

オ

2  2  0  1  @ 代 表話電

士

口秋石村長社

大 阪 市 南 区 北 炭 屋 町 7

式 会 社

建 材 特 殊 踊 子 都

経 政

株子硝田村
工

広

ム

エ

施

迎

ズ

E

い

代

3

寸

Z
7

K

プ

計

販

K

・

鋭

山

川

ク

訟

守

h

e

J

ソ

し

一

売

硝

リ

プ

飯

板

ク

ス

ト

種

務

ラ

i

各

各

ガ

製

電 話 @ 4  5  8  0 ・3 3  6  1  田村長社

大阪市東淀川区新高南通一丁

目14

電 話 @ 0864- 6・1416・1658

ク

市

ト

清木

;ノ

鈴長

ケ

ネ土

式

社

株

会

艶出グジトク〈白 木・2征兵 ・2量物別〉

液体グ Y トク (??7! と ら ア ス タ イ ル )

フロアオイ J レケントク

床 消 婦 問 白 ・掛 除 器 具 販 売

築 金 物 ・建 具 金

ッ ν 金 物

製 造 販 売

大阪市南区安堂寺橋通二丁目

3  

5 0 9 1 - 6  ⑧ 話電

社

良日

本

市太短

垣

日長

日

社

王t

ネ上

株

会

物
建

ナ

大阪市西区阿波座中一丁目 5

イタ田平
式

社

株

会

J レ

式事工イタ

話

@  1  0  0  3  

代表 ｾ 8  1  3  1  
電

良日伊回平長社

ノレ

14 



|  ア ス フ ア ル ト 防 水 の 材 料 と 工 事 は |  

( アイクエオ )1闘)

(37) 仮泊2 ・857

(66)  8861- 2  

(97)  4460 ・8288

(44) 代5951

(47)  3131- 2 

八尾 (029) 2308 ・3039

(39)  0924- 5 ・2045

(53)  5281"';3 

大 阪 市 東 淀 川 区 間 川 通 5 丁目 9 1

大 阪 市 西 成 区 橘 通 9 丁 目 2 4  

大 阪 市 城 東 区 西 嶋 里 子 6 丁 目 4 3

大 阪 市 西 区 京 町 堀 上 通 1 丁 目 14

大 阪 市 西 淀 川 区 姫 島 町 169 0

八 尾 市 竜 輩 ー 町 字 太 子 堂 6 2 9

大 阪 市 東 淀 川 区 掘 上 辺 3 丁 目3 9

大 阪 市 西 区 新 町 北 辺 1 丁 目 4 0

k. k.  

社

社

大阪出強所

• k. k.  

策 k. k.

大阪営難所

飯 支 后

幽

構

英

盛

k

エ

k工

工

工

工 *

k. k.  

4 製 造 業 社

協 和 建 材

k .k. 工

k. k. エ

国 島 応 用 化

大 恵

東 亜

日 遷 化 学

日 新 工 業

(23)  1731代 ・2931代

( 44) 代8581- 5

(23)  1345 ・1346 ・3381

(36)  7474- 6・8563・7406

( 39)  2080 ・2207 ・0238

(36)  5お8- 9 ・ 見 切

(53)  4520 ・8401

(79)  4427 

(36)  0774 

(34)  4305 

(44)  5195- 6  

(23)  2771- 2  

(44)  5224 

( 73)  2514  

(44)  0255代 ・5392代

大 阪 市 東 区 瓦 町 2 ( 三 和 ピ ル )

大 阪 市 西 区 京 町 樋 上 通 2 丁目 4

大阪市東区道修町 1 了 目11(加藤ピル)

大 阪 市 北 区 万 才 町 4 7

大 阪 市 東 淀 川 区 新 高 南 通 1 丁目 28

大 阪 市 北 区 道 本 町 4 1  

大 阪 市 西 区 南 焔 江 一 番 町 1 4

大 阪 市 東 住 吉 区 矢 田 住 道 町 9 1 3

大 阪 市 北 区 絹 笠 町5O ( 堂ピノレ二階)

大 阪 市 北 区 老 松 田IJ 2 丁 目 7

大 阪 市 西 区 京 町 郷 土 通 3 丁目 4 0

大 阪 市 東 区 北 浜 4 丁 目 1 9  

大 阪 市 西 区 江 戸 姻 北 辺 5 丁 目 36

大 阪 市 生 野 区 生 野 田 島 町 94

大 阪 市 西 区 土 佐 掘 通 1丁 目 13

K

大

量

4 販 売 業 社

浅 野 物 産 k. k. 大 阪 支 広

井 上 工 材 k. k.

i也 図 商 事 k. k.

内 因 商 会

梅 ' 本 石 油 k .k.

筏 松 商 会

大 阪 朝 日 渥 膏 k .k.

三 友 ア ス フ ア ル ト k. k.

川 崎 物 産 k. k. 大 阪 営 業 所

中 西 湿 育 産 業 k. k. 大阪営難所

k .k. 長 野 商 庖

日 本 JI 段 輿 難 k. k.

前 回 商 后

村 井 工 業 所

山 女 商 事 k .k.

(37)  6555- 7 

(44)  3520 ・4564 ・1005

(37)  3340 ・3505

(37)  1お3

(33)  3679・“81・8471

(35) お45

(35)  2922 

(94)  5561 - 2  

(44)  5408 ・5486

(34)  0207- 8 ・ω3 6 - 7

(34)  1105 ・ぉ40

(37)  0251- 3 

( 26)  719討勺

高槻 ( 5 ) 1646- 7 

( 63)  6221- 4  

京都 ( 5 ) 9954

(35)  4779 ・ω 97

(64)  3434- 6 

( 54)  3785- 6 

(34)  1初 4

(45) 氏) 89

(37)  3375  

( お) 9231 

(45)  2360 ・2030

( 94)  8125- 8 

(75)  7271 ・0871

神戸 ( 5 ) 2697 

神戸 ( 5 ) 4630

神戸 ( 4) 6930 

神戸 ( 4 ) 5総 4

神戸 ( 6 ) 0回5

岡山 ( 2) 4272 

尾道 27ω

広島 (- 2 ) 2881- 2  

高松 (3) 5034 

松山 0525 ・1159 ・21!?9'

松山 2717

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 3 8  

大 阪 市 西 区 江 戸 廊 下 辺 1 丁 目 7

大阪市東淀川区元今里 北 通 1 丁目 31

大 阪 市 北 区 浮 田 町 8 2

大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町4 丁 目l ω

大 阪 市 北 区 間 心 町 1 丁 目 3 3

大 阪 市 北 区 空 心 町 1 丁 目 3 0

大 阪 市 東 区 船 越 町2 丁 目 3 4  

大 阪 市 西 区 江 戸 湖 南 通 5 丁 目 35

大 阪 市 北 区 以 砂 町 5

大 阪 市 北 区 木 幡 町 18

大 阪 市 北 区 鶴 野 町 3 4

大 阪 市 南 区 塩 町 2 了目 1 3  

高 槻 市 大 字 高 槻 1 4 6

大 阪 市 南 区 高 津 四 番 丁 7 3  

京 郎 市 下 京 区 西 七 条 比 輪 田 町28

大 阪 市 都 島 区 都 島 中 通 6 丁目 41

大 阪 市 阿 倍 野 区 旭 町 1 了 目 5 1

大 阪 市 西 区 新 町 北 通 1 丁 目 5 2

大 阪 市 北 区 富 田 町 4 0

大 阪 市 福 島 区 上 福 島 北4 丁 目 2 4

大阪市東淀川区 木 川 西 ノ町 2 丁 目 6

大 阪 市 北 区 伊 勢 町 40

大 阪 市 福 島 区 上 福 助 南 通 1丁目 152

大 阪 市 東 区 南 路 橋 詰 町 2 1  

大 阪 市 天 王 寺 区 南 玉 造 町 4 3

神 戸 市 兵 庫 区 荒 田 町 1 丁 目

神 戸 市 兵 庫 区 上 沢 通 6 了 目 9

神 戸 市 兵 庫 区 神 田 町 4 3 9

神戸市生田区北長狭通 6 事11繊共栄ピノレ

神 戸 市 兵 五11 区 水 木 目IJ 8 丁 目 5

岡 山 市 内 山 下 3 0 ノ 1 0  

尾 道 市 若 宮 町

広 島 市 鉄 砲 世 I f 1  0  8  

高 松 市 宮 脇 町 9 6 0

松 山 市 一 番 町

松 山 市 登 町 2 丁 目 9 5  

4 工 事 業 社

旭 化 建 工 業 k. k.

k. k. 井 上 浄 夫 商 庖

k .k . 石 国 建 材 庖

大 阪 耐 酸 工 難 所

大 島 応 用 化 学 工 禦 k .k .

大 野 産 業 k. k.

k. k. カ ナ ヱ 商 会

共 栄 渥 膏 工 . k. k.  

k. k. 木 下 箇 三 商 庖

k :k. 久 保 商 庖

板 口 興 . k. k.  

清 水 輿 難 k .k .

k .k . 新 光 商 庖

関 本 建 材 k .k .

k. k. 大 和 商 会

谷 中 建 材 工 鎌 k .k .

友 田 工 業 株 式 会 社

内 外 工 禦 k. k.

日 新 工 材 k. k.

日 本 i I l 膏 工 繁 k. k. 大 阪 支 庖

フ タ パ 興 業 所

k .k. 双 葉 商 会

松 本 漫 膏 工 業 k. k. 大 阪 支 后

マ ル ヱ ス 工 難 k .k .

k. k. 明 正 社

米 国 工 業 所

石 井 建 材 有 限 会 社

k. k. 中 出 商 会

三 慣 工 業 所

中 村 涯 膏 工 業 株 式 会 社

日 建 湿 膏 工 雛 k .k.

有 限 会 社. 小 野 醤 商 庖

k. k. 浜 原 豊 商 宿

青 盛 建 材 k .k.

古 市 断 熱 工 耳障 k. k.

正 和 商 事 k. k.

k. k. 山 本 商 会

惨 賛 助 会 員

丸 普

(27)  1251  (代)

|  … 人 ア ス フ ア ル ト 開 業 会 関 西 支 部 ;-_ .;: :.O Ｎｌｾ＠ 97  111)(1 .  ＰＺ［ｋｾ＠ [  
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大 阪 市 南 区 長 堀 橋 筋 3 丁 目
k ;k .  油石



口

口

口

口

ｾい隼活に

ｾい議

l  ｾ二ザ噌，ＺＺ，

型 材 押 出 作 業 カ 、 ら の 一 貫 作 業

ER車 問s，，b

米国フェントロン社と技術提携の優秀製品

グ除

、=ク
不ニサッシエ業総式含私

取 締 役 社 長 佐 野 友 二

本 社 及 工 場 川 崎 市 中 丸 子 1 3 5 番 地

T  E  L  ( 721)  4  2  6  1  ( 代)

東 京 事 務 所 東 京 都 中 央 区 銀 座 西 6 - 5番 地

T  E  L  (571)  5  5  2  6  ( 代)

大阪支底及工場大阪市西淀川区御幣島町中 3- 4番地

T  E  L  (47)  1  4  5  4  

営 業 所 福 岡 ・ 名 古 屋 ・ 金 沢 ・

仙 台 ・ 札 幌
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鍾ユ

C I  目

ア アス フアル ト同業会 ・H ・H ・..… 15

浅海電気kk ・H ・H ・..… ...・ H ・..… 4

kk 朝日工業社・・H ・H ・.. ..・ H ・-… 5

旭化工板製造kk …. . ..・H ・- ・・・中挟

伊奈製陶kk ....・ H ・.. .. ..・ H ・.. .中挟

井田商寧kk ・H ・H ・H ・H ・. .. ..・ H ・. . 5  

磐城セメント kk ・・ H ・H ・. ..・H ・.. .12

kk 岩住鉄工所・・・・・・・… ・・・・・… 前付

岩元工業kk …. .. .・ H ・-… ...・ H ・..18

宇部興産kk ・・H ・H ・-… H ・H ・- … .. 12

kk 栄興商会. ... ・H ・- …. ..・H ・... .. 3  

荏原製作所・・・・..... ... ..・・・・・・・・・・表4

オ Dエシタノレメ タノレ製造kk 中挟

大阪建材工業kk … .....・ H ・... … 24

kk 大阪城口研究所...... ..・ H ・... 2  

kk 大阪電気暖房商会…. ..・ H ・.. 2  

大阪耐酸工業所 ・H ・H ・.. .・H ・H ・. 8

大阪生 ヲシクリ ー トkk ... ・H ・.. 13

大島応用化工業kk ・・ H ・H ・..・… ・1

kk 奥村重兵衛商庖・・H ・H ・.... 本文

奥山化工業kk … ... ・H ・. ... ..・ H ・.23

織本建築事務所. . . .・ H ・. ..・H ・.. .21

カ 樫野石灰工業kk. . .・H ・... ..・ H ・.. 6  

kk J II 岸窯業・…・… ... .・ H ・. ..・ H ・. 5

川口ゴム工業kk …. .. .・ H ・.. . . 前付

河津装飾kk ・…… ...・ H ・- …・前付

関西暖房工業kk …. . ......・ H ・... 18

関西三塁タイル会 ・… ・H ・H ・- 前付

関西ペイシト kk …. . .・ H ・. .… 前付

工藤電気kk ・・H ・H ・-・…. ..・H ・.. . . 4

kk 久保商底・… .. ..・ H ・... ... .・H ・. 1  

栗原工業kk ・H ・H ・. .. .. .・ H ・..… .. 4  

グノレカ工業kk ・H ・H ・.... ... .. ・H ・.19

懇精工業kk ・・H ・H ・... ・H ・H ・.....10

建材{言和会・・ H ・H ・. ...・ H ・. ..・H ・.14

kk 建材社… -… ... ..・ H ・.. . .・ H ・. .. 2  

kk 工英社… .... .・ H ・.. .. ・H ・.. .. 表2

江東電気kk …. .. .・H ・-… .. .・ H ・.. 4

神戸材料kk ・・H ・H ・-… ...・H ・. ... . 7  

kk 小俣製作所… ・… H ・H ・- …・本文

kk 金剛商会… H ・H ・.. … H ・H ・-… 5

ザ 斎久工業kk ・・H ・H ・... ・・ H ・H ・... .. 2  

kk 斎藤省三商底・ H ・H ・.. ..・ H ・. .. 2  

特 別 広 告 ( ) I 贋不同)

kk 竹中工務底・H ・H ・.. … ...・ H ・.. 9  

kk 藤岡組広島支庖… .. .・ H ・.. .. 10

次 ( 同 音 順7 建 築 と 社 会 制35年 Vol . 41 No. 8 

「材料と設計」 … ... ・H ・- …本文

三機工業kk. …. . . .・ H ・... .・H ・-… 2

kk 三幸商会・・H ・H ・-… H ・H ・- … 5

kk 三晃商会・・H ・H ・. ... ・H ・...・ H ・. 2

三宝電繊kk ・・ H ・H ・..… H ・H ・..… 4

kk 三和ν ヤッター製作所…前付

敷島金物kk. .. ・H ・.，…. ..・H ・.. 前付

昭和アノレミニクムkk ・H ・H ・..… 8

新鋼建設工業kk ・・ H ・H ・.. .・ H ・... 7  

kk 新興建材工業所・・ H ・H ・- …… 23

須賀工業kk … ...・ H ・. . …. . .・H ・.. 2

鈴木ν ヤタア商会 ・H ・H ・H ・H ・.. 6  

住友金属工業kk ・・H ・H ・...・ H ・...10

タ 田島応用化工kk ・H ・H ・H ・H ・- ・表4

問中工業kk ・H ・H ・.... .・H ・..… … 1

kk 田中風呂製作所… ...・ H ・..… 6

田辺工業kk. .. ・H ・.. .・ H ・...・ H ・本文

田村商会建材部 ・・ H ・H ・.. .・ H ・... 20

kk 谷山製作所. . . ・ H ・... ..・H ・.. 本文

第一企業kk ・H ・H ・H ・H ・...・H ・H ・. 3

第一エ業k肱k.……..…...…….日…...…….日…….日……..……..……..…….日一.内~、
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大日;本本硝子工業kk.….日...……..…...日……..….日..……..….日. 8

大 日本塗料kk .… ・... ・H ・- … ・・本文

大 仏 組 ・・ H ・H ・-… .. ..・ H ・- …… 5

耐酸化学工業kk … ・…. . ..・ H ・...18

高砂熱学工業kk ・H ・H ・....・ H ・. . . 3

kk 武智工務所・ H ・H ・.. ... ・H ・.. 本文

淡陶kk …… .. .・ H ・...・ H ・H ・H ・... .11

中央電気工業kk ・H ・H ・.....・ H ・. . 4

朝陽電気kk ・H ・H ・. ..・H ・.. ... ・H ・. 4

東京鋼板工業kk. ... ・H ・.. ..・ H ・..18

東邦商会 ... .・H ・.. .. ・H ・. . …-…・・ 7

東洋キャ リア工業kk … ...・H ・.. 3  

東洋陶器kk. … ... .・ H ・. ..・ H ・.. 前付

東洋 9 ノ D ュームkk ・H ・H ・-・前付

東洋レーョ γ kk ・H ・H ・H ・H ・. . 前付

ナナニワ瓦kk ・H ・H ・. .… ・H ・H ・.. … 5

内外工業kk. .. ・H ・...・ H ・.. ....・ H ・8

内外土木建材社 ....・ H ・.... .・ H ・.19

中本電気kk …. .. ・H ・.. ...・ H ・..… 4

中之島製鋼kk … ・・ H ・H ・..… ・・前付

浪速合板 ・・ H ・H ・.. ..・ H ・.... ・H ・.. . 7  

日本電設工業kk 広島支庖…… 11

中国工業kk ...・ H ・- 一…. .. ・H ・.. ..11

浪速建材工業kk …. .. ..・ H ・- … ..2

日共冷熱機材kk ・H ・H ・. ...・ H ・前付

日新工業kk … .. ... ..・ H ・H ・H ・-中挟

日本管工業kk ... ・H ・...・ H ・H ・H ・. 3

kk 日本金具製作所・・ H ・H ・-…前付

日本サ ッシ協会関西支部賛助会員… 前 f寸

kk 臼本ν ヤッター製作所… 表3

日本セメシト 防水淘j製造所…表3

日本 ドアーテエツク製造K K ……中挟

K K日本 ドアーチ孟ツ タ製作所 ・… ..20

日本熱学工業kk.. . . ・H ・... ..・ H ・. 3

日本ハードボードkk ・H ・H ・..… 11

日本ユニロシkk. . . ・H ・H ・H ・..中挟

日涯化学工業kk …・ H ・H ・-…・前付

西日本ア スフア ル ト事業協同組合… … 9

kk 西原衛生工業所 H ・H ・....・ H ・. 2

ハ k k 林塗装底・ H ・H ・. .…. . .・H ・.. … 5

kk 汎 建 加 問 … H ・H ・.. .・ H ・-・・・剖

kk 日立製作所…. . .・ H ・.. …・・・表2

kk 平川鉄工所. . . .・H ・. ..・ H ・- 一前付

平田タイ ル …...・ H ・..…...・ H ・..19

フタパ黒板 .. .・ H ・..... ・H ・H ・H ・.. 5

福屋工業kk ・H ・H ・... ・H ・-‘・・H ・H ・6

藤森建材kk ・・ H ・H ・.. .・H ・- …・・前付

不ニナ ッν 工業kk ・H ・H ・..… … 16

rプラスチ ックス・エージ」…本文

平和工業kk ・H ・H ・. . . …. .. ・H ・.. .. 6

北陸軽金属工業kk. … ・・ H ・H ・.. .22

マ 米谷ぺ千 Y トkk …...・ H ・.... . 本文

kk 三高製作所・ H ・H ・.. ....・ H ・.... 21

kk 美索工業所・H ・H ・' " ・H ・.. . . 前付

kk 室谷商底・・ H ・H ・... ..・ H ・.. … .. 7  

kk メノレコン・ H ・H ・. .…. . . ・H ・..… .6

森井電業kk ・・・・ H ・H ・. .. ..・H ・..… 4

ヤ山図工業kk ・H ・H ・... ..・ H ・H ・H ・. . 2

山宗化学kk ・H ・H ・H ・H ・.. .. .・ H ・..10

kk ヤマト 電気商会・H ・H ・H ・H ・. . 4

八千代電設工業kk ・.... ..・ H ・. ..… 5

kk 山本建材社… ...・ H ・.. .. ・H ・...24

kk 油脂化工社...・ H ・... ・H ・- …表3

kk 吉田芳雄商底・H ・H ・.... .・ H ・. . 5

吉野石膏kk ・H ・H ・...・ H ・.... ・H ・.. 7  

kk 寄木商庖・…. ..・ H ・..…...・ H ・.19

ラ 理研鋼機kk … ...・ H ・. .. .. .・ H ・.... 3  

松本建設kk ・H ・H ・.. .・ H ・- … ・・・… 12
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東京鋼板工業株式会社

東 京 都 荒 川 区 尾 久ー11汀 5 ノ 1 0 0 0

電 話 (891) 8  1  3  1  - 7  

大阪市 北 区絹笠間 ＱＸ 番地Ｈｾｩｬ￮ｊ ピ ノレ Ｓ 階Ｉ

1 u 話 ⑧ 9 1 5 4 - 7

名古屋市中区大池町24 ( 丸菱 ピノレ) @3048 ・4593

福岡市橋口町15番地の 1 ( サ シピノレ 3 階) ③8825 

本社及工場

大 阪 支 庖

ア
ピ

V
、ン

ツサ

ム

ス

ウ

レ

一

千

ン

ル

テ

ア

ス

タ‘':J ヤー ル シチス

名古屋支庖

福岡出張所

初ィライト
岩 元 式

サッシュ、ドアー 、シ ャ ッ タ ー

伸縮廓、オペレーター、門扉鉄梱

其 他 金 物 一 式 製 作 施 工

社
会

川

引

式

引

い

株

限

引

業

服

⑧

;

市

話

コ

大

電

一

冗

柑

岩

KANDAN 媛冷房温湿度調整 {  

各 種 送 排 風 機 R  

。O WCHEMI CAL 似 品

家庭用に建築資材に

セメントに混合して

御 使 用 下 さ い

見 ' * 説 明 書 雲 上

Ce me l a n  

発 売 元

両搬イむ学工業株式会キ土

末 陳 (36】0178・

セメントの性質が素晴しく夏くなります
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.圃.

ｾ田タイル

ベ ン チ レ ー タ ー ( 筒型各積)

パーチカルベンチレーター ( 電動式)

波 型 硝 子 屋 板 完 全 養

タ ー ピ ヤ 舗 事 長 工 事 ・ 般 世t o 工

事章式会社

建第基筆法にフリーパスのガラス屋根

工場・プラ ットホーム・

体育館・アーケード IC最適

大阪市西区土佐掘船町23( 大阪商工ピノレ) T E L  (44)  3983 ・4396

工場 大阪市滅東区天王田町 1 の141 T E L  (98)  1149 

責 {壬
v 、、

施 エ

ゲ Jレ カ セ メ ン ト 防 水

ゲ ル カ 工 業 株 式 会 社

( 旧吉田建惣工業株式会社)

大阪市西区江戸堀南通 2 ノ l 電話 @ 4828 ・7607 ・3774
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大 阪 市 此 花 区 恩 貴 島 北 之 町 1 1  電 話 此 花 ⑮ 2 9  0  3 ・4 4  6  1  

綜合建築設計への道

設計部 1. 各種鉄骨・鉄筋 コンクリ ート 造建築

の設計監理
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各種大張問鉄骨造の設計監理

耐震耐風水材接合金具の製造販売

P AT . Q式( 織本式) ヂベル及 クランプ 《

、b 広明4

地質審Z ボー リング ・建築物基礎工 v '  V  

事の為の土質調査

ｾ有

織 本 建 築 事 務 所 所長 織 本 道 三 郎

( 旧織本建築設計々算事務所 ・絵本特殊様造研究所 ・合体)

東京都中央区臼木精かきがら II IJ 3 の2 電話 (671) 6443 ・7∞7 ・7062

株式会社
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アルミ= ウムの新しい瓦/

アルマイト鎗色仕上色瓦

金. 育. 赤. 緑色あり

発明賞に

輝 〈 … .

園長R.鍵格板. そ向飽7 ル: _ 材も直売1 : してお 1) t す.

よ

い

住

心

地

を

お

約

束

・

一 殴 肘 施 工 は 施 工 明 細 書 でー

ー.. ，陸一

合 近 代 砲 績 に 守 y チした美しい . 8色 合" " 反射高〈夏 11 涼し ( 4 は随かい

合経〈てきぴ. . . . . 不要的理忽釣・11村 合不倫・耐銀色で防火 ・奮集地区にも

合・勾I ! で完全な防風水縛貯 . 適

北 陸 軽 金 属 工 蝶 株 式 会 社

本 社 富 山

. . 幽撮l I I t .1匝
電 信
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E ヨ. $ 皇室

* 日本座敷に優美な・… ...・H ・-

株式会社新興建材工 業 所 盆寵_ t : 雪量

* 近代文化建築の塗壁材・-

- 黄綬褒章受賞

- 御申越次第カタログ進呈

M ;2122f品目E(良部詩 的- a t l' 瞳

陸屋根防水には

特許 絶 縁 工 法 を

官‘ Ｎｾｉ ミー陣取帯
コーパータイト

特 許 奥山式熱工法・ 冷工法綜合防水層

奥山化工業株式曾紅
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T E L 銀 座 (571 ) 2703 - 4 ・2370 ・4064 ・0264
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